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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ　prologue






「騙だまして悪かったな……覇王」




　クレス・バーンフィールドは、瓦が礫れきの山に立つ岳たけ汐しおサナギの姿に啞あ然ぜんとしていた。

　覇王、桐き生りゆう将まさ人との奴隷となったクレスは、彼と共に望もち月づき学園の中の王を探していたが、光ひかりノ河かわアカネに襲われて、それを辛くも撃退した。

　アカネは将人に首輪をはめられ奴隷となり、戦いは終わったかに思えた。

　だが、その直後に、アカネにかけた首輪が解除されてしまった。

　今目の前にいる、岳汐サナギの──魔王の手によって。

　勇者因子ブレイブ・フアクターの特性が、彼女の正体を示している。

　因子フアクターにより構築された剣、《ブレイバー》の刀身は──漆黒の光を放っていた。

「……貴様が魔王……!?」

　驚きよう愕がくの事実にクレスが目を見開いた瞬間、肩にかかる重みが増した。たまらず倒れそうになったが、足を踏ん張って耐える。

　肩を貸していた将まさ人との意識が途切れたのだ。

「覇王！　気を失うな！」

　必死に呼びかけるが返答は無い。将人の顔面は血の気が無く、蒼そう白はくで、酷ひどく体温が低下しているのもわかる。血を流しすぎたのだ。

　クレスはおどおどしながら周囲を見回す。当たり前だが、誰も助けてくれない。

　魔王が目の前にいるのに、戦えるのは自分一人だった。

（や、やらなくちゃ……！　このままじゃ、覇王が……！）

　将人を担いで逃げるのは無理。

　ならばここで魔王とアカネを倒し、道を開く。

「…………ふぅぅ……っ」

　だがそれが無理だということぐらい、クレスにだってわかった。

　クレスの頭の中で、アカネに襲われた時に将人が取った行動が蘇よみがえった。

　──命いのち乞ごい。

　逃げても、戦っても勝ち目は無い。命乞いだって助かる見込みはないけれど、無謀な戦いをするより、やっておいた方が１％でも助かる確率が上がるかもしれない。

　一人だったら戦うのもやぶさかではないが、将人の命がかかっている。

　全力でクレスを助けようとしてくれた将人の命が──！

「う……く……！」

　クレスは将人を床に下ろし、膝ひざをつく。

　そして、両手を床について頭を下げようとした。

　その時、突然将人が起き上がってクレスの肩を摑つかみ、後ろへ押しのけた。

　クレスが困惑したような声を吐くと同時に、将人が左手から鎖付きの首輪を投とう擲てきした。

　首輪はまっすぐにサナギの首めがけて飛んで行く。

　だが、サナギは首輪を漆黒の右手で摑むと、そのまま握りつぶしてしまった。

「……アカネ、下がっていろ」

　アカネに命令して、サナギは冷たい瞳ひとみで将人を見下ろした。

　将人はふらふらとした足取りでサナギのそばまで行くと、右手の拳こぶしを放った。

　しかし将人の拳はサナギにかすりもせず、顔の真横をすり抜けた。

　サナギは再び倒れようとした将人の胸ぐらを左手で摑み、自分の眼前へ寄せる。

「たかが奴隷一人の命のために、王自ら前へ出るか。手て駒ごまの使い方も知らぬ者が王に選ばれるとは、やはりバルタザールの選定は理解不能だ……よりによってお前が覇王とはな」

　胸ぐらを摑まれた将人は、何も言い返さない。

　彼の意識はすでに落ちている。さきほどの攻撃も本能で繰り出したものだろう。

　サナギは目を細めて、将まさ人とを冷ややかに見つめる。

「虫むし酸ずが走るよ、桐き生りゆう将人。人の真似しかできないお前に、王としての資格は無い」

　サナギが漆黒の右手を広げ、手の甲に切り込まれた瞼まぶたから、眼球を見開かせる。

　そして、頭を覆うほどの大きな掌てのひらで、将人の頭部を摑つかんだ。

「奪うことなく、この場で殺してやる」

　漆黒の腕に力がこもる。

　クレスは立ち上がり、剣を振り上げようとした。

　その瞬間だった。

　風の嘶いななきのような、砲弾が空気を切り裂いて降り注いでくるような音が聞こえた。

　サナギの横にいたアカネと、立ち上がろうとしていたクレスが上空へ目を向ける。

　巨大なチェーンソーを振り上げて、魔王めがけて降ってくる赤い人影。

　ノアだ。

「魔王様！」

　アカネが叫ぶ前に、サナギは動いていた。

　将人を放し、上空から自分めがけて降ってくるノアへ右拳こぶしを振り上げたのである。

　同時に、ノアがチェーンソーを振り下ろす。

　漆黒の右腕とチェーンソーが衝突した瞬間、瓦が礫れきが吹き飛ぶほどの衝撃がクレスやアカネを襲った。

　校舎が揺らぐ中、クレスは吹き飛ばされて壁に激突しようとする将人を寸前で抱き留めた。

　衝撃が止やみ、漆黒の右腕を弾はじいてノアがクレスと将人の前に着地する。

　そして、ノアとサナギは冷たい視線を交わす。

「出来損ないは出来損ないなりに、殺人鬼を手なずけていたか。主の危機を察して家からここまで飛んでくるとは、見上げた犬だ」

　ノアの一撃を受け止めたサナギは無傷だった。

　サナギは右手で風になびく髪を押さえると、

「だが、お前は覇王の家族を守っていたはずだ。家族はどうした？」

「…………」

　サナギの言葉にノアが目を細め、不快感を露あらわにする。

　それを見て、サナギは嘲あざけるように口元に笑みを作った。

「やはり躾しつけはなっていないか」

　挑発を受けて、ギチリとノアが歯ぎしりをする音が響く。

　クレスはどうしたらいいかわからず、おろおろと将人とノアを交互に見やる。

　ノアは将人の首根っこを摑み、肩に担いだ。

「……鎧よろい女、ボクに摑つかまれ」

「え？」

「残りたいなら、好きにしろ」

　その瞬間にノアが腰を低く落とした。

　直感で全すべてを察したクレスは、慌ててノアにしがみついた。

　──直後、とんでもない脚力で校舎の床を砕いて、ノアが跳躍した。

「ふあああああああああああああああああああああ!?」

　クレスの悲鳴が響く中、ノアは将まさ人とを肩に担ぎながら風を切る。

　ノアの腕にしがみつきながら、クレスはわけもわからず叫び続けるのだった。





　　　　◆◆◆






　上空へ跳び立ったノアを目で追うこともせず、サナギは静かに目を閉じる。

　横にいたアカネは、魔王の前でうつむいていることしかできなかった。

　サナギはアカネに構いもせず、目を閉じたまま口を開く。

「──光みつ秀ひで」

　サナギが呼びかけた直後、突然サナギの真横に一人の男が瞬間的に現れた。

　御み堂どう光秀。

　望もち月づき学園生徒会長である男だ。桐き生りゆう将人は彼が魔王だと思っていたが、真実は違っていた。

　だが、彼が魔王の配下であるのは事実だ。

　光秀は現れるなり魔王の前で跪ひざまずいた。

「ここに」

「灰はい原ばらの始末はついたのか？」

　光秀は跪いたまま、その軽薄そうな顔をサナギへ向けて問いに答える。

「問題ないね。奴隷二人も既に片がついたぜ」

「覇王の家はどうなっている。傀かい儡らい共は引かせたか？」

　魔王の問いに、光秀は頭をぽりぽりと搔かいた。

「言いにくいんだが、全滅だったわ。引かせるまでもなかったっす」

「構わん。元より灰原の独断専行で行われたことだ──アカネ」

　魔王に呼びかけられて、アカネは怯おびえたように肩を震わせた後、光秀と同じように跪いた。

「灰原に踊らされたな。私は覇王を追い込むことは許可したが、奴の家族を襲うことを許可した覚えはない」

　それを聞いて、アカネは目を見開き、下唇を嚙かんだ。

「……っ、此こ度たびの失態は全すべてわたくしの責任でございます。覇王を始末しそこねた上に、一瞬とはいえ奴隷に落とされました。この責任は、わたくしの命をもって償わせていただきます」

　アカネがスカートの下から鋭い針のようなものを引き抜き、自らの首に突き立てる。

　だが、寸前で魔王が針を蹴けりで吹き飛ばした。

「お前の命は俺のものだ。お前が奪う権利は無い」

「…………ッ」

「お前には人質にとった覇王の家族の面倒を見てもらう。因子フアクターを再び与えて欲しければ己の責務を全うしろ……次は無いと思え」

　下を向いたまま瞳ひとみを揺らし、アカネは静かに目を閉じて「御意」と一言魔王へ返した。

　そこで光みつ秀ひでが立ち上がり、崩れた壁から眼下の望もち月づき学園を見下ろす。

「あちゃ～人が集まってきちまった。光ひかりノ河かわの因子フアクターが一時的に奪われたせいで迷宮化が解けちまったんだな。こりゃ因子軍ギアフアクターズが黙っちゃいねぇな」

「…………」

「どうすんだ？　魔王」

　ポケットに手を突っ込んで、光秀が口元に笑みを作りながら横目でサナギを見る。

　サナギは無表情のまま、薄く目を開けた。

「好都合だ。すでに準備は整っている。先に外郭アウトサイドを落とすぞ」

「ま、覇王の出現がイレギュラーだっただけだしな。本当ならもう因子軍ギアフアクターズを攻めて内郭インサイドを治めていたはずだし？」

　やれやれと光秀が両手を広げて、魔王を笑う。

「っ、口を慎みなさい光秀……！　魔王様を侮辱することはわたくしが許しません！」

　アカネはその態度が気に障ったのか、立ち上がって光秀に食ってかかった。

「灰はい原ばらに嵌はめられた上にうっかり覇王の奴隷にされてた奴に、とやかく言われたかないね～」

「な、なんですって！」

　肩を怒らせて摑つかみかかろうとしてきたアカネをひょいと躱かわし、光秀は魔王に再び跪ひざまずいた。

「魔王、ちょいとお願いがあるんだが、聞いちゃくれねぇか？」

「……言ってみろ」

　サナギの許しを得て、光秀はニヤリと笑う。

「──覇王なんだが、俺に任せてくれねぇか？」

　光秀に避よけられて前につんのめっていたアカネが、驚きよう愕がくしながら振り返る。

　サナギは動じた風もなく、静かに佇たたずんでいるだけだ。

「……どういう風の吹きまわしだ。怠惰なお前が率先してそのようなことを言うのは珍しい」

「へへ、まあその～、覇王もたいした脅威じゃないってことがわかったし、敬愛する魔王様のお手を煩わせるまでもないかな～って思ってさ」

　鼻を指で擦こすりながら、光みつ秀ひでは笑う。

　サナギは彼の表情を見て何か含みがあることを悟っているようだったが、再び目を閉じた。

「……いいだろう」

「魔王様！　このような男に好きにさせていいわけがありません！　魔王様も光秀の因子フアクターがどういうものなのかご存じでございましょう!?」

　必死に止めようとしてくるアカネを無視して、サナギは瓦が礫れきを離れて校舎の中へ向けて歩き始める。

「やり方は任せる。お前の好きにしろ」

「ありがてぇっす。やっぱ魔王は話がわかるな～」

「だが失敗した時は、わかっているな？」

　背を向けたまま、サナギが光秀に問う。

　光秀は軽薄な笑顔を引っ込めて、薄目を開けた不敵な笑みを浮かべた。

「もちろん。そんときゃあんたの好きにして構わないぜ。煮るなり焼くなりどうぞご随意に」

　サナギは一度足を止め、首だけを動かして光秀を横目で見た。

「──期待しているぞ、『偽王』」

　言葉とは裏腹に、サナギの瞳ひとみには何の感情も含まれてはいなかった。

　魔王はコートの裾すそを翻し、歩き出す。

「魔王様、次はいかように？」

　アカネが魔王に付き添い、問う。

　魔王は淡々と答える。

「因子軍ギアフアクターズの戦力の半分は俺が掌握した。次は外郭アウトサイドを落とす」

「予定通り、外郭アウトサイドと内郭インサイドの戦争を促し、アーガスシティを破滅させるのでございますね？　そして全すべてが滅びた後、あなたはこの都市の王となる」

「いや、違う。アーガスシティの王になるつもりはない」

　魔王は黒曜石のような瞳で前を見据えながら、己が目的を口にする。




「俺は──この世界の王になる」




　これより、魔王の進撃が始まる。






FirstEncounter　フリークス・パラダイス






　揺れを感じて、将まさ人とは朦もう朧ろうとする意識の中、瞼まぶたを開けた。

　身体からだの感覚がほとんど無い。

　手足は鉛のように重く、自分の一部ではないかのようだった。

　周りを見ると、この場所が薄暗い路地裏であることがわかった。

　そしてこの振動は……誰かに背負われている？

　それに気づいた将人は、紫色に変色した唇を震わせた。

「……ここ、は……どこ……だ？」

　将人が声を出した瞬間、自分を背負う誰かが足を止めた。

　同時に、三人の少女がそばに寄ってくる。

「桐き生りゆう！　目が覚めたの!?」

「将人さん！　大丈夫ですか!?」

「覇王！」

「アイリとリゼット……クレスも……無事だったか……」

　二人が肩を貸して、誰かの背中から下ろして将人を地面に寝かせる。

　下ろしてもらう時に、自分を背負っていた人物を将人は見た。

　ノアだ。

　ノアは将人を下ろすと、無表情にその場に佇たたずんでいた。

「……ここ……どこだ……？……どうして……ノア……」

「…………」

「ノア……俺の……家族は……りんごと……お袋……は？」

　将人の問いにノアは答えず、そっぽを向いてしまう。

　代わりにアイリが将人の額に触れてきた。

「……ノアはあんたを助けるために学園に来たの。りんごと詩し織おりは……魔王に捕まった」

「……っ……そん、な……どうして……！」

　起き上がろうとする将人を、リゼットが片手で押し戻す。

「詩織さんがノアさんに頼んだそうです。恐らく、家が襲われたことで、将人さんに危険が迫っていることを直感で悟ったのでしょう。ノアさんは詩織さんに言われた通りに駆けつけてくれました」

「……っ……」

「あなたを救出した後、家に戻りましたが、ノアさんと、クレス・バーンフィールド、そして負傷した将まさ人とさんがいるだけで、家の中はもぬけの殻でした……」

　すみません、とリゼットが謝罪を口にする。

　アイリも沈んだ表情だった。

「……あたしと雑用もあんたを助けに行こうとしたんだけど……不意を突かれて敵に因子フアクターを奪われたわ。今はもう未覚醒者同然だし、あんたの奴隷でもなくなっちゃった」

「…………」

「敵は因子フアクターを奪った後、あたし達を放置した。気づいたら因子軍ギアフアクターズが学園に集まってきてて、一般生徒を装ってなんとか脱出したけど……あんたの家に戻った後は雑用の言う通りよ」

「……じゃあ、ここは……どこだ……？」

「今あたし達は、外郭アウトサイドにいるの。身を隠すには、内郭インサイドにいるより外郭アウトサイドの方がマシだったから」

　外郭アウトサイドにいると聞いて、将人は立ち上がろうとした。

　慌ててリゼットが将人を止めようとするが、因子フアクターを失った今となっては、感情が高ぶった将人を止めるのも一苦労だ。

「動いてはダメです将人さん！　あなたは出血多量で死にかけているのですよ!?　外郭アウトサイドの闇やみ医者のところへ向かっている途中なんです……！　大人しくしていてください！」

「りんご……おふくろ……た、助け……ねぇと……っ」

「聞きわけなさいよ！　今のあんたじゃどう足あ搔がいても無理よ！」

　アイリが怒鳴った瞬間、将人が口から大量の血を吐いた。

　視界がぼやけ、再び意識が遠のく。

「ダメっ！　今もう一度意識を失ったら戻ってこれなくなるわ！　桐き生りゆう！　お願いだからしっかりして！」

「っ、クレスさん！　医療系のスキルは持っていませんか!?　彼が死ねばあなたも死ぬのですよ!?　なんとかしてください！」

「そ、そんなこと急に言われても……！　あわ、わわ、クレスっ、どうしたらいいか～！」

　三人の喚わめく声が、遠くなっていく。

（俺……このまま……死ぬのか……？）

　目の前が暗くなっていく。

　ひどく寒い。

（ダメだ……解除……しねぇと……みんなの……首輪……）

　身体からだの感覚が完全に失われて、動かなくなる。

　脳の機能が低下して、因子フアクターに上う手まく命令が下せない。

（…………解除だけは…………しね……と）

　覇王因子ヴアンキツシユ・フアクターは反応せず、将まさ人との意識は完全に闇やみに落ちた。







「ダメです！　起きてください将人さん！」

　リゼットが将人に心臓マッサージをしながら、必死に呼びかける。

　アイリはクレスに駆け寄って、彼女の首輪をなんとか外そうと足あ搔がいた。

「わ、わわわ、首輪が締まってきたぞ！　っく、くるしっ……！」

「このっ！　雑用！　意地でも蘇そ生せいさせなさいよ！」

「やってますよ！　ノアさんも何かしてください！」

　リゼットの呼びかけを無視して、ノアはふんと鼻を鳴らして壁際に座り込んでいた。

　アイリとリゼットは因子フアクターを失ったため将人の奴隷ではなくなっているが、クレスとノアの首輪は将人の心臓が止まると同時に少しずつ首に食い込んでいく。

　クレスの顔が紫色になっていく。

「も、もうらめら……しちめんちょうになっちゃふ……しちめんちょ……お、おなかすい……た」

「意味わかんないこと言ってんじゃないわよ～！　雑用まだなのー!?」

「うるさいですってー！　やってるって言ってるでしょーがー！」

　三人がわたわたと騒いでいると、路地裏の向こうから足音が聞こえてきた。

　アイリが視線を路地裏の闇へ向ける。リゼットも気づいていたが、心臓マッサージを続行した。

　かつん、かつんと、不気味な足音はこちらへ近づいてきていた。

　誰かくる。

　しかしこの状況ではどうすることもできない。

　アイリとリゼットは因子フアクターを使えず、クレスとノアも後どれくらいもつかわからない。

　アイリがどうすべきか考えているうちに、闇の中からヌッとそいつは顔を出した。

　それは３メートルはあろうかという巨人だった。筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした肉体と、目と鼻と口がでたらめについた顔は、まるでホラー映画に出てくるクリーチャーそのものだ。

　外郭アウトサイドではこうした歪いびつな姿を目にすることは珍しくない。因子フアクターの暴走により肉体が奇形と化すことは稀まれにあることなのだ。

　だが、これほど巨大な奴を見たのはアイリも初めてだった。

　アイリはクレスから手を放し、恐怖を押し殺して将人の前に立った。

　そして、両手を広げて将人を守る。

「……っ！」

　巨人はアイリのそばまでやってくると、獣のような唸うなり声ごえを上げて、ぬぅっと顔を近づけてきた。

　大きく開かれた歪いびつな口からは、よだれがだらだらと垂れている。

　生臭い吐息に、恐怖が煽あおられる。

　アイリがたまらず目を瞑つぶろうとした時、

「いい子だね……ここでいいよ……下ろしてくれる？」

　巨人の肩から、か細い声が聞こえた。

　閉じようとした目を開けると、巨人が跪ひざまずくのが見えた。

　そして、巨体の肩から何者かが飛び降りてきた。

　黒いフードを被かぶった少女だった。背丈は小さく、身体からだも細い。フードの隙すき間まから見える髪は白く、肌も同じぐらいに白い。瞳ひとみは澄み渡るような青色だった。

　少女はアイリの横を素通りし、将まさ人とのそばまでいくと片かた膝ひざをついた。

「どいて」

「……っ、誰ですか、あなたは……！」

　リゼットを無視して、少女は将人を見下ろしている。

「──どいて」

　強く言われて、一度だけ睨にらまれる。

　リゼットは得体のしれない恐怖を抱き、将人から手を放してしまった。

　少女はリゼットがどいたと見るや否や、将人の心臓にそっと手を当てた。

「な、何を……する気ですか」

「黙って」

　妙な恐怖に身を竦すくませながらリゼットが尋ねたが、少女は答えない。

　次の瞬間、少女の肌が紫色の光を放った。

　血中に流れる因子フアクターの発光である。

　アイリとリゼットが啞あ然ぜんとしていると、少女は掌てのひらから因子フアクターの粒子を放出した。

「──《冥府の蛇リビングデツド》」

　その粒子は細長い蛇のような形状になり、あろうことか将人の心臓に突き刺さった。

「っ！　貴様！」

「大丈夫。起こしてるだけ。殺したりしない」

　少女の言葉を信じるつもりはなかったが、因子フアクターを失ったリゼットにはどうすることもできなかった。

　蛇は将人の心臓の中で蠢うごめき、紫色の因子フアクターの粒子を放出している。

　数秒間ほど蠢いた後、少女が将人へ顔を近づけて、口を開いた。

「……起きて、覇王」

　その呼びかけに答えるように、将人の身体がドクンという鼓動と共に跳ね上がった。

　身体からだをいっぱいにそらしながら、将まさ人とが両の眼めを見開く。

　将人はそのまましばらく痙けい攣れんした後、まるでこと切れたかのように再び地面に倒れた。

　リゼットが慌てて将人に縋すがりつく。

　心臓に耳を当てると、穏やかな心臓の音が聞こえてきた。よく見てみれば、将人の身体の傷も塞ふさがっている。

　茫ぼう然ぜんとしながらリゼットが顔を上げると、少女が目の前で立ち上がっていた。

　そして、フードの中の闇やみから青い瞳ひとみをリゼットへ向ける。

　リゼットは少女に見覚えがない。

　しかし、将人に施した今の処置と、リアライズデバイスの名前を聞いて、思い当たるふしがあった。

「あ……あなたは……」

　見上げてくるリゼットに、少女が小さな手を差し出す。

　そして、

「居場所が無いなら、一緒に来るといい……僕らは誰も拒まない……たとえそれが……『王の因子』を持つ人でも」

　地獄の底から響くような冷たい声で、そう言った。

「『招かれざる者達』の……冥めい王おう……！」












　リゼットの言葉に小さく頷うなずいて、少女──冥めい王おうは告げる。




「外郭アウトサイドへようこそ……歓迎するよ……覇王と、その従者達」





　　　　◆◆◆






　──この夢を見たのは、もう何度目になるだろう。

　右腕の無い少年との、別れの記憶だ。

　頭の上に置かれた温かい手。

　この夢に何の意味があるのか。

　過去の記憶の再現なのか。

　夢の中にいる将まさ人とにはそれすらもわからない。

　ただ悲しい別れの繰り返しの後、涙と共に目覚めるだけだ。

　少年は言う。

『君やりんごが、笑ったまま生きていけるような世界を作る』、と。

　いつも夢はここで終わるのに、何な故ぜか今回は終わらなかった。

　頭から少年の手が離れた瞬間、将人は急に、目の前の少年が誰なのか思い出せなくなってしまう。

　少年がそのまま路地裏から飛び出す後ろ姿が見える。

　将人は彼が誰なのか忘れてしまったのに、何故かその背中をふらふらと追いかけた。

　追いかけなくちゃいけない気がしたのだ。

　路地裏から飛び出した少年は、噴水広場のような場所でライトを当てられて、たくさんの大人に囲まれていた。

　将人は駆け寄ることができずに、その場に佇たたずむ。

　大人達が少年に銃を向ける。

　少年がまばゆい光の中で将人に振り返る。

『りんごのことを頼んだよ……マサト』

　名前も顔も知らない少年は、微笑ほほえみながらそう言った。

　銃声が轟とどろいて、目の前が真っ白になる。

　銃弾に晒さらされる少年と、彼の右腕が異形と化して大人達に襲いかかる光景を眺めながら、将人の意識は闇やみに落ちていく。

　この夢が何を意味するのか、将人はいつも夢の中で自問する。

　目が覚めるといつも忘れてしまうから。

　あの少年は誰だ？　りんごを知っていて、将人のことも知っている。

　光の中に見えた彼の顔を必死に思い出そうとするうちに、夢の世界は白んでいった。





　　　　◆◆◆






　外郭アウトサイドの『招かれざる者達』は、他の主要組織の中で最も巨大だ。

　巨大と言っても、組織として力を持っているわけではない。彼らは世間から爪つま弾はじきにされた者や、因子フアクターが暴走した者、未覚醒者などの、いわゆる弱者の寄せ集めだ。

　雑伎団サーカスやローグカンパニー、革命軍のような明確な活動内容は存在せず、ただ身を寄せ合って外郭アウトサイドで生きているだけに過ぎない。

　最低限の寝床と、最低限の食料があればそれでいい。

　争いの無い、静かな暮らしができればそれでいい。

　ただし、もしも同胞を傷つける者がいれば──全力をもって報復する。

　それが招かれざる者達の信条だった。

「……う……うぅん……？」

　やたらと埃ほこりっぽくて湿った空気を吸い込みながら、将まさ人とは目を覚ました。

　最初に目に入ったのは、天井からぶら下がっている裸電球だ。

　チカチカと明滅を繰り返していて、非常に目に悪い。

　将人は不快そうに目をこすりながら身体からだを起こす。

　なんだかまた夢を見ていた気がする。だが思い出そうとするよりも先に、周りを見回して目が点になった。

「…………どこだ、ここ」

　なんだか、すごく小汚いところにいた。

　自分はどうやら布団に寝かされているらしいのだが、この場所は部屋というよりはテントだ。それもぼろ布でできた継ぎはぎだらけのテント。

　自分の布団以外に、三つの空の布団が並んでいる。それ以外にあるものは、小さな段ボールの箱だけだった。

　わけがわからず、将人は今までのことを思い出そうと眉み間けんを指で押した。

　そうして、だんだんと思い出してくる。

　副生徒会長との戦いや、クレスとの共闘。

　そして──魔王との邂かい逅こう。

「そうだ……俺は！」

　戦いで重傷を負って、外郭アウトサイドへ逃げる途中でまた意識を失ったのだ。

　微かすかに覚えている。アイリは将人の家族が魔王に攫さらわれたと言っていた。

　こうしてはいられない。

　将まさ人とは立ち上がろうと足に力を入れようとしたが、失敗した。

　すてんと尻しり餅もちをついてしまう。足が痺しびれたように言うことを聞かない。

「くっそ！　なんだよこんなときに！」

　自分の足をペシペシと引っぱたいてみるが、どうやら鈍なまっているらしく上う手まく動いてくれなかった。

　将人が悪戦苦闘していると、テントのカーテンがはらりと動いた。

　そしてそこから、ぼろ布のローブを身に着けた金髪の少女、アイリが姿を現した。

「…………」

　アイリは目を覚ました将人を見るや否や、手に持っていた紙袋を地面に落とした。

「……お、おはよう、アイリ」

「…………桐き生りゆう？」

　なんとなく朝の挨あい拶さつをすると、アイリはぽかんとしながら見つめてきた。

　だが次第に口をへの字にして、眉み間けんに皺しわを寄せていく。

　さらには目元に涙をため始め、すたすたと将人のそばにやってくる。

「お、おい？　何泣いて──」

「このバカ──ッ！」

　ビターン！

　とてもいいビンタの音色がテントの中に響いた。

　いきなり何をするんだ！　と将人が怒鳴ろうとした直後、アイリが胸に飛び込んでくる。

「ちょっ……え？　な、何この状況？　え？」

　どうすることもできずに将人がオロオロとしていると、怒っているのか泣いているのか微妙な顔で、アイリが見上げてくる。

「あんたいつまで寝てるつもりだったのよ!?　気を失ってからどれだけ時間が経たったと思ってんの!?」

「……俺、そんなに長い間寝てたの？」

「一か月よ、一か月！　内郭インサイドを離れてもう一月も眠りっぱなしだったの！」

　どんどんと胸を叩たたかれて、将人はようやく現状を理解した。

　出血多量で気を失ってから、一か月も眠っていた？

　あれから一か月……その間、家族は魔王に捕えられたままだというのか？

　呆ほうけていた頭が冴さえてきた頃、再び入口のカーテンが揺れた。

「もう、食料の袋をほっぽって何を騒いでいるのです……か……」

　リゼットだった。

　リゼットはアイリが落とした紙袋を拾い上げようとした姿勢のまま、目を覚ました将人を見つめている。

　将まさ人とはアイリにしたのと同じように挨あい拶さつをしようとしたが、それよりも早くリゼットがジャンピングチョップを脳天に叩たたき込こんできた。

「いて──ッ！　お前らなんで病み上がりの俺にそんな暴力的なの!?」

　将人がツッコミを入れると同時に、リゼットは将人のほっぺたをペタペタと触り、肩や胴、足にまでも触ってくる。

　そして、真剣な表情で再び頰ほおに触れると……ふにゃっと涙目になって、ぺたんと地面に座り込んだ。

「よかった……ほ、本当に……将人さんです……これはどうしようもなく、救いようがないくらいに将人さんです……」

「お、俺以外の可能性があったってことか……何それ怖い……！　つか救いようがないくらいってどういう意味だコラっ」

　またもやツッコミを入れると、リゼットはほっぺたに空気を含んで、瞳ひとみに涙をためたまま将人を睨にらんだ。

「将人さんはずっと寝ていたからいいかもしれませんが、我々がどれだけ心配したのか理解できませんか!?　自分がどれほど危険な状態だったのかも知らないんでしょうに！」

「……あぁ、そ、そりゃそうか……一か月も寝てたんだもんな……ごめん」

「謝っても許しません……寝言でむにゃむにゃとか言ってたのに起きないんですもん」












　ぷすんと空気を吐きながら、リゼットがいじけたようにそっぽを向いてしまう。

　アイリも安あん堵どしたのか、足を投げ出してテントの中で脱力していた。

　二人には申し訳ないと思ったが、ひとまず状況がどうなっているのかを聞き出そうとした、その時。

　またもやテントの入り口に、

「立たち花ばなアイリ～……ご飯はまだなのか～……クレスはおなかがぺこぺこだぞ～」

「「「…………」」」

「って、おぉっ、なんだぁ、あるではないかご飯っ！　うふひ～あるならあると言ってくれればいいのに～もぉ～」

　将まさ人とに気づきもせずに、鎧よろいを着た少女、クレスが紙袋からしなびた梨なしを取り出してかぶりつく。

　しゃりしゃりと咀そ嚼しやくしながら、幸せそうな顔をクレスが三人に向ける。

　……ぽとっと、クレスは梨を落とした。

「……ごくん」

「「「…………」」」

「…………お、おはよう、覇王」

　こいつは相変わらずだなと思いながら、将人は目を細めるのだった。







　二〇分後。

　再会の余韻もそこそこに、将人はテントの外で食事をしながら今までの経緯を三人から聞き出していた。

「冥めい王おう？」

　ブルーシートの上に座り、段ボール箱の上で梨の皮をナイフで剝むきながら、将人はリゼットの話を聞いて眉まゆ根ねを寄せた。

「はい。心肺停止に陥った将人さんを助けたのは、招かれざる者達の統率者、冥王です」

「なら、ここは本当に招かれざる者達の居住区なんだな……」

　本当に外郭アウトサイドにきてしまったのだなと、将人は改めて実感した。

　現在将人がいるのは、招かれざる者達の本拠地、『フリークス・パラダイス』と呼ばれる下水道が通るトンネルだった。

　下水道と言っても汚水を浄水後に海へ流す場所なので、さほど臭においは気にならない。薄暗くじめじめした場所だが、ほどよく広く、中央を流れる下水に沿うように居住者達のテントがずらっと並んでいる。

　だがやはり衛生的とは言えず、道の端にはネズミが走っているのが見えたり、居住者の身なりも酷ひどく薄汚れていた。

　それでも、この場所で暮らしている人々は皆穏やかそうだ。ネズミを捕まえようと駆けずり回る子供達や、鍋なべを囲む大人達、ありあわせで作ったであろう盤でチェスに興じる老人達などで溢あふれている。

　ここにいる人々は皆、未覚醒者や因子フアクターの力が弱い者……そして因子フアクターが暴走してしまった者達なのだろう。現に、居住者の中に常人ではありえない姿形をした人間を何人か見た。

　しかし、冥めい王おうの支配下というわりには、思っていたよりも明るい場所だ。

　もちろんこれは将まさ人との勝手なイメージだが。

「なんだって冥王が俺を助けたんだ？　つか、俺が外郭アウトサイドに来た直後に現れたっていうなら……内郭インサイドで起こっていたことを全すべて把握していたのか」

「そうなるわね。目的はわからないわ。あたし達が会いに行っても、従者が会わせてくれないのよ……」

　アイリの言葉を聞きつつ、将人は目を細めた。

　冥王の目的が何であれ、助けてくれたのは事実だ。こうして住居も用意してくれている以上、敵対的ではないということなのだろう。

　少なくとも、今のところは。

「話は変わるけど……アイリとリゼットの因子フアクターが奪われたっていうのは、本当なのか？」

　聞かずとも、自分の因子フアクターを確認すればわかることだったが、本人の口から聞きたかった。

　アイリとリゼットは顔に陰を落として頷うなずいた。

「迂う闊かつでした……敵の一人を片づけた直後に奇襲を受け、為なす術すべもなく……」

「おかげであたしらは未覚醒者も同然よ。説明書は開けるには開けるけど、パラメーターは全部×。デバイスも具現化できない状態よ」

　沈んでいる二人に、かけてやる言葉が見つからない。

　因子フアクターに依存していたわけではないが、突然未覚醒者になってしまえば誰だって不安になるのは当たり前だ。

「……やっぱり、魔王……岳たけ汐しおサナギに因子フアクターを奪われたのか？」

　魔王因子サタニツク・フアクターの力がどういうものなのかはまだはっきりとしないが、アカネの奴隷化が突然解除された時、彼女の因子フアクターが消失したのを感じた。

　あれはサナギが黒い右手でアカネの因子フアクターを吸い取ったに違いないと、将人は推測する。

　しかし、アイリとリゼットは首を傾かしげていた。

「岳汐サナギ……？　それって、因子軍ギアフアクターズから派遣されてきた保健医よね？」

「私が見たのは男でした」

「男？」

　将人は怪け訝げんそうに眉まゆ根ねを寄せた。

　サナギはどう見ても女だ。声だけなら男に聞こえなくもないが、見た目はどう見ても女性的である。彼女を男だと見間違えるようなことは無いはずだった。

「きちんと顔も覚えていますよ。間違いありません。彼は生徒会長である、御み堂どう光みつ秀ひででした」

「──なっ」

　御堂光秀という名前を聞いて、将まさ人とは驚きよう愕がくした。

　将人も最初は光秀が魔王だと予想していたが、実際にはサナギであり、予想は外れていたはずだった。

　しかし、リゼットは最後に見た襲撃者を光秀だと言う。

　この食い違いが何を意味するのか。

「……二人が因子フアクターを奪われた時に見たのは、黒い右腕だよな？」

「はい。間違いありません。彼は私の頭を右手で摑つかみ、私から因子フアクターを奪いました」

「俺が見た魔王は岳たけ汐しおサナギだ。奴は俺の目の前で、黒い右手で副生徒会長から因子フアクターを奪った」

「そんな馬鹿な……あれは確かに」

「クレスも見ていたはずだぜ？　そうだよな？」

　将人がクレスの方を向くと、

　──クレスは梨なしに夢中だった。

　両隣に座っているアイリとリゼットが、クレスの頭をスパンと引っぱたく。

「いたーい！　いきなり叩たたかないでほしいのだ！」

「あんた話聞いてたの？　てかさてかさ～、桐き生りゆうが寝ている間に散々魔王の話したわよねぇ？　あたしらが御堂光秀が魔王だって話してた時になんでうんうん頷うなずいてたわけ？」

「な、名前だけ聞いても誰だかわからなかったのだ！　光秀って誰だ？　サナギ？　クレスは知らないぞっ」

「……ダメですね。頭のネジが緩すぎます。あなたは御堂光秀にも、岳汐サナギにも会っているのですよ？　どんな記憶力をしているんですか、まったく……」

　二人から責められて、クレスはしゅんとしてしまう。

　しゅんとしながらも、しっかりと梨をもぐもぐしていた。

　将人は苦笑しつつも、状況を整理する。

　アイリとリゼットの証言を信じるならば、魔王は二人いることになってしまう。

　そんなことはたぶん、おそらくありえない。サナギと光秀のどっちが魔王かは判然としないが、片方が何らかの別の因子フアクターである可能性が高かった。

「……事情はどうあれ、とにかく魔王と接触しないと。お前達二人の因子フアクターにしろ、俺の家族にしろ……奪われたもんは奪い返す！」

　拳こぶしを握り、将まさ人とは鋭く目を細める。

　家族を人質にとられたという事実が、将人の焦燥感を搔かきたてる。

　将人は焦りを抑え込むために、アイリが調達してきた梨なしにかぶりついた。

　口の中で咀そ嚼しやくした瞬間、なんとも言えない味が襲ってくる。

「…………うっ」

　なんだこれは……渋すぎる。

　外見も萎しなびていてお世辞にも美お味いしそうには見えなかったが、味は想像を絶していた。

　甘いのか苦いのかすらわからないほどに舌がピリピリする。

　たまらず口元を押さえて、何食わぬ顔で渋すぎる梨を咀嚼する三人を見た。

「まあ、内郭インサイドで育ったんだしその反応は当然よね。あたしも内郭インサイドの食事に舌が慣れちゃってたから、戻ってきたばっかりの頃は辛つらかったわ。三日で外郭アウトサイドの味覚が戻ったけど」

　すまし顔で梨を食べているアイリが、ふんと鼻を鳴らす。

「こんな味ですが、外郭アウトサイドでフルーツは貴重なのですよ。この梨一つのために人死にが出るような世界ですから……辛いでしょうがありがたくいただいてください。栄養価も普通の梨と変わりません」

　リゼットも美味しそうにとは言い難がたいが、ゆっくりと嚙かみ締しめて食べている。

「うまうま……うまうま……」

　クレスに至っては芯しんまで食べていた。

　将人は囓かじりかけの梨を握り締めながら、喉のどを鳴らす。

　アイリやリゼット、クレスがどんな生活をしてきたのか想像することしかできなかったが、今将人は彼女らの故郷である外郭アウトサイドにいる。

　この梨は、ここでの生活の過酷さを物語っているようだった。

　将人は気を引き締めて、梨にかぶりついた。そして激しく咀嚼しながら、すぐには吞のみ込こまずにしっかりと味わい、クレスと同じように芯もかみ砕いてから喉に流し込んだ。

「んぐ……っ、慣れれば、どうってことない味だな。む、むしろ癖になりそうだぜ」

「強がっちゃって、誰が食ったって不ま味ずいわよこんなの」

　アイリが苦笑しながら、でもどことなく嬉うれしそうに言う。

　何な故ぜかクレスは「!?」みたいな顔をしていたが、将人はアイリの気遣いを嬉しく思った。

「……ひとまず安全は確保できていますが、これからどうしますか？　私と道化ピエロさんの戦闘力はほぼゼロです。因子フアクター持ちのクレスさんも戦闘向きではありませんし、このまま魔王に挑むのは無謀かと……」

　リゼットが今後の方針を決める話を始めたので、将人は胸の前で腕を組んだ。

　サナギが将人の家族を人質にとる理由は、将人をおびき出すためだろう。

（もしくはこちら側の動きを封じるため、か。確証は無いけど、人質にとった以上はすぐに命を奪ったりはしないはずだ……）

　とは言っても、二人がどんな扱いをされるかわからない。

　急がなければならない事実は変わらなかった。

　しかしわからないと言えばわからない。魔王ほどの力があれば、こちらをおびき出す必要など無いのではないか？

　ノアが介入してきたことで有う耶や無む耶やになってしまったが、その前に魔王の手下は桐き生りゆう家を襲っていた。本当は家族ではなくノアが目的で、ノアが将まさ人との救出に出向いたため、次善の策として家族を人質に取ったのか？

　妙に引っかかるが、いずれにせよ家族を救出するのだから、考えても仕方がないと将人は気持ちを切り替えた。

「まずは冥めい王おうと話してみようと思う。俺を助けたのはそれなりに理由があってのことだと思うし、礼くらいは言っておきたいからな……そういえば、ノアはどうした？」

　将人が尋ねると、アイリが肩をすくめた。

「さあ？　こっちにきてからずっと一人でぶらぶらしてるわよ。冥王から下水道の外に出ることは禁じられているから、地下のどこかにいるんじゃない？」

　そばにいないことは鎖で繫つながっているのですぐにわかったが、冥王の言いつけを守って地下から出ていないことが驚きだった。

（正直、戦いの面で頼れるのはノアだけだ……冥王に会った後に探し出して、少し話をしないとな……）

　因子軍ギアフアクターズからノアを送り込まれ、死闘を繰り広げた後、将人はノアと一度も言葉を交わしていない。

　何を思い、何を感じているのか、それだけでも聞く必要があった。

　ノアとの関係の改善を目指さなければ、将人に希望は無いも同然だった。







　食事を終えた後、将人は冥王がいるという大空洞へとやってきていた。

　冥王に会いたいと、将人が直々に頼み込むと、奇形の従者達は何も言わずに案内してくれた。ただしアイリ達は会うことを許されず、将人だけである。

　今は使われていない地下貯水槽があった場所で、半径50メートルほどの円形の空間だ。使われていないはずなのに、天井から小さな滝のような水の柱が５本ほど垂れている。

　落ちてきた水は足元にたまり、排水溝のような場所へと流れていく。

　通された将人は、水浸しのだだっ広い空間の中央に、場違いかつ古めかしい天てん蓋がい付きのベッドが置かれているのを確認した。

　あそこに冥王がいるのだろう。

　明かりはいくつかの背の高い燭しよく台だいに刺さった蠟ろう燭そくの火だけだ。

　ここは冥めい王おうの間と呼ばれる、アーガスシティ外郭アウトサイド北部の、最深部に位置する場所だ。

　不気味というより、この場所そのものが儀式めいた雰囲気を醸し出している。

　将まさ人とは膝ひざまで水没している大空洞の中をざぶざぶと歩き、ベッドの近くまでやってきた。

　こちらの気配を察したのか、閉められたカーテンの向こうから衣きぬ擦ずれの音がする。

「……開けていいよ。入ってきて」

　か細い声でそう言われて、将人は勢いよくベッドのカーテンを開け放った。

　そこには、冥王がいた。

　歳としは将人より少し下くらいの、中学生くらいの少女だ。

　白髪で肌が白い、細身の少女だ。

　そして何な故ぜか全裸だった。

「…………」

「…………」

　全裸だった。

「……なんで、裸、なのです？」

　動揺して敬語になってしまう。

　冥王は身体からだを隠しもせず、バスタオルで頭を拭ふいているだけだ。

　両手は頭の上にあるので、胸から何から全部見えてしまっている。

　それなのに、彼女は眠たそうな目で将人を見ていた。

「水浴び中だったんだ……君がやってくると聞いて……今……バスタオルで身体を拭いている」

「それは見ればわかるけども！　ああっ、いやっ、そうじゃなくて、服着てくれっ」

　将人は顔を真っ赤にして、頭をガシガシと搔かいた。

「？　こんな凹凸のない貧弱な身体を見て……君は欲情するのかい……？」

　小首を傾かしげながら、冥王が両手を広げて、ベッドの上でくるりと回る。

　小ぶりなおしりと小さな胸が少しだけ弾はずむのを見て、将人は両手で目を覆った。

（俺からしたら初対面なのになんでこんなに無防備なんだ!?　これも冥王の貫かん禄ろくというものなのか!?　というかずいぶん若いな……冥王っていうくらいだから、勝手に老人をイメージしてたが……）

「目を開けてよ……もう服を着たから……」

　考えていると声をかけられたので指の隙すき間まからチラリと冥王を見る。

　服、というか黒いフードつきのローブのような衣装を着ていた。

　でも前がはだけっぱなしなのでいろいろ見えてしまっているままだ。

　冥王はベッドの上で足を投げ出して、ちょいちょいと手招きをした。

「こっちへおいで……ベッドに上がりなよ……そこは水が冷たい」

「い、いや……ここでいい。話をしに来ただけだから」

　なんだか誘惑されて、それを断っているような雰囲気だが、冥めい王おうにそんな気は無いだろう。表情を見ればわかる。

　将まさ人とは気を引き締めて、冥王と向き合った。

「あんたが冥王なんだよな……この前は俺を──」

「イリス。できればそう呼んでほしいな……冥王を自称した覚えは無いし、僕の名前はイリスだから」

　名前を呼ぶことを許されて将人はきょとんとしたが、気を許すわけにはいかない。

　相手は本人がどう思っていようと、外郭アウトサイドの『王』の一人なのだから。

「イリス……まずはお礼を言わせてくれ。助けてくれてありがとう」

「心肺停止から蘇そ生せいさせただけさ……まあ、あのまま放置していれば死んでいたけれどね」

「どうして覇王である俺を助けてくれたんだ？」

　率直な問いに、イリスはベッドの上で俯うつぶせになって、足をパタパタさせながら目を細めた。

「招かれざる者達の信条は、誰も拒まない……だよ。外郭アウトサイドで迷える弱者は、どんな人間でも受け入れることにしてるの……たとえそれが覇王でも」

「……何な故ぜ俺が覇王だってわかったんだ。ずっと俺をつけていたのか？」

「ローグと雑伎団サーカスが騒がしかったからね、さすがに気づくよ……争いの火種になりえる君を僕達が監視していても、不思議じゃないさ」

　争いの火種と言われて、将人は拳こぶしを握った。

「僕らは自分達の領域が侵されることを最も恐れている……新たな王の出現はフリークス・パラダイスにとっても不安要素でしかない……できれば、これ以上は増えないでほしいな」

「……やっぱりわからない。だったらどうして俺を蘇生させた？　王が減るのは喜ばしいことだろう？」

「……言ったよね、僕らは誰も拒まない。誰でも救う。誰でも受け入れる。君達は弱り、そして助けを欲していた……だから助けてあげただけ」

　招かれざる者達の掟おきてを口にして、イリスはそれ以上理由を話さなかった。

　招かれざる者達の信条、掟……将人には理解できないが、それがここの習わしだというのならとやかく言うつもりはなかった。

　将人はひとまず助けてくれた動機は保留にしておくとして、一番聞きたいことを尋ねた。

「あんたは俺の敵か？」

「それ、どういう意味」

「俺から何かを奪うつもりなら、あんたは俺の敵だ。そうじゃないなら、別にどうもしない」

「……奪うつもりはないよ……ただ、守ってあげているだけさ」

　妙な言い回しだったが、敵意が無いという解釈をして、将まさ人とは険しい表情を崩した。

「助けてくれた見返りは何も用意できねぇけど、感謝だけはしてる。俺と、俺のど……仲間を助けてくれてありがとう」

「それはもう聞いたよ……礼を言われるようなことじゃない……僕は掟おきて通りのことをしたまで」

　けだるそうに言うイリスに、一度だけ頭を下げて、将人は踵きびすを返した。

「……どこへ行くつもり？」

「魔王を探しに行く。家族が人質に取られているんだ。助けに行かないと」

「やめておいたほうがいい……今の君じゃ、魔王には勝てない。この一か月で、外の状況がどうなっているか……教えてあげる」

　将人は足を止めて、イリスともう一度向き合った。

　イリスは足をパタパタさせながら、外郭アウトサイドの情勢について教えてくれた。

「君と魔王が学園で相対してから、魔王は学園に集まった因子軍ギアフアクターズを切り抜けて、外郭アウトサイドへやってきたの……それから一か月で、ローグカンパニーを壊滅させた」

「ローグカンパニーを……!?」

「ほとんどの構成員や処刑人が因子フアクターを奪われてしまったの。魔王因子サタニツク・フアクターは、他者の因子フアクターを強奪して我が物にするらしい。奪った因子フアクターは自分で扱うことも、他者に与えることもできるとか」

「…………」

「魔王はローグの縄張りを占領後、急激に外郭アウトサイドで勢力を伸ばそうとしてきた。雑伎団サーカスも革命軍も、今は膠こう着ちやく状態。魔王軍に手が出せないでいる」

　学園での戦いからわずか一か月で、魔王……岳たけ汐しおサナギは勢力を拡大していた。

　学園の生徒から因子フアクターを奪うことで力をつけて外郭アウトサイドに挑んだのだろう。

　因子フアクターを奪い、奪った因子フアクターを他者へ与える能力……この力がどれほど危険かは想像するに難くない。

　力を持つべき者と持たざるべき者を、魔王個人が選べてしまう。因子保持者から因子フアクターを奪い、未覚醒者に与えるもよし。優秀な因子フアクターを持つ保持者から因子フアクターを奪い、返してほしければ言うことを聞けと脅すこともできる。

　他者をひれ伏させるという面において、魔王因子サタニツク・フアクターは最強だった。

　因子フアクターを奪われることを恐れて、誰も相手にしたいとは思わないはずだ。

「忠告ありがとう。でも、行かなくちゃならないんだ。イリスだって、自分の……同胞が敵に攫さらわれたら助けに行くだろう？」

「……もちろん……救出して、攫った連中に倍返しをするね……」

「俺も同じだ。魔王は俺から家族を奪った。だから──あいつから何もかも奪ってやる」

　奥歯を嚙かみしめて、将まさ人とは拳こぶしを握った。

　引き留めはしないだろうと思ったが、次の瞬間、




「それはダメ」




　──イリスの一言で、将人の身体からだからがくんと力が抜けた。

「……な……ん……だ？」

　その場で尻しり餅もちをついて、将人は啞あ然ぜんとする。

　心臓が締め付けられるような感覚と共に力が抜けたのだ。

　将人が左胸を摩さすりながら胸元に視線を落とすと、そこには紫色の光が宿っていた。

　背後から、水の上を歩く音が近づいてくる。

「フリークス・パラダイスの外へ出ることは許さないよ……」

「……っ……！」

「話を聞いていなかったのかい？　魔王はもはや外郭アウトサイドでは一大勢力になりつつあるんだ。そんな奴に手を出せば、君の命は無い」

「……俺に、何をした……!?」

「僕の『冥王因子ハデス・フアクター』は、死んだ人間や生物を自由自在にできる……君にしたように蘇そ生せいさせたり、操ったり、純粋なエネルギーに変換したり、食べ物として最適な形にしたり……君は一度死んで、僕に蘇生させられた。だから君の身体の主導権は僕にある。もっとも、君は完全に死んでいたわけではないから……自由にできるのは心臓だけだけどね」

　仰あお向むけに倒れたままでいる将人のそばにやってきて、イリスは上から見下ろしていた。

　血の気が引く。

　イリスの視線は、人を見る目ではなかった。

　まるで人形でも眺めているかのように気持ちがこもっておらず、冷たい。

　アイリが言っていた。『王の因子』に目覚めた者はイカれていると。

　将人は身をもってそれを知った。

　この少女はどこか壊れている。

「……奪わないんじゃなかったのかよ……」

「奪う？……違う……僕は君と、フリークス・パラダイスを守っているだけ……」

「俺が言えた義理じゃないけど、こんな風に無理やり自由を奪っておいて説得力ねぇよ……命を救ってくれたことには礼を言ったけど、あんたの仲間になったつもりはないぞ……！」

「一度救ったのだから、君はもう僕の同胞だ……むざむざ死なせるわけにはいかないし、君が王であるのなら、火種は火種。侵略の王である君は、外郭アウトサイドをさらに混乱させる」

　イリスが膝ひざを曲げて、将まさ人との顔を覗のぞき込こむ。

　そして、水の中に手を入れて、将人の頭を優しく撫なでた。

「悪いことは言わない……ここで僕達と一緒に暮らした方がいい……僕の力があれば食べ物には困らないし、生きるのに不自由しない程度の住居もある……」

「……っ……」

「君がここに残るのなら、もう二度と身体からだの自由を奪ったりしない……これは君と同胞達のためなんだ」

　頭を撫でるイリスの手は、水よりも冷たかった。







　冥めい王おうイリスとの邂かい逅こうを終えた将人は、一度みんなのところに戻ることにした。

　イリスは保護という名目で将人達を囲ってはいるが、実際は隔離されているようなものだった。

　別にイリスの人格や考え方、招かれざる者達の掟おきてを侮辱するつもりはない。覇王という火種を本気で無くすつもりなら、蘇そ生せいなどさせずにさっさと殺した方が効率がいいし、本気で将人を操るつもりなら、完全に死亡してから蘇生させたはずだ。

　だから、感謝はしている。

　でも彼女に従うことはできない。

　覇王だからとか、プライドだとか、そんなものが理由じゃない。

　家族を見捨てて自分だけのうのうとここで暮らすなんてこと、将人に納得できるわけがなかった。

　将人はひとまずノアを探すことにした。

　彼女は危険だが、今の将人にとっては唯一の戦力と言っていい。クレスの勇者因子ブレイブ・フアクターは魔王を探し出すのには有効だが、戦闘向けとは言い難がたいのだ。

（ノアは……結構遠いな。でも下水道から外へは出てないみたいだ）

　話ではフリークス・パラダイスはほぼ外郭アウトサイドの地下全域に広がっているらしい。汚水の流れる区画に人はいないが、範囲だけ見れば外郭アウトサイドの組織で最大規模だということも頷うなずける。

　将人はノアの反応を追って下水道を探索した。

　フリークス・パラダイスにはそこかしこに人が住んでいる。

　老人と子供が多い。弱者を無条件で受け入れているというのは、どうやら本当のことらしい。皆穏やかに笑いあったりして、普通に暮らしていた。

　食べ物を奪い合ったりもしていない。丁度昼食時だったためか、子供たちが口にしている食料に目が行った。

　焼きたてのように艶つやのある、柔らかそうなパン。火にかけたフライパンの上で香ばしい匂においを発するベーコンエッグ。

　食料不足で貧窮しているはずの外郭アウトサイドにおいて、それらの食材は不自然に思えた。

「あ、将まさ人とさん」

　そこで、偶然リゼットと鉢合わせた。

　リゼットは紙袋を手に持ち、将人にテコテコと駆け寄ってきた。

「……どうでしたか？　冥めい王おうには会えましたか？」

「ああ。でもどうやら、外には出してもらえないみたいだ。ここにいる他の人達と同じように、招かれざる者達の一員としてフリークス・パラダイスで暮らせ、だとさ」

「やはりそうですか……招かれざる者達は争いは好みませんが、統率力と規模は外郭アウトサイド一です。戦いになれば冥王の護衛軍を相手にすることになりますので、魔王も安易に手が出せないのでしょう」

　神妙な顔つきでリゼットは顎あごに手を当てていたが、すぐに申し訳なさそうな顔をして、わずかにうつむいた。

「将人さん。私もいつまでもここに残るつもりはありませんが、今後は慎重にいきましょう。今の我々は……戦力が半減していますし……その……私は、ボディーガードとしてお役に立てそうにありません」

「リゼット、そんなこと言うな。お前は俺を救うために精一杯やってくれたじゃねぇか」

「……いえ。私は結局何もできませんでした。その上、戦えないのであれば……どうしたらいいのかわかりません……」

　リゼットの気持ちを察すると、将人はそれ以上何も言えなかった。

　きっとアイリも同じ気持ちだろう。因子フアクターの力で外郭アウトサイドを生き抜いてきた二人にとって、今の状況は不安以外のなんでもないはずだ。今まで未覚醒者だった将人とは違うのだ。

「自分がこんなにも因子フアクターに依存しているとは、思ってもみませんでした。私は、因子フアクターなしでいることが恐ろしいです」

「俺はわりと能天気だったけど、内郭インサイドと外郭アウトサイドじゃわけが違うもんな。でもここにいる限りは心配ないだろう。それにいざとなれば」

「……？」

「俺が命がけで守ってやるよ」

　なーんてな、とおちゃらけようとした将人だったが、目の前でリゼットが瞳ひとみを潤ませて顔を赤くしたのを見て、言葉が詰まってしまった。

　戦闘向けの因子フアクターじゃないくせに馬鹿を言うな、とでも言ってほしかったのだが……。

「ぁ……ぅ……その……ほ、ほんとですか？」

「…………う、うん」

「……ボディーガードを名乗っておきながら……守る側の立場でありながらこんなことを言うのは情けないのですが……」

「…………」

「……ふ、不ふ束つつか者ものですが……よろしくお願いします」

　やたらともじもじしながら、リゼットは真っ赤な顔でそう言った。

　どうして告白したみたいな空気になっているのだろう。

（それだけ精神的にまいってるってことか……？）

　なんともいえない空気になってしまい、将まさ人とはさっさと話をそらすことにした。

　他に少し、気がかりなことがあったのだ。

「……そういえば、朝に食べた梨なしってさ」

　冥めい王おうの言葉を思い出す。

　冥王因子ハデス・フアクターの力で、死体を食料として最適な形にできる、とかなんとか……。

　少し、嫌な予感がしていた。

「ああ、安心してください。あの梨もこの食料も、外側から調達してきてもらったものですから」

「そうか……でもどうやって？」

　安あん堵どしながら、将人がリゼットに問う。

「私達がなかなか食料を口にしようとしなかったので、護衛軍の従者さんの一人が、外へ出向いて食べ物を探してきてくれているんです。冥王と一緒に私達をここへ案内してくれた方なのですが……」

　リゼットがそう言った直後、下水道の奥から、ドス……ドス……というやたらと重苦しい足音が聞こえてきた。

　音の方に目を向けると、身長が３メートル近い巨人がこちらに向かって歩いてくるのが見えた。

　その並外れた外見に一瞬ギョッとしてしまうが、巨人は両肩にはしゃぐ子供達を乗せていた。

　無意識に湧わいてしまった警戒心が解ける。

　子供達が皆笑顔だったからだ。

　巨人は将人の近くまでくると、一度足を止めた。

「め、目がざめだのが……が、がらだの、ぢょうじは、ど、どうだ？」

　野太い声で、巨人が将人を気遣う。

　将人は片手を後頭部に当てながら、小さく会釈をする。

「おかげ様で。俺と仲間を助けてくれたって聞きました……食料も、わざわざ外から仕入れてもらっちゃって、どうもすんません」

　将まさ人とはぺこぺこと頭を下げる。

　巨人は顔の右斜め上と左斜め下についた二つの目を細めて、将人の頭に筋張った大きな手を乗せ、ゆっくりと撫なでた。

「ぎ、ぎにずるな。ゆ、ゆっぐりじでいげ、覇王」

　巨人はそれだけ言って、子供達を引き連れながら去っていく。

　彼はその巨体からは想像できないほど優しい人柄のようだった。

　将人は複雑な表情で、彼の背中を見送る。

「……いいところだよな、ここ」

「ええ。倫理的な問題はありますが、外郭アウトサイドでは最も治安のいい場所でもあります。おそらく、アーガスシティのどんな場所よりもここは安全でしょう」

　イリスがこの場所を守りたいと思うのは当然だと思った。

　魔王の出現で外郭アウトサイドの情勢が揺らいでいる上に、新たな王である将人を野に放ちたくないのもわからない話ではない。

（この場所を守るために……か）

　イリスがフリークス・パラダイス、招かれざる者達の王であるのは間違いなかった。

　弱い立場の者を無条件で救い、家族として迎え入れる。

　置かれた状況は違うし、将人はそんな崇高な精神は持ち合わせていないけれど、気持ちは同じだ。

　将人にだって、守りたいものがたくさんできた。それが王としての自覚に繫つながるとはとても思えなかったが、少なくとも一人の人間として、イリスと同じように譲れないものはある。

　少しだけ、自分がこれからどうすべきかが見えた気がした。

「リゼット、ノアを見なかったか？」

「？　いえ。たまに下水道を歩いているのを見かけますが、声をかけても無視されてしまいます」

「……そうか。覇王因子ヴアンキツシユ・フアクターの力で方角と距離も正確にわかるようになってきたんだけど、ここって迷路みたいだからあんまり意味ないんだ……困ったな」

　どうしようか迷っていると、リゼットが両手の指先をつんつんしながら、チラチラとこちらを見てきた。

「あ、あの、私も一緒に行きましょうか？　この一か月でここにもだいぶ慣れましたし……道に迷わないようについていくくらいなら……！　道化ピエロさんと違って……ほ、他に私にできることはありませんし……」

　少しおどおどしながらも、リゼットは役に立とうと必死だった。

　将まさ人とは嬉うれしく思いながら、快くその申し出を受けた。







　リゼットに案内されながら、将人はフリークス・パラダイスでノアの居場所を探っていた。

　今は移動せずにじっとしているようで、距離と方角は変わっていない。

　ただし下水道は複雑で、リゼットの案内が無ければ……。

　いや、案内があっても全然たどり着けなかった。

　これで三度目の行き止まりである。

「あれ？　お、おかしいですねっ……こんなはずではっ」

　リゼットがあせあせしながら手書きの地図を取り出し、道の端の段差に地図を広げて何度も現在地と目的地を確認していた。

　将人も苦笑しながらリゼットの地図を覗のぞき込こむ。

　地図の出来は、ザ・アバウト、といった感じだった。子供が描いた迷路の絵みたいだ。

　リゼットが沈んだ表情でため息を吐つく。

「……はぁ……私って、本当に何もできませんね……」

「迷ったくらいで落ち込まなくても……だいいち、ここで迷うのは仕方ねぇよ」

「思い知りましたよ……自分がどれほど因子フアクターに依存していたのかを……」

　フォローしようとしても、リゼットは肩を落とすばかり。

「重ね重ね情けないです……今の私には、一人で生きていくことすらできません……」

　リゼットは今にも泣き出しそうだった。

　世界の非情さに順応しつつも凛り々りしかったアウトサイダーの一面は鳴りを潜め、今目の前にいるのは因子フアクターを持たないただの女の子だ。

　落ち込んでいるところで不謹慎かもしれないが、将人はこういうリゼットもありかな、とか、そんなことを思ってしまう。

　小さい肩を沈めて背中を丸めているのを見ていると、男として庇ひ護ご欲をそそられる。

　落ち込んでいる姿が可愛かわいいなんて言えるわけもなく、将人はリゼットの肩に手を置こうとして近づいた。

　その時──バキッ、という音が足元で響いた。

「へ？──ってうぉあッ！」

　足下にあった木の板が割れて、穴に落ちたのだ。

　将人は４メートルほど落下して、穴の下の空間に尻しり餅もちをついた。

「いっててて……なんでこんなところに穴が？」

　上を見れば、マンホールのような穴があった。きっと蓋ふたがなくなって、木の板で塞ふさいでいたのだろう。

　将まさ人とは立ち上がって辺りを見回した。

　そこで、視線の先にあるものを発見して、息を吞のんだ。

　同時に穴からリゼットがあわあわしながら顔を覗のぞかせる。

「将人さん！　大丈夫ですか!?　い、今すぐ助けますから！」

「危ないからやめとけ。大丈夫だよ。それに……今、見つけたから」

「見つけたって……ノアさんですかっ？　私も一緒にっ」

「リゼットまで登れなくなったらまずいし、先に戻ってろよ。何かあったらクレスに連絡するからさ」

　将人がマンホールの穴を見上げてそう言うと、リゼットは不安そうに将人を見つめていた。安心させるように笑ってみせて、将人は先に進んだ。

　上の階層よりも湿り気が強い……ここは将人達が通ってきたような居住区として機能している下水道ではないようだ。

　ひどく狭い道を進んで、微かすかな光がある方へ。

　視界が開けると、そこには少しだけ広い空間と、地上から遺棄された廃棄物の山があった。山の頂上には、排水管などのわずかな隙すき間まを縫って、地上からの光が降り注いでいる。

　そこに、ノアは座っていた。

　チェーンソーを瓦が礫れきの山に突き刺し、座ったままノアは目を閉じている。

　どうやら眠っているようだった。

「…………」

　瓦礫の山と、湿った空気。瓦礫の頂に降り注ぐ日の光と、その下で眠る少女。

　幻想的な光景だが、何な故ぜか将人の胸が詰まる。

　荒廃的だけれど美しいその一枚絵が、酷ひどく寂しげに見えたのだ。

　将人はゆっくりと、物音をたてないように瓦礫の山へ近づく。

　そして、廃棄物の一つに足をかけた瞬間──ノアが閉じていた目を開いて、チェーンソーを摑つかんだ。

「…………」

「…………」

　二人は見つめ合ったまま、それ以上微動だにしなかった。

　居住区の人々の声が、遠くの喧けん騒そうのように反響している。

　無音ではないのに、この場所は静寂よりも静かだと感じた。

　先に動いたのはノアだった。

　ノアはチェーンソーから手を放し、片かた膝ひざを立てた元の姿勢に再び戻った。

　だが目を閉じたりはせずに、将まさ人とをじっと見つめたままだ。

　将人は深呼吸をして、それ以上瓦が礫れきの山を登らずに、距離を保ったままノアと対たい峙じする。

「…………どうして、家族を守らずに俺を助けにきた？」

　一番聞きたかったことを質問する。

　別に将人は、家族の守護を放棄して自分を助けにきたことを責めているわけではなかった。

　ただ、純粋にわからなかったのだ。

　ノアは死を望んでいた。

　覇王因子ヴアンキツシユ・フアクターの特性通りならば、将人が死ねば、ノアも死ぬ。だからノアが将人を助けにくる理由は無いはず。むしろそれは望むところだったはずなのだ。

　変わった、ということなのだろうと将人は推測する。

　詩し織おりやりんごと触れ合ううちに、死と戦いを望むノアに微妙な変化が現れ始めていたのは、将人も感じていたことだ。

「……お袋に、俺を助けに行くように言われたんだな？」

「…………」

　ノアは答えない。ただこちらを見つめるだけだ。

「答えてくれ、ノア。もしお前が俺の家族に少しでも愛着があるのなら、力を──」

　将人が言い終える前に、ノアは立ち上がってチェーンソーを摑つかみ、踵きびすを返してしまう。

　慌てて瓦礫を登り、将人は手を伸ばした。

　将人の手がノアの小さな手を摑む。

　予想に反してノアの手はとても温かかった。

「頼むよ……少しでいい、俺と話をしてくれ」

「…………」

「俺を嫌っているのも、憎んでいるのもわかってる。でも、それでも今の俺にはお前の力が必要なんだ。都合がいいのはわかってるし、自分勝手なのも承知の上だ」

「…………」

「……その上で、お前が許してくれるなら……俺と一緒に、家族を……」




「──うるさいんだよ。ムカつくんだよ、お前も、お前の家族も」




　久しぶりに聞いたノアの声は、抑揚のないものだった。

　あきれたような、気だるいような、面倒くさそうな声だった。

　将人は表情をこわばらせたまま、それでもノアの手を放さない。

「何が家族だよ……何が母親だよ……ふざけるな。そんなもの、ボクには理解できない。何も知らないくせに勝手にボクを語るな。馴なれ馴なれしくて気持ちが悪いんだよ」

「……っ、だったらなんで、俺の家族を、お袋のことを黙って面倒を見てくれていたんだ」

「オニーサンがめーれーしたから。ノアはオニーサンの奴隷だから」

「っ、だったらどうして！　命令に背いて、お袋の願いを聞いて俺を助けにきたんだ！」

　感情があふれてしまい、語気が強くなってしまう。

　ノアは将まさ人との手を振り払うと、そのまま瓦が礫れきの山を下りていってしまう。

　将人はそれ以上追いはしなかったが、拳こぶしを握ってノアの背中へ叫ぶ。

「俺はお前のことが知りたい！　お前にだって人の心があるって、俺は信じてる！」

「…………」

「本当に、お袋に対して何の感情も抱いてなかったのか……!?」

　将人の言葉を無視して、ノアが闇やみの中に消えていく。

　将人は山の頂上でうつむく。

「お前はもう、ただの殺人鬼なんかじゃない……そうだろう、ノア」

　確証があるわけではない。

　家族を救うために、自分がそう思いたいだけなのかもしれない。

　でも、ほんのわずかな時間でも、桐き生りゆう家で過ごした時間がノアにとって安らぎであったのだと、将人は信じたかった。






SecondEncounter　俺なりの足搔き方






　自分達のテントに戻ってきた将まさ人とは、意外な光景にぽかんとしていた。

「……ん、ずいぶん遅かったわね、桐き生りゆう」

　テント前の焚たき火びのそばで、アイリが鍋なべの中のスープをおたまで掬すくいながら出迎えてくれた。

　エプロンをしている。

　あのアイリが、エプロンをしている。

　鍋のそばには微み塵じん切ぎりにされたリーキのようなものがあり、やたらと細長いニンジン、肉らしきものも綺き麗れいに切りそろえられている。

　アイリはおたまのスープを鍋に戻して、ふんと鼻を鳴らした。

「ここの食材にしてはまあまあってところかしら……臭においを消すには味みそがいいんだけど……贅ぜい沢たくは言えないわよね」

「ア、アイリ……何してんだ？」

　将人がアイリのそばまで近づく。

　まごうことなき鍋だった。鳥がらのスープだろうか。香ばしい匂いが食欲をそそる。

　アイリは啞あ然ぜんとしている将人にジト目を送る。

「何って見てわかんないの？　料理よ、料理」

「料理!?　お前が!?」

「その反応、すんごいムカつくんですけど……あたしだって外郭アウトサイドで育ったけど、クソみたいな食材を美お味いしく食べるためにいろいろ試行錯誤してきたのよ……雑用とか似え非せ勇者なんかと一緒にしないで」

　腕を組んで、アイリがそっぽを向く。

　将人は素直に感心しながら鍋とアイリを見比べる。

「……あんた信用してないわね？　いいわよ、味見してみなさいよ、ほらっ」

　アイリがお玉でスープを掬って、将人の口に運ぶ。

　将人はスープを一口飲みこんで、目を見開いた。

「う、美う味まい……！　すげぇよアイリ！　うちじゃ料理なんてしてなかったから意外だったけど、俺なんかより全然うまいじゃねぇか！」

「べ、別にあえてしなかったわけじゃないわよ……向こうじゃ桐生か詩し織おりが料理してたし、あたしの出る幕じゃなかっただけっていうか……」

「いや～これだけの腕があれば、お前いい奥さんになるんじゃねぇの」

　何気なく言っただけなのに、アイリの顔が真っ赤に染まる。

「な、ななな、何言ってんのよバカ！　あたしの本業は暗殺者だし、家庭に入るつもりなんてさらさらないんだから！」

「もったいないなそれは～、お前なら因子フアクターがなくてもやっていけると思うぜ。いい人探せば普通の暮らしができるんじゃねえかな～」

「……っ、な、なに言ってんの……バカじゃないの……か、からかうんじゃないわよ……もう」

　アイリが髪を手て櫛ぐしで直しつつ、前髪で顔を隠そうとする。

　将まさ人とは「へぇー」と感心しながら、まじまじと食材と鍋なべを交互に見やる。

「食べたことない味だったけど、出だ汁しは何使ってんだ？」

「さ、さあ？　鳥じゃない？」

「鶏とりがらかぁ、外郭アウトサイドでもこんな上等なもんが食えるんだな」

「上等……？　出汁につかった骨もそこの肉も、たぶんカラスよ」

「…………カラス？」

「海鳥なんて港の連中に乱獲されちゃうし、外郭アウトサイドにいる鳥はカラスくらいのものよ」

「じゃ、じゃあこの野菜は？」

「内郭インサイドで捨てられた残飯でしょ。ゴミ処理業者が闇やみ市いちに廃棄品を横流ししてくれるのよ。バカ高いけどね」

　……道理で朝に食べた梨なしが酷ひどい味だったわけだ。

　遺伝子操作を施して作られる野菜には奇形や味がでたらめになる物も多いと言われている。そういった『とても食べられたものじゃない物』が外郭アウトサイドへ流れてきているのだ。

　ますますアイリに感心する。

　そんな出来損ないの食材を、これだけの味に昇華させられる料理のスキルは並大抵ではない。安い食材で美お味いしく作るという要素は、たぶん主婦にとって最も重要だ。

「やっぱいい奥さんになるだろ、お前」

「…………、もうやめてよ、ほんとにもう……っ」

　本気で照れてしまったアイリが、ついに背を向けてしまう。

　と、その時、テントのカーテンが揺れて、中からのそのそとクレスが出てきた。

「いい匂においがするのだ～……クレスはおなかがすいたのだ～」

　目を糸みたいに細くしながら、鼻を鳴らしてクレスがテントから四よつん這ばいで出てくる。

　鍋のスープを見るなり、クレスは満面の笑みになり、むちゅ～と口をとがらせてスープを啜すすろうとする。

　スパン！　とアイリがクレスの頭を引っぱたいた。

「まだできてないっつーの。ていうかつまみ食いするんじゃないわよ。ただ飯食う暇があったら自分の仕事しなさいよ。テントの補強終わったの？　毎晩風が入り込んで寒いったらなかったんだから」

「いたーい……無む暗やみやたらに叩たたかないでほしいのだ！　クレスの仕事はもう終わったぞっ。隙すき間まも塞ふさいだし、お布団の素材だって集めてきたのだっ」

　涙目になりながら、むすっとしつつ胸を張るクレス。

「テントの補強？　クレス、そんなことできるのか？」

「む。覇王、貴様クレスのことバカにしてるな？　クレスにだって得意なことの一つや二つや三つや四つあるのだぞっ」

　将まさ人とがこれまた意外そうにクレスを見ていると、アイリが肩をすくめた。

「このテントを作ったのも、布を縫い合わせて布団にしたのもコイツよ」

「ほんとに!?　クレスに裁縫の才能が……？」

　えっへん、とクレスがドヤ顔を炸さく裂れつさせる。

「クズ溜ためで育ったからには、使えるゴミを集めるのと、ありあわせで家を作るのは得意中の得意なのだっ。どぉだ覇王、クレスを見直したか？」

「ああ……普通にすごいな、クレス」

「ふっふふーん、もっと誉ほめるがいい、馬やうがいい、頭をナデナデするがいい～」

　将人が言われた通りに頭をナデナデしてやると、クレスが「もっと撫なでるがいいさ」と催促してくる。最初こそ警戒心の強かったクレスだが、慣れ親しむとなんだか小学生の妹ができたような気分になって、ほどよく和む。

　みんな外郭アウトサイドで生きてきただけのことはある。

　因子フアクターを使わなくても、それぞれ生きる術すべを持っていた。

　外郭アウトサイドをまだよく知らない将人にとっては、とても心強かった。

「…………ふぇぇ」

　約一名、テントのそばで膝ひざを抱えて座っているちっこい少女を除いて。

　どんよりとした空気をまとっているのは、リゼットだ。

　何をそんなに落ち込んでいるのか、なんて問う必要もない。

　沈んでいるリゼットを見て、アイリが蔑さげすむような視線を向ける。

「ま、あたしらは因子フアクターが無くてもやれることの一つや二つあるけど～、誰かさんはバカ力以外にな～んの取り柄もないみたいだし？　そのうえ大飯食らいだから養う方はたまったもんじゃないわよね～」

「……う、うぅ」

「料理もだめ～工作もだめ～、その上掃除も食材集めもできないし、ほんとに外郭アウトサイドで生きてきたのか疑いたくなるわね～」

「……う……」

「もっとも？　因子フアクターがあったところであんたにできることなんて高が知れてますけどね～？　ホーッホッホ！」

「……ぐすん」

　アイリの挑発で、リゼットがぐすぐすと泣き出してしまう。

　将まさ人とが慰めようと近づくが、リゼットは放ほうっておいてくれオーラを放っていた。

「どうせどうせ……私は因子フアクターがなければ何もできませんですよーだ……」

「そ、そんなことねぇって……それ言ったら、俺だってただ飯食らいだし、外郭アウトサイドのこと何も知らないんだから……だいたい、今だってお前は立派に俺のボディーガードをしてくれてるぜ？」

「意気揚々と道案内をすると申し出ておいて、逆に将人さんを迷わせる始末ですよ……その上落とし穴にも気づかず、怪け我がをさせそうにもなりました。慰めはやめてください……罵ののしってくれた方がまだ気が楽です……」

「……あれは仕方ねぇって言ったろ？」

「どうせ私はごくつぶしですよ……ニートですよ……働きたいのに能無しすぎて働けないタイプのニートですよーだ」

　ネガティブまっしぐらな感じで、リゼットは鬱うつ状態になっていた。

　将人はあまりのダウナーっぷりに顔をひきつらせたが、リゼットの両肩に手を置いて、真剣に向き合った。

「そんなことねぇ。俺にはお前が必要だぞ？　今までだって、お前がいなきゃ俺は何回死んでたかわからないくらいだからな。この前の戦いだって、アイリを助けるために因子フアクターを使わずに敵を倒したんだろ？　自信持てよ、リゼットは強いんだから」

「…………将人さぁん」

　うるうると瞳ひとみを潤ませるリゼット。

「う、うぅ……私はごくつぶしではありませんか？　ニートじゃありませんか？」

「おう。絶対にそんなことねぇ」

「わ、私も……いい奥さんになれますか？」

「………………………………う、うん。がんばれば、きっとなれるんじゃないかな」

　だいぶ間が空いた上に歯切れが悪かったが、将人はなんとか肯定の返事を絞り出した。

　正直、リゼットは奥さんというより夫の方が向いている気がしたのは秘密である。家庭に入るというよりバリバリ働くタイプだろうし。

　リゼットの顔がパァっと明るくなる。

　将人は妙に疲れてしまった。

「あんた達、そろそろできるわよ。雑用、少しでも役に立ちたいなら近所でお椀わんとか借りてきなさいよ。桐き生りゆうは浄水場で水もらってきて。似え非せ勇者は薪まきになるもの探してくる！」

　お母さんみたいな貫かん禄ろくで、アイリが食事の準備を進める。

　こうしていると、なんだか家族みたいだなと、将まさ人とは思った。

（……家族か）

　りんごと詩し織おりのことが頭に浮かんで、穏やかな心が、また少しだけざわつく。

　食事を終えたら、これからどうするかについて、三人に話すべきことがあった。

　できるかわからないが、将人にはやらなくてはいけないことが見つかったのだ。

（上の状況はまだよくわかんねぇけど、勢力を拡大する魔王に対抗するには……たぶんこの方法しかない）

　拳こぶしを握って、将人は覚悟を決めるのだった。







「「「──連合を作る？」」」

　声をそろえて、女子三人が疑問を口にした。

　将人はスープの入ったお椀わんを手に持ちながら頷うなずいてみせた。

「今、外郭アウトサイドは魔王の勢力拡大に伴って緊張状態が続いてるんだよな？」

「ええ……聞いた話でしかありませんが、ローグはほぼ壊滅。縄張りを魔王に乗っ取られたそうです。雑伎団サーカスの女王は保身に走って自分のシマに引きこもっています。因子軍ギアフアクターズは外郭アウトサイドから内郭インサイドへ入るための門を完全閉鎖し、警備を固めている状態です」

「唯一魔王に抵抗しているのは革命軍かしらね。あいつら、自爆テロとかも普通にやるような連中だから、どんなに無謀な状況でも特攻するのよ。元々デカい組織だったからもっているみたいだけど、因子フアクターを他人に与えることで自軍を増やせる魔王に抵抗するのがやっとってところね」

　因子フアクターを奪って自軍を増やす……魔王因子サタニツク・フアクターで相手の因子フアクターを奪って、再び与えることができるというのであれば、駒こまを増やすのも容易たやすい。

　外郭アウトサイドには未覚醒者や因子フアクターの力の弱い人間が多くいる。今まで迫害され続けてきた彼らが、力を手に入れられるのだから魔王に味方するのは当然だ。

　魔王に味方する理由は、忠誠でもなければ信念でもない。

　欲と恐怖で、魔王は自軍の勢力を拡大している。

　そんな奴に対抗するのなら、覇王である将人が奴隷を増やして対抗するか、もしくは、

「……今残っている外郭アウトサイドの組織は、雑伎団サーカス、革命軍、招かれざる者達だよな」

「ええ、ローグがどうなっているのかはっきりとはわかりませんが、拠点を乗っ取られたのであれば処刑人は散り散りでしょうし……」

「桐生……あんたまさか、連合って……」

　将まさ人とはアイリに頷うなずいて、お椀わんを床に置いた。

「──他の王と連合を組んで、魔王を叩たたくしか方法は無いと思う」

　将人の提案に、リゼットとアイリは身を乗り出して首を横に振った。

　ご飯を食べるのに集中していたクレスが、びくんと肩を震わせる。

「それは推奨できませんっ。不可能ですっ。口で言うのは容易たやすいですが、どの組織も手を組めるようなぬるい連中ではありません！　そんなことが可能だったなら、もうとっくに外郭アウトサイドの情勢は安定していますよっ」

「さすがにそれはいくらなんでも頭の中がお花畑すぎる！　あんたは外郭アウトサイドのことをよく知らないから仕方がないけど、女王も英雄も独善的で話の通じない奴らなのよ？　ぽっと出でろくな力のない今のあんたの話に乗るなんてことはまずありえないし、話を聞いてくれるとも思えないわ！」

　やめろと必死に言ってくる二人の言葉を要約するならば、『外郭アウトサイドを甘く見るな』ということなのだろう。

　将人は目を閉じて、自分の考えが甘いということを重々承知の上で話を続ける。

「でも、他に俺達が魔王に対抗できる手段は無い。それに俺達は今、ここから出ることも許されていないんだ。冥めい王おうを納得させられるだけの材料が欲しい」

「招かれざる者達は争いを望んでいません。詩し織おりさんやりんごさんを救い出すには戦闘は避けられません。私達の目的と冥王の目的は遠いところにあるんです。たとえ万が一連合が結成できるとしても、冥王が許可するわけがないじゃないですかっ」

「俺はそうは思わない。招かれざる者達だって、同胞が傷つけられれば報復するだろう。フリークス・パラダイスを守るためならなんだってするはずだ。魔王がこれ以上勢力を拡大すれば、外郭アウトサイドの全すべてを掌握しようとするはずだ。ここに侵攻してくるのも時間の問題だってことは、冥王……イリスだってわかっているはずなんだ」

「そ、それは、そうでしょうが……」

「他の王だって気持ちは同じはずだ。自分の領土を守るためには力が足りないってことくらいわかってると思うぜ」

　リゼットは乗り出していた身体からだを引っ込めて、顎あごに手を当てて考え込む。

　横にいたアイリは、探るような目つきで将人を睨にらんでいた。

「仮に連合を作るとして、他の王にどう話をつけるつもり？　あんたの《侵略者の鎖ヴアンキツシユ》で奴隷にするの？」

「……向こうから攻撃された場合はそうするつもりだけど、まずは女王と英雄に会って話がしたい。クレスの力があれば、居場所くらいはわかるはずだから」

「……やっぱりお花畑よ、あんたは」

　アイリがあきれたように額に手を当てて天を仰ぐ。

「あたしが一番手っ取り早い方法を教えてあげるわ。あんたがノアを使役して、魔王の首を取るなり人質を解放させるなりすればいいのよ」

「道化ピエロさん……将まさ人とさんがそういうやり方を好まないのはもう知っているでしょう」

「わかってるけど、それ以外にどうすることもできないんだから仕方ないでしょ。あたしらは…………役立たずなんだし」

　プライドの高いアイリであっても、因子フアクターを失った事実は受け止めているようだった。

　将人は彼女達を役立たずだなんて、一度も思ったことはない。今までだって散々助けられてきたし、因子フアクターを失った今でも、そばにいてくれることを心強く思っている。

　本来ならば因子フアクターを失った時点で奴隷ではなくなったのだから、彼のそばに残る理由は無いのだ。

　それでもそばにいてくれることを、彼は心の底から嬉うれしく思う。

　だが、将人はアイリの提案を受け入れるわけにはいかなかった。

「今の関係のままノアを使役するわけにはいかない。俺が制御できたとしても、加減が効かないだろうし、いろんなものを巻き込んじまう可能性だってある。それにあいつにだって……できれば強要するんじゃなくて、自分から望んで動いて欲しい」

「今そんなこと気にしてる場合!?　仮に制御できなかったとしても、他の王と手を組むよりはよっぽど現実的よ！　必死さが足りないのよあんたは！　守りたいものがあるなら……奪い返したいものがあるならノアのことなんて二の次に考えなさいよ！　覇王ってそういうものでしょうが！」

　いろいろなものを失ってきたアイリだからこその重い言葉だった。

　確かにノアを使役すれば戦闘面では敵なしに思える。

　だが、敵の手の内はまだわかっていないし、魔王がどういう形で対応してくるかもわからない。そもそも、人質を取った理由も不ふ明めい瞭りようだ。

　必死じゃないわけではない。家族を取り戻すための最善の方法を取りたいだけだった。

　ノアを暴れさせても、家族を取り戻せるとは思えない。

　こうしてアイリが自分の家族のために声を荒らげて必死になってくれているのはありがたいが、それ故に彼女を安心させてやれるだけの力も覇王としての器量も無い自分のことが情けなかった。

「っ、役立たずなあたしに言えたことじゃないけど、そんな甘っちょろい考えだからあんたは──」

　アイリが立ち上がり、将人を指さしながら怒鳴りつけようとした時、

　──ゴゴゴ……！

　下水道が揺れ動き、奥から地響きのような音が聞こえてきた。

「なんだ!?」

　パラパラと天井の破片が降る中、将まさ人と達は立ち上がる。

　音がしたのはフリークス・パラダイスの入り口の方向。

　建設途中で遺棄された地下鉄のホームがあるところだ。

　住民達が怯おびえきった顔で何事かと騒ぐ中、嫌な予感がした将人は音の方へ走った。







　フリークス・パラダイスの入口は、アーガスシティ外郭アウトサイド北部の地下鉄ホームにしか存在しない。領地内の下水道へ繫つながるマンホールや入り口は全すべて溶接されており、改札に設けられた厚さ３メートルの鉄の扉を３つ越えなければ出入りすることはできない。

　万が一入り口以外の場所からの侵入が確認された場合、侵入者は然しかるべき報復を受けることになる。

　今、その鉄扉の前では冥めい王おうと殺人鬼が対たい峙じしていた。

　チェーンソーを肩に担いだノアと、十数名の従者を従えたイリスが向かい合っている。

　一枚目の扉は十字の斬ざん撃げきにより歪いびつにひしゃげて崩れ落ちており、その近くには冥王の従者達がうめき声を上げながら倒れていた。

　この惨状がノアの《13日の金曜日ハートレス》によってもたらされたのは明らかだ。

　イリスが殺気立つ従者達に下がるように指示して、一歩ノアへ近づいた。

「言ったはずだよ……君達をここから出すわけにはいかないって」

「…………」

「聞かせてほしいな……覇王が目を覚ますまでは大人しかったのに……どうして今になって外に出ようとするの？」

　平へい坦たんな口調で、イリスはノアを問いただす。

　ノアは答えず、チェーンソーのリコイルスターターの紐ひもを勢いよく引っ張った。

　けたたましいエンジン音が地下鉄内を疾走して、その場にいる者全ての恐怖心を煽あおる。住民達は恐れと不安で後ずさり、怯えきった表情でノアから距離を取っていた。

　イリスの背後に控えていた巨人従者が前へ出ようとする。

「冥王ざま……ごごはオレが……」

「下がってて。大丈夫。やるつもりならとっくにやっているはずだよ……あの子はただ威嚇しているだけ……僕らを殺すつもりなんてはなっからない」

　その言葉に、ノアの目元がぴくりと痙けい攣れんする。

　イリスはノアのその反応をしっかりと見ていた。

「ここから出ようと思えばいつでも出られたよね……地下道の天井を破壊すれば、君の力なら簡単に出られる」

「…………」

「そうしなかったのは……ここにいる人々を巻き添えにしたくなかったから。地下道の天井はもろい場所も多い。一か所でもぶち抜けば、連鎖的に崩落が起きかねない。それを懸念して、わざわざ律儀に門から出ようとしている」

「…………」

「殺人鬼なのに優しい子……暴れたのに誰も殺してない。もう一度聞くけど、どうしていまさら外に出ようとするの？……覇王に何か言われた？」

「…………」

「今までここを出ようとしなかったのは……もしかして覇王を守るため？」

　見透かしたようなイリスの態度に、ノアは始終無表情を保っていたが、瞳ひとみから次第に光を消していった。

　そして、顔に陰を落としていく。

「とても繊細でわかりやすい子だね……まるで生まれたての赤ちゃんみたい」

　ノアの瞳に、赤い火が灯ともる。

　獣のように牙きばをむき出しにして、床を蹴けってイリスの前へ躍り出た。

　空中で身体からだを三回転させて、ノアがイリスにチェーンソーを叩たたき込こむ。

　イリスは自分の周辺の何も無い空間から紫色の蛇を出現させて、ノアの一撃を受け止めた。












　激突する二つのリアライズデバイスが火花を散らす。

　住民達が悲鳴を上げる中、ノアはイリスを睨にらみつけ、イリスは冷ややかにノアを見つめた。

「ほら……本気なように見えて手加減してる。君の力なら、僕を叩たたき斬きることなんて簡単なのに」

「……うるっさい……！」

「怯おびえることなんてない……大丈夫……僕は君に殺されたりしないよ」

「──気色悪いんだよォ！　お前らァアッ！」

　咆ほう哮こうが轟とどろいて、二人の足元の床がひび割れ、沈む。

　イリスのデバイスに罅ひびが入り、蛇が一本ずつ消えていく。

　それでもイリスは動じずに、見透かしたような瞳ひとみでノアを見つめ続けた。

　ノアの身体からだからは赤い因子フアクターが溢あふれる。デバイス構築のためだけではなく、抑えきれない因子フアクターの粒子が漏れ出していた。

　もはやノアがイリスを殺すのは避けられない。

　そう思われた時、

　ノアの首に装着された首輪が震えた。

「──ノア！　やめろ！」

　駆けつけた将まさ人との命令と共にノアの因子フアクターの奔流が動きを止め、身体がぴたりと動かなくなった。

　視線だけを動かして住民達の中を見ると、そこには鎖を摑つかむ将人の姿があった。

　将人の命令でチェーンソーデバイスが霧散し、因子フアクターの粒子が空気に溶けて消えていく。

　ノアは忌々しげに舌打ちをして、そのまま踵きびすを返して去ろうとした。

「ノア！」

　将人が追いかけようとすると、イリスが近づいてきて将人の手を摑んだ。

「今は放ほうっておいてあげたほうがいい……あの子はきっと、正常な精神状態を手に入れたことで自分の感情に戸惑っているだけ……どうすることが正しいのかがわからないだけだよ」

「そんなことわかってる！　でも、俺にはあいつを狂気の中から引きずり出した責任があるんだ」

「……責任……それは情じゃないの？」

「両方だ」

　将人はきっぱりと、はっきりと言った。

「…………そう」

　イリスは悟ったように言って、将人の手を放した。

　将まさ人とはノアを追いかけたい気持ちを抑えながら、イリスと向き合った。

「君も外へ出ようとする？　悪いけど……許可できないよ。力尽くでも止めさせてもらう」

「……そのことで、あんたに話がある」

「何度話し合っても変わらないよ……僕は君をここから出すつもりはない」

　将人は目を細めて、拳こぶしを握る。

「頼むよ。俺は覇王として、同じ王である冥めい王おうとしてのあんたに、もう一度話があるんだ」

「冥王としての僕に……？」

　将人は頷うなずいてみせた。

　イリスはしばらく黙っていたが、やがて静かに目を細めた。

「……わかった。ついておいで……つきあってあげる」

　イリスが流し目を送りながら背を向ける。

　将人はイリスの従者達に囲まれながら、再び冥王の間へと足を運んだ。







「少し待っていてくれるかな……何人か送らなくちゃいけないんだ」

　冥王の間につくと、イリスはざぶざぶと水の中を歩きながらベッドの方へと歩いて行く。

「送る？」

「埋葬って言ったほうがいいかな……冥王としての僕の役割さ」

　イリスの後に続いた将人は、ベッド脇におかれている棺ひつぎのようなものに気がついた。

　棺は４つ。全すべて蓋ふたが開けられており、中には布で包まれたものが詰められていた。

　それが死体だと気づいた時、将人は息を吞のんだ。

「……招かれざる者達は、老人や身体からだの弱い者が多い……因子フアクターが暴走して人としての形を保てなくなった子も、普通より寿命が短いんだ……今日は４人……いつもより多い」

「さっきノアが暴れたせいか……？」

「ううん。あの子はここにきてから誰も殺してない。君の奴隷になってからは一人も殺していないみたい……魔王の尖せん兵ぺいが君の家を襲撃した時も、重傷にはしたけど命は取らなかった」

　学園で戦った時から監視されていたことがまず驚きだったが、ノアが『人を殺さないでほしい』という将人の願いを受け入れていたことが一番の驚きだった。

（やっぱり……前のあいつとは違うんだ）

　ノアの中で、何かが変わりつつあるのだ。

　将人がノアにどう接するべきかを考えていると、横にいたイリスが冥王因子ハデス・フアクターのデバイスである《冥府の蛇リビングデツド》を出現させた。

　蛇は目の前の遺体へと伸びて、獲物を品定めするかのように蠢うごめいている。

「……まさかこの死体を蘇そ生せいさせるつもりなのか？」

「違う……同胞に対してそんなことしない……僕が弄もてあそぶ命は、僕らの平穏を脅かした連中だけ」

「じゃあそのデバイスで、いったい何を……？」

「埋葬……命を、巡らせるの」

　イリスがそう口にした瞬間、《冥府の蛇リビングデツド》が粒子状に形を変えた。

「──《冥府の霧アナザーヘヴン》」

　粒子化したデバイスは、蛍のように遺体にまとわりつき、包んでいく。

　その光景を見つめながら、将まさ人とは目を見開いた。

　光に包まれた遺体が、徐々に姿を消して、別の形になっていくのが見えた。

　一〇秒ほどで光が消えると、遺体も消えてしまった。

　代わりにあるのは、別のなにかだ。

　イリスが布を取ると、そこには──艶つややかな果物や野菜、牛肉や豚肉がたくさん積み上がっていた。

　イリスは山の中から梨なしを摑つかみあげて、一口囓かじる。

　そして、将人にも手渡してきた。

「食べて……この世のどんな食べ物よりも尊い、命そのものだ」

　みずみずしい梨を前にして将人は一歩後ずさると、首を横に振った。

　人間の遺体を食べ物に変換するデバイス。やはり噂うわさは本当だったのだ。

　冥めい王おうイリスは、同胞へそれらの食べ物したいを与えていた。

「どうして躊ちゆう躇ちよするのかわからない……倫理を重んじるならば、なおさら食べるべきだと、僕は思うよ」

「……無理だ」

「わからないな……元々生命は循環するものでしょう……人は死に、腐り、土に還かえり、植物の肥やしとなって、再び人間や動物の体内へ戻ってくる。僕がしていることは、食物連鎖の循環を効率よく早めているだけ。物質としては本物の果物……人間の肉そのものじゃない」

「それはわかってるさ……でも俺はそこまで割り切れない」

「彼らはみんなのところへ還かえることを望んでいる……ここへやってきた君も僕らの同胞……できれば受け入れてほしい」

「…………」

「これが……僕らの同胞になるための儀式だ」

　さあ、と、イリスが梨を差し出してくる。

　表情に動きは無いが、イリスの瞳ひとみはとても澄んでおり、将人が自分の同胞となることを心の底から望んでいるようだった。

　命を変換して作られたこの梨なしが、とても尊いものだというのは将まさ人とにも理解できる。

　だが、将人は頑かたくなに首を縦には振らなかった。

「……やっぱり俺は受け入れられない。あんたはそこで眠っている人が望んでいるって言ってたけど、ここで亡くなった人の分だけじゃ、フリークス・パラダイスの住民全員に行き渡らないはずだ」

「…………」

「あんたはフリークス・パラダイスだけでなく、外郭アウトサイドでも死体を集めてる……そうだろう？」

　将人の指摘に、イリスは静かに目を閉じて、小さくため息を吐ついた。

　そして、手に持った梨をもう一口囓かじった。

「その通りだよ……でも、何がいけないの？」

　開き直りというには、あまりにも重い一言だった。

「地上の外郭アウトサイドでは、毎日多くの人が死んでいく……その死体は、誰にも埋葬されることなく、地に還かえることもなく、ゴミと一緒に燃やされて灰になる。アーガスシティは海上都市だからね……遺体はそうやって処理するか、海に捨てるしかない。墓地なんて……内郭インサイドの上流階級の人間にだけ与えられた贅ぜい沢たくだ」

　天井の穴から滝のように流れる水を眺めながら、イリスは目を閉じる。

「僕も最初は、君と同じだったよ……自分の因子フアクターを忌むべきものだと感じて、身を潜めながら孤独に生きてきた。でも……ここは外郭アウトサイドだ……綺き麗れい事ごとだけで生き残れるような場所じゃない」

　内郭インサイドで生活してきて、毎日を平穏に送っていた将人には到底理解できない苦労が、その言葉には込められていた。

「今となっては、僕の周りにはたくさんの同胞がいて……守らなくちゃならないものがたくさんできた……気づけば冥めい王おうなんて呼ばれていたよ。そして僕も……死体を喰くらい、外郭アウトサイドの地下を支配する冥王としての生き方を受け入れた」

「…………」

「僕は、君もここでの生き方を受け入れるべきだと思ってる……そうすれば共に生きられる。たとえ君が、王であったとしてもね」

　外郭アウトサイドでの生き方を受け入れる。

　それは将人にとって、まず内郭インサイドでの生活を捨てるということだ。

　将人だって貧しいのは嫌だ。飢えるのも嫌だ。暖かい寝床が無いのも嫌だ。

　贅沢な暮らしはあるに越したことはない。

　でも、将人が普段の生活に固執する理由はそれだけではないのだ。

　あの家、あの家族、あの空間。内郭インサイドは内郭インサイドでそれなりに苦労があった生活をしていたけれど、心の底から守りたいと思えるほどに尊いものだった。

　だから今までずっと固執してきた。

　でも魔王に日常を破壊されてしまった今となっては、そんなことを言っていられる状況ではない。

　あの生活を捨てる覚悟は、もうできている。

　だが──家族そのものを捨てる覚悟なんて、そんなものははなっから持っちゃいないのだ。

「俺はあんた達の生き方や、考え方を否定するつもりなんて毛頭無い。外郭アウトサイドが綺き麗れい事ごとの通用しない場所だってことも頭の中では理解できてる。でもあんた達の生き方を、俺は受け入れることはできない」

「…………」

「俺には俺の、守りたいものがある。家族を守るためにも、俺は外に出なくちゃいけない。奪われたもんは全力で奪い返す……無謀な戦いであってもだ」

「…………」

「もう奪われるのは嫌なんだ」

　将まさ人との言葉を、イリスは静かに受け止めていた。

「君の行動のせいで……無関係な人を巻き込んでもかい？」

「イリスが止めても俺は行く。結果的にイリス達に迷惑がかかるとしても、悪いが俺は止まれない。綺麗事はもう言わない……あんた達より、俺は自分の家族の方が大切だからだ」

　将人は目を鋭く細めて、イリスと対たい峙じする。

　イリスも、初めて将人へ明確な敵意を向けた。

「だったら君は、僕の敵だ」

「…………」

「君の考え方は侵略者としての起点となりうる……いずれ僕らにも破滅を招くだろう」

　イリスがデバイスを出現させる。

　音もなく現れた無数の巨大な八つ首の蛇。

　それはまるで神話に出てくる化け物のように大きく、太く、歪いびつだった。

「君がその道を歩むなら、僕も大切なものを奪われる前に君の可能性を奪おう」

　巨大な蛇の口が目の前で開かれ、因子フアクターの粒子を吐き散らす。

　将人は動じることなく、真っ向から蛇を凝視する。

「……あんたは俺の心臓を自由にできる。戦う必要なんか無いんじゃないのか」

「一方的な暴力は嫌いでね……それと個人的に君のことが、昔の自分を見ているようで嫌いじゃないからかな」

「…………」

「だから、せめて精一杯足あ搔がかせてあげる」

　蛇が舌を伸ばし、将まさ人との身体からだに巻き付かせる。

　舌の締め上げる力にうめきながらも、将人はリアライズデバイスを出そうとはしなかった。

　イリスは不思議そうに首を傾かしげていた。

「……戦わないの……？」

「っ、戦ってるつもりだぜ……！」

「わからない……何な故ぜデバイスで立ち向かってこない？　僕は君から奪おうとしているのに」

「戦い方にもいろいろあるさ。たとえば、交渉とかな」

　身体を締め上げる力が、わずかに緩む。

　イリスは探るような視線を将人へ向けた。

　将人は締め付けられていた肺に空気を送り込み、交渉を始める。

「イリスにとっても俺にとっても、今一番先に片づけなければならない敵は魔王のはずだ。あんた達が戦いを望んでいなくても、いずれ魔王はここへ攻め込んでくる。そうなれば戦いは避けられない」

「…………」

「結局戦うことになるんだ。あんたが今俺にしているように、奪われる前に先手を打った方が効率がいい」

「……勝算があればそうしてる。僕らの組織は巨大だけれど、戦える者はあまりいないの。魔王がどれほど急激に勢力を拡大しているのか、君はまだわかっていないのかい？」

「わかってる。だから、俺達で手を組まないか？」

　将人が口元に弧を描いて笑う。

　イリスは怪け訝げんそうに目を細めた。

「君の奴隷……殺人鬼の子の力はとても強いけれど、個の力には限界がある。僕らが手を組んだところで、それほど状況は変わらない」

　将人はイリスの言葉に首を横に振った。

　そして、口元の笑みをそのままに、はっきりとイリスへ告げる。

「勘違いしてるぞ……俺達っていうのは、俺とあんただけじゃない。他の王のことも含めての、俺達だ」

「────────はい？」

　初めて、イリスが驚いたような顔を将人へ向けた。

　きょとーん、といった感じである。

　ちょっと可愛かわいいな、と思いつつも、予想以上のあきれ果てたような顔に、将まさ人とは目を糸のように細くする。アイリからも馬鹿じゃねーのみたいに言われたが、自分がどれほど現実的じゃないことをしようとしているのか改めて思い知る。

「それはつまり、女王や英雄とも手を組むということかな……？」

「うん」

「君は脳にウジでも湧わいているの？」

　ひどい言われようだった。

「ま、まともな提案じゃないのは自覚してるつもりだ。でもそれ以外に魔王に勝算をもって立ち向かう手段が無いだろ？　雑伎団サーカスと革命軍、そしてあんた達の力が合わされば、きっと十分に戦えるはずだ」

「もしかして、それが君の交渉？」

「ああ」

「馬鹿げてる」

　きっぱりと、イリスは将人の提案をはねのける。

　完全にこちらを見下しているというか、明らかに怒っていた。

「君はわかっていない……女王と英雄は僕や君とは違う……恐怖による支配と、平等という名の暴力を振りかざして王を名乗るような連中だよ？」

「確かにそうかもしれない。でも、共通の敵がいれば手を組むことは可能だと俺は思う」

「不可能だよ。彼らは生き方が君とは違いすぎる。第一、『王の因子』を手に入れただけで勢力を持たない君に、彼らが会おうとするとは思えない」

「俺だけだったらな。でもイリスがいれば話は違う！　他の王達だって現状に倦あぐねているのは間違いない！　招かれざる者達の長おさであるお前が持ちかければ、連中だって話を聞いてくれるはずだ！」

　決して退こうとしない将人に、イリスはため息を吐つく。

「甘いな君は……彼らにだって、彼らなりの矜きよう持じやプライドがある……僕だって、招かれざる者達の長として、他の王と組むなんてことはできない。それじゃ王としての示しが──」

「──そんなくだらねぇもん捨てちまえッ！」

　怒鳴りつけるように言って、将人は歯を食いしばる。

　イリスは彼の怒声に目を見開いた。

「示しがつかない？　プライド？　矜持？　あんた達は外郭アウトサイドで必死に生きてきたんだろう!?　それなのにプライドだとか矜持に拘こだわるのか!?　そんなもんのために大切なものを守るチャンスを捨てるのか!?」

「…………」

「確かに俺は王様らしくないかもしれない。でも俺は王がプライドだとか矜きよう持じにこだわるような人間であることが正解だとは思わない！　自分の全部を擲なげうってでも必死になって守りたいもののために戦う人間の方がよっぽど上等だ！　頭下げてでも、土下座してでも、それで守れるなら俺はどんなことでもやってやる！」

　全すべてを言い切り、将まさ人とは深く息を吐いた。

　イリスは黙って将人の言い分を聞いていたが、瞳ひとみは穏やかな光を宿し、少しだけ優しげに表情を和らげた。

　同時にイリスが将人の身体からだに巻き付いていた蛇の舌を消して、拘束を解いた。

　拘束を解かれた将人は、床に足をつき、再び同じ目線でイリスと対たい峙じする。

「君はいい人なんだね……冥めい王おうという立場ではなく、イリス個人としての心に君の言葉はとても響いたよ……でもやっぱり、冥王としては賛同できない。僕や君が守りたいものは人の命だけれど、彼らが守りたいものは人ではないのさ」

「……それでも俺は、他の王に会って話がしたいんだ。あんたは俺を他の王に引き合わせてくれるだけでいい。話は俺がする。チャンスをくれ、イリス」

「…………」

「足あ搔がけって言っただろう？　これが俺なりの足搔き方なんだ」

　将人はイリスへ向けて手を差し出して、精一杯の思いを伝えた。

　イリスはその手をしばし見つめながら、ゆっくりと、深く息を吐いた。

　結局イリスは最後まで将人の手を取ろうとはしなかった。

　ただ、その代わりに真まっ直すぐに彼の瞳を見つめ返して、こう告げた。

「他の王との会合のセッティングは試みる……でも、僕はそれ以外に一切君の交渉の後押しはしない。君一人で、僕も含めた三人の王を説得できるか……お手並み拝見だよ」

　イリスの言葉を要約するのならば、こういうことだろう。

　お前程度にやれるものならやってみろ。

　お前に説得されるほど、僕は容易たやすくないぞ。

　これは、いわば宣戦布告だった。

　将人は会合を開くために助力してくれることに対して、イリスへ感謝の言葉を贈るのだった。





　　　　◆◆◆






　瓦が礫れきの山の上で、天井の隙すき間まから差し込む光に目を細めながら、ノアは孤独に佇たたずんでいた。

　闇やみの底へ差し込む光は、まぶしくもなければ明るくもない。

　ただぬるま湯のように少しだけ暖かいだけだ。

「…………」

　桐き生りゆう家で魔王が送り込んできた手下と戦っていた時のことを思い返す。

　久しぶりに暴れて、殺すことができることに高揚感を覚えながら挑んだ。

　でも、いざ戦いに身を投じた後、高揚感が消えていくのを感じた。

　自分が戦い、人を捻ひねり潰つぶしていた理由は、高揚感を得るためではなかったからだ。

　本当は逆だったのだ。

　精神強化ＭＮＤが80の状態にあった頃、ノアの脳はほぼ致死量のアドレナリンで満たされ、極度の興奮状態と破壊衝動に襲われていた。

　高揚感を得るためではなく、高揚感を抑えるために、人を殺していたのである。

　ノアは戦いの中で、殺し合いに喜びを感じられなくなっていた自分に気づいてしまった。彼女が抱いた感情は、喜びでもなければ安あん堵どでもなく、恐怖と戸惑いだった。

　母親の胎内にいた頃から因子フアクターに覚醒し、生まれながらの殺人鬼としてこの世に生を受けたノアの人生は、初めから閉じていた。

　彼女の故郷は、今はもう存在していないエンケラシティと呼ばれる海上都市だった。

　ノアは母親の顔を知らない。母親は、胎内に『殺人鬼因子ブギーマンズ・フアクター』に目覚めた胎児が確認された直後に因子軍ギアフアクターズの病院から逃げ出し、外郭アウトサイドへ落ち延びたらしいのだが、その後ノアを産み落とすと同時に死亡したと聞かされている。

　幼い頃の記憶は無いに等しい。

　ノアは２歳になると同時に、エンケラシティを滅ぼしてしまったからだ。

　アーガスシティから救援にきた因子軍ギアフアクターズは総力を挙げてノアを捕縛。

　その後、８年間に渡り彼女を飼い慣らしてきた。

　殺して、殺して、殺し続ける日々。頭の中がぐちゃぐちゃで、投薬しなければ眠ることもできなかった日常。不死身という特性のせいで死ぬこともできず、ノアの人生は死を望みながら殺し続けることが全すべてだった。

　だが、桐生将まさ人とにより力を制御され、正常な精神状態になったことで、苦しみの日々はあっけなく終わりを告げた。

　そして同時に、ノアは自分の存在意義を見失ってしまっていた。

　殺し続けることが普通だったのに、誰を殺しても意味が無いとわかった時、ノアはどうしたらいいのかわからなくなった。

　桐生家の前で途方に暮れていると、背中を何か温かいものが包み込んだ。

『ノアちゃん……もう大丈夫』

　後ろから抱きしめながら頭を撫なでてきたのは、詩し織おりだった。

　血まみれになった家の前で立ちすくむノアを、詩織は何も聞かずに抱きしめた。玄関の前には、りんごが血の気の引いたような顔で呆ぼう然ぜんとしているのが見えた。

　こんな状況になってしまえば、家の中にいても気づかないはずがない。いきなり血なまぐさい光景を見て、混乱して取り乱すのが当たり前だ。

　だけど詩し織おりは、穏やかな表情でノアを自分に向き直させると優しく微笑ほほえんだ。

　血に濡ぬれるのも構わず、ノアの身体からだを抱き寄せて汚れたノアの顔を拭ぬぐった。

　何な故ぜかはわからない。

　ノアはあの時、涙を堪こらえるのに必死だった。

『ノアちゃんは、いい子だね。誰も殺さなかった、偉いね』

　何も知らないはずなのに、詩織はノアの頭を撫なでた。

　その後、詩織は何が起こっているのか簡潔に話すように促し、全すべて聞き終えると、自分達は大丈夫だから将まさ人とを守りに行ってほしいとノアに頼んだ。

『私の息子を、よろしくね』

　断るつもりだったのに、詩織の笑顔を前にするとノアはどうしたらいいかわからなくなってしまう。

　結局ノアは詩織の願いを受け入れ、将人のところへ駆けつけた。

　そして将人を救出し、彼を担いで戻ると、桐き生りゆう家はもぬけの殻だった。

　家の前に、誰も乗っていない車くるま椅い子すが倒れて転がっているだけだった。

「…………っ！」

　ノアはぎゅっと拳こぶしを握って、思い切り叫んだ。

　苛いら立だちを吐き出すように、やるせなさを吐き出すように……獣の遠とお吠ぼえのように、ひたすらに叫ぶ。

　わからない。

　自分が詩織に対して、あの家族に対してどういう感情を抱いていたのか。

　最初は一方的に抱きついてくる詩織のことが鬱うつ陶とうしいだけだった。

　死ねなかったことで半ば自暴自棄になって、詩織を拒絶することもなく好きにさせていた。

　──ノアちゃん、一緒にご飯を食べよ～。

　──ノアちゃん、一緒にお風ふ呂ろに入ろ～。

　──ノアちゃ～ん、一緒に寝よ～。

　詩織は何だってノアと一緒にしたがった。

　桐生将人の命令で詩織の面倒を見るようになって、毎日詩織と一緒にいた。

　ノアはすぐに詩織がそばにいることが苦ではなくなった。

　むしろ詩織の温かさは、安らぎになっていたのかもしれない。安らぎを知らずに育ったノアには、それが安らぎだったのかすらわからない。

　今、自分が苛いら立だっている原因すらわからないのだ。

　ひたすら叫んだ後、ノアは瓦が礫れきの山の上に仰あお向むけに倒れた。

　そして、胸を締め付ける空虚さに身体からだを丸めて、じっと痛みに耐えていた。

　気持ちが悪くて、吐きそうだった。

　こんなことなら、前の方が楽だった。全部壊せば一時的にでもスッキリできたのだから。

「全部全部……あいつのせいだ」

　あいつ。覇王、桐き生りゆう将まさ人と。

　あいつが自分に枷かせをつけて、殺人鬼ではなくしたせいだ。

「あいつが悪い……あいつがボクを、殺さなかったから……！」

　怒りが湧わいて、歯を食いしばる。

　苛立つことに疲れ、ポタポタと天井からたれてくる水滴に身体を濡ぬらしながら、ノアは目を閉じた。

「──風邪引くぞ」

　不意の声と、身体を包み込んだ温かさに瞼まぶたを開ける。

　そこには、ノアを覗のぞき込こむ将人の姿があった。

　身体を包む温かさは毛布だった。

　ノアは将人が現れても、もうこの場を離れようとはしなかった。

　苛立つことに疲れた今は、動くことすら億おつ劫くうだったのだ。

「この前もここにいたけど、お前の寝床なのか？」

「…………」

「ちょっと寒いな……お前も俺達のテントに来いよ。あっちはここより暖かいし、アイリの料理もうまいぞ」

　ノアは将人を無視して再び目を閉じる。

　将人は苦笑しながら、ノアの横に腰を下ろした。

「……今朝は悪かった。まず最初に、約束を守ってくれたことに礼を言うべきだった。人を殺さないでいてくれて……お袋とりんごを守ってくれてありがとう」

「…………」

「それと、俺が目覚めるまでここにいてくれて、サンキュな」

「オニーサンのためなんかじゃない」

　ノアが目を閉じたまま、かすれた声で言った。

「……お袋が頼んだんだろ、俺を助けに行ってくれって」

「…………」

「どっちにしたって、ありがとうだ。ノアがいなかったら俺は今ここにはいなかったんだからな」

　将まさ人とはノアの顔を横目で見る。

　ノアは少しだけ目を開けていた。

「俺は、お前のことを何も知らない。だから、知りたいんだ」

「……知ってどうする」

「できればお前と仲良くなりたいかな」

　将人が、ニッと白い歯を見せて笑う。

　冗談にしては全然笑えない、とノアは思った。

「まあぶっちゃけると、お前を懐柔して家族を救うためになんとか力を借りたいってのが半分あるけどな」

「……ボクはオニーサンに全すべてを奪われて奴隷になったんだ。好きにすればいい」

「俺はお前の身体からだは縛れても、心までは縛れない」

　将人の言葉に、ノアはくつくつとこもったような笑い声を上げた。

　そしてのそりと上体を起こして、将人の顔を覗のぞき込こむ。

「──何言ってくれちゃってんの？」

　見開かれた赤い瞳ひとみに将人を映しながら、彼の真横にチェーンソーを突き立てた。

「ボクは殺人鬼だ。殺人鬼から殺人を取ったら何も残らない。オニーサンはボクに人を殺すなって言っていたけれど、その要求がどんなに馬鹿げているかわからない？　今の状況がボクの心を縛っているってわからないの？」

「…………」

「正直さ、めーれーもしないで綺き麗れい事ごと並べて仲良くなろうっていうのが一番苛いらつくんだよね」

　ノアに胸を押されて、将人が仰あお向むけに倒れる。

　ノアはそのまま将人に馬乗りになると、彼の両りよう頰ほおを小さな手で包み込んだ。

「だからほら、ボクの身体にめーれーしなよ。敵を殺し尽くせってめーれーしなよ。この際殺しじゃなくても構わない。他にもめーれーならなんでも聞くよ、ボクはオニーサンの奴隷だから」

「…………」

「誰か殺す？　それともボクを殺す？　犯す？　好きなだけボクを殴って憂さでも晴らす？　いいよ、ボクは死なないから──それとも今ここで、オニーサンを殺す？」

　触れてもいないのに、チェーンソーのエンジンがうなりを上げる。

　赤い瞳が、将人に要求する。

「ほら、めーれーしなよご主人様……ノアは何でも言うこと聞くよ」

　飢えた獣は、首輪をつけた張本人の首へ咢あぎとを食らいつかせるようにこうべを垂れる。

　ノアが首筋へ舌を這はわせようとした時、将人が口を開いた。

「──どうしたいかぐらい、自分で決めろ」

　ノアが舌を口の中へ戻し、前髪の隙すき間まから将まさ人とを睨にらむ。

「…………どういう意味」

「お前は俺に命令されたいわけじゃない。本当は自分がどうしたらいいのかわからないだけなんじゃないか？」

　将人の指摘にノアは頰ほおを痙けい攣れんさせた。

「身体からだに命令を下せば、お前は楽なんだろうな。従えばいいだけなんだから。でもそれじゃきっと、自分の因子フアクターに翻弄されていた頃のお前と何も変わらないだろう」

　将人は上体を起こして、ノアに顔を近づける。

　ノアはのけぞりながら、歯を食いしばって将人を睨み続けた。

「お前の心は縛れない。縛るつもりもない。心だけは自分で決めろ。誰かに従わなくていい……自分の心に従え」

　将人の真まっ直すぐな瞳ひとみに気け圧おされて、ノアは彼から飛びのいた。

　自由になった将人は立ち上がり、ノアに背を向ける。

「俺は他の王と連合を組んで、魔王と戦って捕らわれた家族を取り戻すつもりだ。できれば、お前にも力を貸してほしい。会合場所がわかったら鎖で伝える」

「…………」

「人を殺さないで欲しいっていう俺の願いを聞き入れてくれたのも、お袋の俺を助けに行って欲しいっていう願いに従ったのも……命令されたからじゃなかったはずだ」

「…………」

「俺はお前に命令はしない。殺人鬼のままでいるか、人間になるか。自分で考えて決めてくれ」

　将人はそう言い残すと、瓦が礫れきの山から下り始めた。

　ノアは将人を睨みながら、歯ぎしりをした。

「この卑ひ怯きよう者もの……」

　背中に声をかけられて、将人は一度足を止めた。

　覇気も何もあったものではない、かすれた弱弱しい声だった。

「人から奪うだけ奪っておいて何の責任も取らないのか……僕の自由意思に任せるっていうのは、つまりそういうことだろ？　奴隷の管理をほっぽるなんて、覇王が聞いてあきれるよ」

「……まあ、そうなのかもな」

「自覚あるのかよ……なおさら質たちが悪いや」

　ノアが、ふんと鼻を鳴らしてうつむく。

　将人は天井の光を見つめながら、ぽりぽりと指で頰を搔かいた。

「俺、お袋と一緒にいる時のお前が嫌いじゃないんだ。お袋もお前がそばにいて嬉うれしそうだったし、面倒を見てくれていたことにも感謝してる」

「…………」

「お互いに全部水に流すわけにはいかねぇけど……俺にはお前が必要だし、お袋にだって必要だと思う。だからじゃないけど……お前にとっても俺達家族が必要な存在であってほしいと願うのは、俺の自由だろ」

　将まさ人とが去っていく足音を聞きながら、ノアはうなだれる。

　自分の心に従え。命令でも殺人鬼因子ブギーマンズ・フアクターのもたらす衝動でもなく、自分の意志で動け。

　頭の中で、ぐるぐると将人の言葉が渦を巻く。

　天井から降り注ぐ光を見上げて、ノアは目を閉じた。

　そして、自分の心に問いかける。

　──お前は、何をしたい？

　──何がほしい？

　──欲望に従え、それが答えだ。

　ノアは目を開けて、その赤い瞳ひとみに、自分の望む答えを映し出すのだった。






ThirdEncounter　偽王







　　　　◆◆◆






　ローグカンパニーの縄張りは外郭アウトサイド西部にある廃はい墟きよ群であり、その中の裏カジノが本拠地となっていた。

　ローグの構成員は高級品を売買する『売人』と、居住区や老朽化した建物を修繕する『職人』、不穏分子を排除する『処刑人』に分けられる。

　そしてボスは『死神』という称号が与えられ、本来は一番腕の立つ『処刑人』から選ばれるものだった。

　ローグはこの地区の治安を守り、闇やみ市いちや賭博とばく場じようの管理、職人の育成なども盛んに行っていた。10年ほど前まではフリークス・パラダイスに負けず劣らず治安のいい場所であり、ローグカンパニーは比較的外郭アウトサイドの住人に受け入れられていた。

　だが、現在では質たちの悪いマフィアと同等の扱いであった。

　その名の通り、ならず者の結社である。かつて処刑人と呼ばれていた治安維持のための構成員の多くは、暴力と密売に手を染め、ローグの名が地に落ちる要因となっていた。

　ボスの『死神』も処刑人としての功績が認められたわけではなく、現体制派の商売が上う手まいだけの男が選ばれてしまっていた。

　それでも、義と道理を重んじる処刑人はまだ残っていた。彼らはマフィアとしての側面を強化しようとする現体制派に異議を唱え続けた。

　前体制を支持するベテラン処刑人達と、現体制を支持する若頭集の内部抗争へと発展するのは時間の問題だった。

　現体制派が雑伎団サーカスと手を組み、覚醒したばかりの覇王討伐に出向いた直後、ローグの本拠地では前体制派と現体制派が衝突した。

　内部抗争へと発展したその瞬間を魔王が襲撃し、混乱に乗じてローグの全すべてを掌握したのである。

　結果、現体制派は魔王に恭順したものの、ボスである『死神』は無残にも殺され、前体制派のベテラン処刑人達のほとんどが戦って命を落とした。

　生き残ったのは現体制派の処刑人達だけであり、その多くは魔王に因子フアクターを奪われ、再び与えられた者達だ。

『お前達の因子フアクターは俺の手の内にある。因子フアクターを奪われたくなければ、俺の傀かい儡らいになれ』

　魔王の命令に逆らえるほどの矜きよう持じを持つ処刑人は、もう生き残ってはいなかった。

　ローグ自体が魔王の傀儡と化したのである。

「……はぁ」

　裏カジノのホールへやってきた光ひかりノ河かわアカネは、ドアを閉めるなり深くため息を吐ついた。

　手には料理の乗ったトレイを持ち、服装はメイド服である。

　彼女は現在、失態により因子フアクターを魔王に奪われ、桐き生りゆう将まさ人との母親と妹の世話をしている。魔王の右腕から一転、家政婦にまでその地位を落としていたのだ。

　アカネは別にその仕打ちに対してため息を吐いたわけではなかった。

　むしろこの役目を与えられたことは、当然の報いとして納得している。

　わからないのは、桐生家の人間を人質に取り続けている魔王の思惑だった。

「──はは、メイド姿が様になってきたじゃねぇか、副生徒会長」

　声がして顔を上げると、カジノホールのブラックジャックテーブルの上に男が腰かけていた。

　御み堂どう光みつ秀ひで。望もち月づき学園生徒会長にして、アカネと同じ魔王の側近である。

　アカネはこの男のことが苦手だった。

　表向きは生徒会の会長と副会長、裏では魔王軍の臣下として共に行動してきたが、得体の知れなさは魔王軍の中で一番だった。

　皮肉な笑みの向こう側にどんな思惑が隠されているかわからない。

　光みつ秀ひではテーブルに片かた膝ひざを立てて、カジノチップを指で弾はじいて遊ばせている。

　アカネは光秀にジト目を送ってから、無視して彼の横を通り過ぎようとした。

「気に入らねぇって顔だな。メイドの仕事がそんなに不服か？」

　横を通り過ぎようとしたところで、アカネは一度だけ足を止めた。

「わたくしはメイドの仕事が嫌なわけではございません。魔王様があの親子を人質に取り、こんな風に丁重にもてなす理由がわからないだけですわ」

「お、アカネが魔王の決定に疑問を抱くなんて珍しいな。何？　大切に扱われてるあの親子に嫉しつ妬とでもしてんの？」

　キッと横目で睨にらみつけてくるアカネに、光秀は肩をすくめた。

　アカネはすぐに光秀から視線を外し、眉まゆ根ねを寄せてうつむいた。

「そういうわけではありません。覇王は確かに脅威かもしれませんが、人質を取ってまでして対処する必要性がわからないのです。たいした力を持たない灰はい原ばらが覇王の家族を人質に取ろうとしたのは納得できますが、魔王様がそんなことをする必要は無いではないですか」

「んー、まあなぁ。でも覇王にはまだ殺人鬼がいるだろ。人質くらい取っといても損はないっしょ。エンケラシティを一人で沈めたくらいの強敵だしな」

「魔王様なら右手一本で片をつけられますわっ」

　魔王に絶対の忠誠を誓っているアカネは、魔王因子サタニツク・フアクターの力が世界を御する力だと信じていた。

　光秀はアカネに苦笑を送る。

「アカネってさ、魔王因子サタニツク・フアクターと岳たけ汐しおサナギ──」

「名前を呼び捨てにしないでください」

「光ひかりノ河かわ」

「魔王様を呼び捨てにするなと言ったのですっ」

　めんどくせぇなぁ、という顔で頭を搔かきむしりながら、光秀は続ける。

「魔王因子サタニツク・フアクターと魔王様、どっちに忠誠誓ってんの？」

「それはどういう意味ですか？　分ける必要があるんですか？」

「揚げ足取るなよ……どっちだって聞いてんだ」

「両方ですよ」

　迷いなく、アカネは胸を張って言った。

　光秀は「ふぅん」と気のない声を出すと、わずかに目を細めた。

「……お前さ、魔王様と出会ってどれくらい経たつ？」

「今年で丁度５年ですけれど」

「俺は10年だ」

　光みつ秀ひでは別に含みがあって言ったわけではないのに、アカネが突然髪を逆立てた。

「自慢ですか！」

「お前ほんとにめんどくせぇなぁ！　少しは話進めさせろっつーの！」

　いい加減イライラしてきたのか、光秀が声を荒らげた。

　アカネはぷくーっと頰ほおをふくらませて、そっぽを向いてしまう。

　光秀は構わず続けた。

「お前、魔王の過去についてどれぐらい知ってる？」

「それはわたくしのような下げ賤せんな者が詮せん索さくしていいことではありません。ですがわたくしは魔王様の崇高な目的と、魔王様の思想を理解していますわ」

　アカネは胸の前で腕を組みながら、光秀の問いをはねのけようとする。

　強がりだった。本音を言えば、アカネだって魔王のことを何も理解していない。

　どこで生まれ、どこで育ち、どのようにして魔王になったのか、何も知らないのだ。

　知りたいと思っても聞くことなんてできない。

　魔王はアカネのことを道具としか思っていないだろうし、アカネもそれで満足している。もしも魔王に過去を聞いてしまえば、この関係が崩れてしまいそうで怖いのだ。

「俺もだ。10年も一緒にいて、あの人のことを何一つ知らない」

「…………」

「知りたいんだよ。魔王因子サタニツク・フアクターでもなく、魔王様でもなく、岳たけ汐しおサナギって人間の過去を知りたいんだ」

「魔王様は過去も現在も魔王様だったはずです」

「………どうかね。少なくとも俺と出会った時は、もうちっと人間味があったんだがな」

　光秀は大きく伸びをしてテーブルの上で足をぶらつかせた。

「岳汐サナギって人間が、魔王になっちまったのはどうしてなんだろうな」

　天井を見つめる光秀の瞳ひとみが真まっ直すぐ過ぎて、アカネは見ていられずに目をそらした。

「……わたくしには理解できません。外郭アウトサイドで野たれ死ぬ運命にあったわたくしに、あの方は手を差し伸べてくれた。あの時からわたくしの存在は全すべて魔王様のものなのです。少なくとも、わたくしと出会った時は、すでにあの方は魔王様でした」

「……んだよ、愛する魔王様のこと知りたくねぇのか？」

「魔王様にとって、わたくしはただの道具です。あなたのように、魔王様の友人というわけではありませんので」

　ふてくされたように、アカネはうつむいた。

　光秀は苦笑しながらテーブルから飛び下りた。

　そして、腕のストレッチをしながら歩き始める。

「あの人は俺に借りがあるだけで、友人って風には思っちゃいないはずだぜ。ミスをすればゴミみたいに捨てられる自信がある。たぶん俺があの人の過去を調べようとしても、同じ結果になるだろうな」

「あなたは何をしようとしているのです？」

　光みつ秀ひでは振り向かずに、背を向けたまま彼女の問いに答えた。

「覇王……桐き生りゆう将まさ人とって言ったか。魔王があいつの家族を人質に取った理由は俺もわからない。だが、魔王と桐生には何か繫つながりがあるはずだ。お前の言う通り、じゃなきゃこんな風に大切に扱う必要ないしな……魔王の過去に覇王が関係してるんじゃないかと俺は睨にらんでる」

「……それがあなたが覇王討伐に名乗り出た理由ですか？」

「理由の一つではあるな。本命はあいつの力だ」

　それを聞いて、アカネは光秀へ敵意を向けた。

　光秀は口元に笑みを作った。

「魔王がいらねぇっていうんだ……奴の力は俺がもらう」

「あなたが覇王に成り替わるというのですか!?　王になるということは魔王様に敵対することと同義ですよ!?」

「安心しろ。何があろうと……たとえ俺が覇王になったとしても、少なくとも俺はあの人の味方でいるつもりだぜ」

「味方でいるのなら王の力など欲する必要はないでしょう!?」

「いや、ある。あの力があれば、あの人を救える」

「…………っ」

「言ったろ。俺は魔王じゃなくて、岳たけ汐しおサナギの味方なんだ」

　アカネは光秀の背中を見つめながら、彼の心中を察する。

　アカネは光秀のことを理解しているとは言い難がたいが、これだけは確信を持っている。

　御み堂どう光秀は恐らく光ひかりノ河かわアカネ同様に、魔王──岳汐サナギを愛している。

　悔しいことだが、そばにいるだけでそれがわかってしまうのだ。

　光秀はカジノホールの出口まで歩くと、扉を開けて一度だけアカネの方を見た。

　そして、手に持っていた金と鉛のコインを親指で弾はじき、アカネによこした。

　アカネは片手でコインをキャッチして、まじまじと見る。

　王冠を被かぶり、煌きらびやかなローブに身を包む王が彫られた金でできた表面と、茨いばらの冠とボロ布のローブを着た老人が彫られた、鉛でできた裏面。

　偽物。贋がん作さく。まがい物。

　アカネは光秀の背中に最後の言葉を投げかける。

「偽王……あなたがもし魔王様に手向かうのであれば……わたくしは……」

　拳こぶしを握りながら、アカネは最後まで光秀の背中を睨みつけていた。

　現在確認されている『王の因子』は、『魔王』『英雄』『女王』『冥めい王おう』……そして一番新しい『覇王』である。

　だが、これら『王の因子』として認識されておらずとも、『王』と名の付く因子フアクターが存在する。

　それが御み堂どう光みつ秀ひでの因子フアクター、『偽王因子フエイク・フアクター』だった。





　　　　◆◆◆






　冥王の説得になんとか成功した将まさ人とは、他の王達との会合を行うためにフリークス・パラダイスの外へ出た。

　目が覚めてからすでに１週間以上が経過。学園での魔王との戦いから数えれば、実に一月半もの時間が流れていた。

　フリークス・パラダイスの正門。地下鉄の改札を越えて地上へと出た将人は、外郭アウトサイドの地上を初めて目の当たりにした。

　第一印象は、想像以上でも以下でもない。

　イメージ通りのスラムだった。

　アーガスシティは数ある海上都市の中でも比較的古い。新しい海上都市は貧困層と裕福層の居住区が完全に分かれて管理されているが、古い海上都市は貧困層の居住区を想定せずに作られたものが多い。

　そのため貧困層は海上都市の外側へ追いやられる形で、外郭アウトサイドが形成されていった。

　拡張開発途中であった都市外周は貧困層の住む外郭アウトサイドになり、無法地帯となったため建設中の建物や施設がそのまま遺棄されている。フリークス・パラダイスの入り口である地下鉄もその名残だ。

　将人達はフリークス・パラダイスを離れ、外郭アウトサイドを歩く。

　そこら中荒れ放題だった。建物は整備されていないため老朽化が激しく、無理やり増築、補修しているためかやたらとごちゃごちゃしている。

　道端でうずくまる瘦やせ細った子供や老人、タバコを吹かすガラの悪そうなパーカーの男達、露出の高い服を着てこちらを誘惑してくる女……などなど、多くの人間がいるが、お世辞にも治安がいいとは言えない。

　フリークス・パラダイスを出てすぐの大通りには死体が三つほど転がっていた。基本的に静かだが、時折遠くから悲鳴や銃声が聞こえたりもする。

　このような場所で小奇麗な服を着ていると30分もしないうちに身ぐるみをはがされるので、将人達はボロ布のローブを羽織っていた。

　できるだけ目立たないようにこそこそしながら歩く。

「……護衛が少なすぎじゃありませんか？」

　将まさ人との隣を歩いていたリゼットが、前を歩くイリスに尋ねる。

「従者を大勢連れていたら目立って仕方ないからね……」

「だからって二人は少なすぎじゃない？」

　アイリも同意見なのか、列の前後を守っている従者二名を見ながらぼやいた。

「……僕だって、同胞を危険な目に合わせたくない……会合が失敗に終わって、そのまま争いに発展する可能性が高いんだ……犠牲は最小限にしたいしね」

　淡々と言いながら、イリスは道を急いだ。

「桐き生りゆう、絶対にあたしらから離れないでね」

「あ、ああ」

「あと、なるべく布で顔を隠して。このへんは住民同士が全員顔見知りなぐらい閉鎖的で狭いコミュニティができてる。よそ者ってわかっただけでも目をつけられるわ」

　言われた通りに、将人はローブのフードを目深に被かぶった。

　こうして歩いてみると、そこかしこから視線を感じる。建物の窓、路地裏の影、浮浪者や売人ですらこちらを見ているような気がしてくる。

　道の角を曲がる度に、後ろをつけられている気がする。

　気のせいだと自分に言い聞かせていたが、やがて、イリスが不意に足を止めた。

「……覇王」

　名前を呼ばれて、将人が返事をしようとしたその瞬間。

　いきなりイリスが振り返り、将人の胸倉を摑つかんで引き寄せた。

　直後、将人が立っていた地面が砲撃でも着弾したかのように抉えぐれた。

「──なっ！」

　狙そ撃げきだった。

「廃ビルの屋上。ここは任せたよ」

　イリスの命令に従者二人が頷うなずく。

　従者は鉄骨のような形をしたリアライズデバイスを展開、廃ビルの屋上から狙撃しようとしてきた輩やからにそれを投げて応戦した。

「覇王、走って」

　イリスの走れという言葉と共に全力疾走を強要される。

　建物のいたるところから狙撃され、まるで戦場のような大通りを駆け抜ける。

　幸い従者達が守ってくれていたので将人達が戦う必要はなかったが、こんなことになるとは思ってもみなかった。

「狙撃銃型のデバイス!?」

　リゼットが走りながら叫ぶように言う。

「たぶん……魔王の手先」

　路地裏に逃げ込み、イリスの後を追って奥へ進んで、ようやく一息つける場所にたどり着く。

「情報ダダ漏れな可能性が否めないんじゃないかこれ!?」

　将まさ人とはイリスの後ろを追いかけながら、アイリ、リゼット、クレスを引き連れて路地裏を逃げ回っていた。

「問題ない……想定の範囲内……僕達は別ルートで会合場所へ向かうだけ」

　先頭を走るイリスは息も切らさずに曲がりくねった路地裏を走っていく。

　横幅は２メートルほどしかなく、ゴミ箱やら排水管やらホームレスやらでごちゃごちゃとしている路地裏を、イリスは軽々と障害物を避よけながら進んでいく。

　後続の将人達は障害物に時折衝突しながら進むしかなかった。

　といっても最初に将人がぶつかるため、後ろの三人に被害が及ぶことは無いのだが。

　気づかぬうちに将人だけ身体からだ中痣あざだらけだった。

「最近路地裏ってシチュエーション多すぎなんだよ……！」

　いつからこんなに日陰者になってしまったのだろう。

　しくしくと涙を流す将人の後ろを走るアイリとリゼットは、将人がぶつかって散らかしたゴミ箱やらをひょいひょいと飛び越えてついてくる。

「あいつら、ピンポイントで冥めい王おうと桐き生りゆうを狙ねらってきたわよ」

「恐らく、魔王の手に落ちた元ローグの処刑人達でしょう。ローグカンパニーは銃型のデバイスを使用する者が多かったですから」

「じゃあ魔王は王の会合のことに気づいてるってこと？」

「わかりません……それは冥王に聞いてください。想定の範囲内と言う割にはあまりスマートではありませんし」

　リゼットがイリスの背中に疑惑のまなざしを向ける。

　リゼットとアイリが現状について会話をしているその後ろにはクレスの姿があった。

「ぜぃ……はぁ……はひぃ……ふひぃ」

　因子フアクターのパラメーターに身体強化ＳＴＲも感覚強化ＡＧＩも備わっていないクレスは、素の運動神経も最悪だった。

「もうちょっとがんばんなさいよ似え非せ勇者！　あんたのせいで遅れてるんだけど!?」

「あひぃ……よ、鎧よろいが重いのだぁ……仕方あるまいっ」

「脱いだらどうですか？」

「うひぃ……ク、クレスに、すっぽんぽんになれというのかーっ？」

「「──なんでまだ下に着てないの!?」」

　二人の小気味よいツッコミを耳にしながら、将人は角を左に曲がったイリスに従って道を曲がる。

　だが、曲がった直後に待ち構えていたのは袋小路だった。

「い、行き止まり!?」

　その袋小路の横幅は広いが、あるのは５メートル以上の壁とゴミの山だけだった。

　イリスの姿は無かった。

「──やられた！　やっぱり冥めい王おうなんて信じたらダメだったのよ！」

「将まさ人とさんは下がってください……！　因子フアクターはなくても、戦闘慣れしている私達なら多少の時間稼ぎができるはずです！　隙すきを見て逃げてください！」

　アイリがデバイスでもなんでもないセラミック製のナイフを引き抜き、リゼットは古びた９ミリ拳けん銃じゆうを構えていた。

　二人の勇敢さは讃たたえたいところだが、因子フアクターを持たない女の子二人に守られるほど、将人は男としてのプライドを持っていないわけじゃない。

「俺の鎖は防御だけなら最強だ……時間稼ぎなら俺の方が向いてる」

　将人達が来た方向から無数の足音が聞こえてくる。将人達を狙ねらう追手であるのは間違いないだろう。

　将人が腕に鎖を巻き付けて前へ出ようとした、その時。

「貴様らは先に行け。ここはクレスが食い止める！」

　最後にクレスが剣を構えて前へ出た。

「「「「…………」」」」

　全員揃そろって前へ出てしまった。

　将人がクレスの頭を鷲わし摑づかんで後ろへ下がらせようとする。

「い、痛いぞ！　頭を摑むな覇王！　クレスはお前達よりも防御力も攻撃力も高いのだぞ！」

「かっこつけてる場合かっ！　いいから他の三人で肩車でもなんでもして、その壁越えろって！」

「桐き生りゆうこそ何で前に出てくんのよ！　あんたが死んだら元も子もないんだからね!?」

「将人さんは鎖で壁を越えてくださいっ。あなた一人ならなんとかなるでしょうにっ」

　こんな非常時なのに、誰が足止めするかでもめ始める。

　そうこうしているうちに、路地裏の角を曲がって追手がやってきた。リゼットの予想通り、スーツ姿の元処刑人だ。

　四人でもみくちゃになった状態で敵と鉢合わせ。

　将人達が対応できるはずもなく、敵が銃を向けてきたその瞬間──空から紫の蛇の雨が降り注いだ。

　ボタボタという感じで、空から蛇が降っている。

　蛇は敵の腕や首筋に巻き付くと、口を開いて牙きばを皮膚に突き立てた。

　叫び声とともに、敵がのたうち回りながら路地裏の向こうへ逃げていく。

　啞あ然ぜんとしながら、将まさ人と達は上を見た。

　ビルとビルの間の空間に、紫の蛇を蜘く蛛もの巣のように張り巡らせて、イリスがいた。

　イリスは一匹の蛇をロープにして、スルスルと将人達のところへ降りてくる。

「ごめん……すぐに上に引き上げてあげられたんだけど……なんか、見てるのが面白くって助けるのが遅れたよ……」

「面白がるなっ、こっちは必死なんだっ」

「君、今までよく生き残ってこれたね……」

　イリスがデバイスの蛇の頭を撫なでながら、無表情に将人を見つめる。

　イリスの冥王因子ハデス・フアクターはそこそこ使い勝手が良さそうだ。デバイスの《冥府の蛇リビングデツド》の挙動はいまいちわからないが、イリスの意思に従って動いているようだし、蜘蛛の巣のように張り巡らせたり、生き物のように自立して動いたり、汎はん用よう性せいが高そうだった。

　イリスは蛇をロープのように使って将人達を引き上げて、壁を越えさせる。

　壁の向こう側には路地裏が続いていたが、少し雰囲気が違っている。滅めつ多たに人が入ってこないのか、ゴミもなく閑散としていた。

「外郭アウトサイド、特に増改築を繰り返していた旧市街にはこういう構造の路地裏が多くある……袋小路に見えても先があったり、建物と建物の隙すき間まにぽっかりと開いた空間があったり……敵を撒まくのに重宝する。こっちだよ……ついてきて」

　将人達はイリスのあとに続いて歩き始めた。

　イリスの言う通り、ここにある建物は増改築を繰り返していたのか、元よりも高くなっているアパートやビル、部屋を無理やり増やしたせいで壁が凸凹になっている建物がたくさんある。

　そのせいか、将人達が歩いている路地には日の光が余計に入りづらかった。

　あまりに暗いので、イリスが蛇を出現させて、口元に紫色の光を宿らせてランプの代わりをさせていた。

「便利なもんだな。『王の因子』ってどうやったらそんな風に成長させられるんだ？」

「成長なら君の覇王因子ヴアンキツシユ・フアクターだってもう経験しているはずだ……君が殺人鬼因子ブギーマンズ・フアクターの少女と戦っていた時に目覚めた力はその産物」

「ああ……確かにそうだけど、きっかけがいまいち判然としなくてな」

「僕もよくわからないけれど……成長した時に存在が冥めい道どうに近づいたためという文字が網膜の説明書に映された……だから個別に『王』として正解とされる判断と行動をすると、成長するようにプログラムされているんじゃないかな……」

　イリスの言葉を聞いて、将人も思い出した。

　ノアとの戦いの最中、リゼットとアイリを守りたいという強い気持ちと……。

　奪われるくらいなら奪うという、強い意志を抱いた。

　同じように、クレスとの共闘の際にパラメーターの精神強化ＭＮＤがわずかにではあるが強化されたこともある。

（……経験値っていうよりは心構えに影響されるのかな？）

「僕の《冥府の蛇リビングデツド》は死体を弄いじるのがメインの使い方だけど、《冥府の霧アナザーヘヴン》は生物の死体を別の形、エネルギーに変化させられる。この灯あかりはこの前埋葬した人の一部を光のエネルギーに変換しているの。因子フアクターが成長した切っ掛けは……正直、あまり話したくはないな」

　話したくないと言われてしまえば、それ以上突っ込んで聞こうとは思わなかった。

「それにしても、俺に自分の因子フアクターをそんなに詳しく話していいのか？」

「構わない……僕も君の因子フアクターについては監視してだいたい知っているからね。それに、知っておいた方が、使った時にショックを受けずに済むはずだから」

「…………」

　ショック……因子フアクターの性能からだいたい想像がつくので、将まさ人とは深く追求しないことにした。

　将人達はそのまましばらく路地裏を歩き、廃ビルの一室にたどり着いた。

「ここで夜まで待とう」というイリスの提案に従い、将人達は休憩することにした。

　ボロボロのソファに腰掛けながら、ローブのフードを取って一息吐つく。

　会合場所への集合時間は深夜だ。あらかじめ敵の襲撃を予想してのことだったのだろう。すでに外郭アウトサイドの一部は魔王の手に落ちており、魔王軍は招かれざる者達に次いで巨大になっている。攻め込まれこそしないものの、フリークス・パラダイスの周辺に魔王軍の勢力がいても不思議ではなかった。

　会合の情報が漏れているかどうかはわからないが、いずれにせよ引き返すわけにはいかない。

　イリスは壁際の床に、目を閉じて座っている。

　クレスはさっきからずっと将人の横でひもじそうにお腹なかをさすっており、リゼットは窓際のブラインドから敵に監視されていないかどうかを探っていた。アイリは将人の横に座っている。

　本当はアイリ達を連れてくる気は無かったが、彼女らは半ば無む理り矢や理り同行してきた形だ。

　一番心配なのはアイリだった。

　これから会いに行く連中の中に、雑伎団サーカスの女王がいる。

　二か月前まで雑伎団サーカスに所属していたアイリにとっては、自分を捨て駒ごまにしたかつてのボスだ。

　そんな奴と顔を合わせるとなれば、心中穏やかではないはずだった。

　覇王因子ヴアンキツシユ・フアクターが覚醒した翌日、因子軍ギアフアクターズに情報を流した奴を探すために、望もち月づき学園の保健室に出向いた時、雑伎団サーカスの団員が襲ってきた時のことを思い出す。

　女王の名が出た時のアイリの怯おびえようは、見るに堪たえなかった。

　将まさ人とが横に座るアイリの顔色を覗うかがっていると、視線に気づいたのか、アイリが怪け訝げんそうな顔を将人へ向けた。

「何よ、じろじろ見て」

「……平気か？　フリークス・パラダイスを出てから、ずっと顔色が悪いぞ」

　上う手まい言葉が見つからなくて、実にストレートな心配の仕方をしてしまう。

　アイリは将人の気遣いに苦笑してみせて、ソファに座りながら足のつま先をぴんと伸ばした。

「余計な心配してんじゃないわよ。あたしなら大丈夫。女王に会うくらいどうってことないわよ」

　アイリはいつも通りの強気な態度だったが、さすがに将人にだって無理をしていることぐらい察しがついた。

　ソファに置かれたアイリの手が、微かすかに震えている。

　アイリは震えをごまかすように拳こぶしを握って、少しだけ下を向いた。

「……まあ、その……二度目にあんたの奴隷になるって決めた時から、自分の中で決着つけなきゃいけないことだって思ってたしね。あたしの中に女王への恐怖が根付いてるのは事実だし」

　横を向いて恐怖を押し殺そうとするアイリの肩に、将人が手を置く。

「一緒に連れて行く以上、お前に怖い思いをさせるつもりはねぇよ……お前は俺との契約を絶対に果たすって言ってただろ、俺も同じだ」

「……桐き生りゆう」

「奪ったものは全力で守る。それが俺の流儀だ」

　将人の言葉に、アイリは少しだけ瞳ひとみを揺らした。

　だが、すぐにこちらをからかうような笑みを向けてきたので、将人は慌てて肩から手を放した。

「かっこつけちゃって……似合わないっつーの」

「……う……か、かっこつけさせろよ、こんな時くらい」

「タイミングはよかったのにね～。残念ながらそういうのはもっと力つけてから言わないとかっこつかないわよ～、へたれ覇王さま～」

　口元に手を当てながら、身体からだを乗り出してアイリが顔をのぞき込んでくる。

　的を射すぎた指摘に、将人は目をそらしてバツが悪そうに頰ほおを指で搔かいた。

　そんな将人を見て、アイリは目を細めて、柔らかく、優しく笑う。

「でもまあ……あんたのそーゆーとこ、嫌いじゃないわ。好きでもないけどさ？」

「……うぅ」

「…………あんがとね、桐き生りゆう」

　耳元でささやくように、アイリが礼を言う。

　鼻先に触れた金色の髪から、果実のような甘い香りがして頭がくらついた。

　キスでもされそうな雰囲気で一瞬ドキッとしてしまったが、すぐにアイリの顔が離れたことで、将まさ人とは正気を取り戻す。

「話すのも嫌かもしれないけど、女王について知っていることを教えてくれると助かる。会う前に知っておいた方がいいだろうしな」

「……そこまで詳しくは知らないわ。でも、とんでもないサディストなのは確実。相手をひれ伏せさせることに喜びを感じるタイプの人間よ」

　なんて名前通りな王なのだろう、と将人は思った。

　アイリもどことなく馬鹿にしたような口調だ。

「プライドが高くて、自分より上の存在を絶対に許さない。そのくせ用心深くて臆おく病びよう……性格はそんなとこね」

　ただ、とアイリは付け足して、目を鋭く細める。

「『女王因子クイーンズ・フアクター』の力は本物。わかっていることは少ないけど、相手の因子パラメーターを下げることができるのは間違いないわ」

「パラメーターを下げる……？」

「そう……デバイスの形は鞭むち。威力は普通の鞭なんだけど、あれで打たれる度に、こっちのパラメーターが下がるの」

　アイリは自分の肩を抱きながら、下唇を嚙かんだ。

「暗殺者因子アサシンズ・フアクターに目覚めた後に雑伎団サーカスを抜け出そうとしたんだけど……捕まって一日中鞭で打たれたことがあるの。その時、あたしのパラメーターを全部下げられて、丸裸にされた」

「…………」

「一度下げられたパラメーターは、女王がデバイスを消すか、女王が許さない限り元に戻ることがないの……だからあたしは女王に二度と逆らわないことを誓わされた。そこからは……もう知ってるでしょ」

　アイリはその後、雑伎団サーカスの団員として訓練を受け、暗殺者として仕立て上げられた。その訓練がどれほど過酷なものだったのかは知らないし、今は聞くつもりもない。

　王の連合を作ると言った時のアイリの取り乱しようは、将人を止めるためだけではなかったはずだ。

　女王と手を組むということは、アイリからすれば以前に自分を縛り付けていた暴君と手を組むということ。それがどれほど恐ろしく、屈辱的なことなのかを、将まさ人ともわからないわけではない。

　だが、それでもアイリは王の会合に一緒につれていけと言った。

　彼女にも思うところがあるのだろう。

　深くは追及するつもりはなかった。

「女王も厄介ですが、英雄も同じくらいに危険人物ですよ」

　リゼットが将人の元まで歩いてきて、腕を組みながら英雄について語り始める。

「革命軍……弱者が正当な権利を得るための戦いを続けている彼らは、同じ志を持つ同志としかまともにコミュニケーションを取ろうとはしません。一般人の犠牲を厭いとわずに因子軍ギアフアクターズへのテロ活動を行い、どれだけ人が死のうとも『自由のための尊い犠牲』として切り捨てます。そんな彼らを扇動しているのが、英雄です」

「独善的……って言葉で片づけるには、あまりに過激だな」

「ええ。外郭アウトサイドの住民からすれば、厄介さのレベルは革命軍も因子軍ギアフアクターズも同じです。英雄の人格は、彼らの活動を鑑かんがみれば容易に想像がつきます」

　愚直に前だけしか見ず、何を言ってもこちらの話を聞こうとしない悪い意味での熱血漢が頭に浮かんだ。

「『英雄因子ヒーローズ・フアクター』の性能はわかるか？」

「詳しくは知られていませんが……女王とは逆、つまり他者の因子パラメーターを上昇させる性能を持っていると噂うわさでは言われています」

　リゼットの話を聞いて、将人は膝ひざの上に両肘ひじをついて、手を組んで顎あごを乗せた。

　女王も英雄も、相手のパラメーターを意のままに操る。

　自分の覇王因子ヴアンキツシユ・フアクターと同じように単独での戦闘能力は低そうだが、まだはっきりとしたことはわからない。戦いになった時の対策を練ろうにも情報が足らなかった。

　と、そこでアイリが壁際で目を閉じているイリスを睨にらんだ。

「ちょっとあんた、さっきから黙ってるけど、本当に他の王は会合に現れるんでしょうね？」

　アイリの問いかけに、イリスは目を閉じたまま身じろぎ一つせずに口を開く。

「さあ……確かに言こと伝づては送ったけれど、彼らがこちらの要求に応じるかどうかはわからない」

「何よそれ、ずいぶんと無責任ね。ここまでくるのにだって一苦労だったし、何かの罠わなだったら承知しないわよ？」

「僕が覇王に頼まれたのは他の王へ呼びかけることだけ……結果がどうなろうと、非難される謂いわれはないよ。それに僕は連合には反対なんだ……今回の会合は覇王に一任してる」

　不服そうにするアイリを無視して、イリスは再び黙りこくった。

　アイリの言う通り、他の王が集まってくれるという保証は無い。

　だが、こちらから歩み寄るのだ。話を聞いてくれるにしろ、好機とばかりに攻撃を仕掛けてくるにしろ、会合場所へやって来る可能性は高いと将まさ人とは見ている。

「ふっふっふ……たとえ他の王がカイゴーにやってこずとも、案ずることはない」

　と、真面目まじめな話の間中、ずっと所在なさそうに黙っていたクレスが立ち上がり、部屋の真ん中に立った。

　そして、勇者の剣、ブレイバーを出現させて天井高く掲げる。

「この勇者の剣、ブレイバーがあれば王の居場所なんか簡単にわかるのだ！　たとえ他の王共が会合に来ずとも、探し出して一網打尽にすればいい！」

　フッハハーという、どことなく悪役っぽい笑い声を上げながらクレスが胸を張る。

　イリスは無視。将人は目を糸のように細め、アイリとリゼットはジト目を向けた。

「一網打尽って……ノア以外だとあんたしか桐き生りゆうの奴隷はいないんだし、どうやって戦うのよ」

「ふふぅ、貴様はクレスの最終兵器、ラストブレイバーを知らんのか？　正義の巨大ロボのハウリング──」

「チャージに20秒、出現させていられるのは10秒なんでしょ？」

「う……ぐ、そ、そこはクレスと覇王が手を組めば解決だッ」












「ふぅん。じゃああんた自分から性感帯を桐き生りゆうに触らせるわけだ」

「はぅ!?」

　クレスが顔を真っ赤にして首もとを手で隠そうとする。

「王の居場所がわかると言っても勇者因子ブレイブ・フアクターの性能はアバウトですからね……外郭アウトサイドは地下や路地裏も多いですし、距離と方角がわかった程度ではどうにも……」

「な、なにもできないよりいいだろー！　ほら見ろー今だってほら！　ぴっかぴっかだぞー！」

　プンスカしながらクレスが剣を光らせる。覇王色と冥めい王おう色、つまり金色と紫色に光らせまくっていた。

　サングラスがほしいくらいに光り輝いている。

「ギャー！　何をやっているのですかあなたはー！」

「外に光りが漏れて居場所がバレるでしょうがー！」

「だまれー！　クレスは貴様らと違って役立たずなんかじゃないぞー！」

　アイリとリゼットが剣を光らせるのを止めようとクレスに飛びかかり、身を隠しているはずなのに部屋が騒がしくなる。

　将まさ人とは顔を引きつらせながらも、三人のやりとりにほどよく和まされていた。

　正直、これから始まる会合への緊張感を和らげてくれるのはありがたかった。

（……絶対に成功させなくちゃならない……今の魔王に立ち向かうには、たぶんこれが最善の方法だ）

　恐怖による支配で道化ピエロ達を操る『女王』。

　力を与え扇動により同志を導く『英雄』。

　死を操り、死そのものを生きるための手段に変える『冥王』。

　そして、人としての尊厳を奪い、因子フアクターを持つ者を奴隷として使役する『覇王』。

　人格はどうであれ、単純に四人が力を合わせれば、立ち向かえるはずだ。

　持つ者から力を強奪し、持たぬ者へ与えることのできる『魔王』に。

　希望的観測かもしれないが、１％でも可能性がある限り、王達の会合を開く価値はあると将人は信じていた。

　プランと呼べるほどのものもない。

　今は争うのではなく手を組むべき時だということを必死に伝えるだけだ。

　でももし、他の王達がそれだけで納得ができなかった場合は、

（……その時は、力を示すしかない）

　それは賭かけと言ってもいい手段だった。

　将人に残された最後のカード。

　コントロールできない、最強の奴隷。

　その存在に懸ける以外に無かった。






FourthEncounter　王の会合






　深夜０時丁度。

　場所は外郭アウトサイド南西部に位置する荒廃が進んだ場所だった。

　別名、『クズ溜ため』。

　内郭インサイドから不法に遺棄されたゴミが集まる場所であり、外郭アウトサイドにおいての最底辺層の人々ですら生活するのを拒むほどに汚れた場所だった。

　クレス・バーンフィールド、もとい丸まる山やま園その子この故郷である。

　クレスも、「何な故ぜよりによってここなのだ」とムスッとした顔で呟つぶやいていたが、密会に最適な場所であるのは事実だった。

　夜は危険なため、ゴミ漁あさりをする人々はほぼ昼間に活動する。

　夜にここにくるような人間は、死体を捨てにくる者か、闇やみ取引を行いにくる者だけだ。

　そんな、人が滅めつ多たにこないクズ溜めにて──

　──現在、外郭アウトサイドの三大勢力の長おさが勢せい揃ぞろいしていた。

　将まさ人と達から見て右側に陣取っているのは、雑伎団サーカスの異様な外見をした道化ピエロ数十名を引き連れた女王。

　わざわざ持ってきたのか、豪ごう奢しやな椅い子すに腰掛けて片手に煙管きせるを持ち、洋扇で口元を隠しながら余裕そうに目元に弧を描いている。

　見た目は、まさに女王という感じだ。

　露出の高いぴっちりとしたドレスの、ブロンドの女性である。

　左側に陣取っているのは、英雄軍の同志数十名を引き連れた英雄。

　厳いかめしい面構えで腕を組み、仁王立ちする同志達の真ん中で、旗を地面に立てながらこちらを睨にらみつけてくる少女がいた。

　意外や意外、英雄もまさかの女性である。

　年も若そうだが、眉み間けんに皺しわの寄った相そう貌ぼうと痛々しい顔の痣あざのせいもあって、手に持った赤い旗を象徴するかのような革命家の様相をしていた。

　そして将人の隣には冥めい王おう、イリスが静かに立っている。

「…………（ごくり）」

　プラス、ひよっこ覇王。

　引き連れているのは因子フアクターを持たない女の子二人と、自称勇者で戦闘力皆無な痛い子が一人。

　見た感じ一番貧弱である。

　雑伎団サーカス、革命軍、招かれざる者達のトップが一カ所に集まり、三つどもえ状態で睨み合っているこの状況がいまだかつてあっただろうか。

　魔王以外の王が全員集合。

　誰かしらボイコットすると予想していたが、全員、１分たりとも遅刻することなく、時間通りにやってきてくれていた。

　これも冥王であるイリスが呼びかけたおかげだろう。

　滅めつ多たに自ら行動を起こすことのない冥王が動いたとなれば、彼らも動かざるを得なかったのだ。

「……それでぇ？　こんなゴミ溜ためにまで呼び出すなんて、どういうつもりかしらぁ、め・い・お・う？」

　女王が洋扇をたたみ、紅色の唇を月のように歪ゆがめた。

「わらわを呼び出したのは、それ相応の理由があるからなんでしょぉ？　ほらぁ、来てやったから言ってみなさいな～」

　脚を組み替えて、女王がイリスの顔を嘲あざけるような目で見つめる。

　想像以上に口調から何まで女王だった。というか女王様だった。

　他の王を呼び出した冥王に注目が集まっていることを察して、将人が会合が自分の提案だと言い出そうとした時、英雄が赤旗を地面に打ち付けた。

　ガツン、という重い衝撃音が響き、全員の視線が英雄に集まる。

「──用件をお聞かせ願おう。自分は因子軍ギアフアクターズ、魔王軍との戦いで忙しい身だ。穴蔵で縮こまっている諸君らに時間を割く余裕は無い」

　帽子をかぶった黒髪の少女、英雄は冷たい瞳ひとみをイリスへ向けながら言った。

　口調も相まって、気が強く使命感に燃えていそうなタイプだ。

「いかにも！　我ら革命軍は血戦の最中である！　貴様ら愚ぐ昧まいなる王共に我らの血戦を邪魔立てする権利などぬぁいのだ！」

「左様！　同志英雄の寛大さをありがたく思うがいい！　ここで貴様らを討たぬのは慈悲である！」

「わかったらさっさと用件を言えぇい！　５秒で言え！」

　おまけに周りの革命軍の同志達がやたらと吠ほえていた。

　後ろのギャラリーも「そうだそうだ」と囃はやし立たてる。

　なんというか、声も顔もうるさい連中だった。

　やはり女王と英雄はこの会合の主催者がイリスだと思っているらしく、将まさ人とがますます前へ出づらくなってしまった。

　と、そこでようやくイリスが動いた。












　一歩だけ前へ出て、閉じていた瞼まぶたをゆっくりとあげる。

　そして、手を上げて指先を──将まさ人とへ向ける。

「僕じゃなくて、彼が主催者だ」

　ものすごくストレートにそう言って、

「……僕からは以上」

　イリスは下がった。

（もうちょっとフォローしてくれても……）

　だが、話し合いは任せろ（キリッ）とか言ってしまった手前、文句は言えなかった。

　女王と英雄の視線が将人へ移る。

　そして、

「「…………」」

「……俺は──」

「「誰だお前」」

　どんな言葉よりも辛しん辣らつな一言だった。

　誰だお前って。

　英雄はともかく、女王は刺客も送ってきたのに、誰だお前って。

　二人とも見知らぬ少年の登場を怪け訝げんそうにしていたが、女王の方が将人の後ろに立つアイリの姿に気づき、目を見開いた。

「──あら？　まあまあ、まあまあまあまあまあ！　あなたアイリじゃない!?」

　女王が洋扇を煽あおぎながら立ち上がり、ハイヒールの踵かかとを鳴らしながらこちらへやってくる。

　嬉うれしそうな笑顔で近づいてくる女王に、アイリは一瞬にして顔を青くした。

「あなたどうしてこんなところにいるのぉ？　ずっと探してたのよあなたのことぉ。一言連絡があってもよかったんじゃなぁい？」

　眉まゆをハの字にして、女王が腰をくねらせる。

　保健室で襲ってきた刺客は言っていた。

　女王はアイリを捨て駒ごまにした、と。

　女王に近づかれたアイリは、何か言葉を返そうとしていたが、肩を竦すくませて固まってしまう。

　口を開いても声が喉のどで詰まって出てこないようだ。

「どうしたの、わらわの可愛かわいいアイリ。何か言ってごらんなさい？　あなたの可愛いらしいスズメのような声を聞かせてちょうだいな」

「……ぁ……っ」

「何をそんなに怯おびえているの？　聞きたいことがあるだけなんですから、怯える必要なんて無いのよ～？」

　子供を安心させるような優しい表情で、背の高い女王はアイリの顔を覗のぞき込こむ。

　アイリの目は完全に泳いでおり、膝ひざが笑っていた。

　にっこりと微笑ほほえむ女王は、小さく首を傾かしげた。

　そして、

「ところでアイリ──あなたどうして生きているの？」

　笑顔のまま、そう問うた。

「わらわは団員に命令したはずなのよ……あなたの幼おさな馴な染じみのスミレに、あなたを殺せってね？　なのにどうしてアイリが生きているのかしら？」

「ひっ……ぅ……」

「わからないわぁ。スミレには会ったのよねぇ？　会ったのなら、わらわの意向をアイリは知っていたはずよねぇ？」

「……ぅぅ……」

「知っていたならどうして自殺しないの？　答えなさいアイリ。何な故ぜなのかしら」

　表情は笑顔を保ったまま、女王が目を見開く。

　その嫌に丸い瞳ひとみはどす黒く、殺意に濁っていた。

「答えられないなら──お仕置きでいいのねぇ？」

　目が細まった瞬間、女王の右手に赤色の粒子が収束する。

　粒子は細長い紐ひものような形に変形し、女王が手に持つと弧を描いて撓しなった。

　鞭むちだ。

　女王が手に持った鞭を大きく振りかぶる。

　ピシャンという音を立てて地面を打った直後、振り下ろされた鞭が真まっ直すぐにアイリの脳天めがけて襲いかかった。

　───バシィン！

　だが、鞭はアイリに届くことはなかった。

　腕に鎖を巻き付けた将まさ人とが、鞭を受け止めたのだ。

　鞭が鎖に守られた将人の右腕に絡みつく。

「……桐き生りゆう」

「アイリ、下がってろ。リゼットとクレスもだ」

　腕に鞭と鎖を巻き付けたまま、将人は女王と対たい峙じする。

　女王の鞭はミシリと音を立てて腕を締め付けたが、将人のパラメーターに変化は無い。女王因子クイーンズ・フアクターには相手のパラメーターを下げる効果があると聞いていたが、どうやら本人に直接攻撃を当てなければ効果を発揮しないらしい。

　読みが当たったわけではない。

　とっさに身体からだが動いただけだったし、防げるかどうかも賭かけに近かった。

　将まさ人とは女王を睨にらむ。

　対する女王は、まるでゴミでも見ているかのような目を将人へ向けていた。

「あんたと今ここで戦うつもりはない。デバイスを引っ込めてくれると助かる」

「……ああ、お前が覇王だったの？　あまりに存在感がなさ過ぎて冥めい王おうの小間使いかと思ってしまったわ。どうりでアイリを連れていたわけねぇ」

　こちらの要求を吞のむつもりはさらさら無いらしく、女王は鞭むちを消したりはしなかった。

「アイリは最初から最後までわらわの所有物なの。あなたに譲った覚えはないんだけれどねぇ？」

「アイリは俺の仲間だ。悪いが、もうあんたのものじゃない」

「奴隷の間違いでしょうに」

　女王は将人を鼻で笑い、アイリへ微笑ほほえみを向ける。

「可哀かわい想そうなアイリ。覇王の奴隷なんて……こっちへいらっしゃいな。お前の居場所はわらわの腕の中だけなのよ」

「……っ……！」

「お前の生も死も、わらわのもの……そう誓ったでしょう？」

　アイリは将人のすぐそばで動けずにいた。












　表情は女王の言葉を否定しようと必死だった。

　でも、できない。

　女王の呪じゆ縛ばくを否定してやるつもりで来たのに、いざ目の前にすると逆らえなくなる。それは女王の因子フアクターの力ではなく、長年染みこまされてきた恐怖の記憶だった。

　抗あらがえない。

　アイリの瞳ひとみが涙に濡ぬれて、雫しずくが落ちそうになった、その時。

　アイリの肩を、将まさ人とが片腕に抱いた。

「アイリはもう俺が奪ったんだ──何があろうとあんたに返すつもりは無い」

　真剣な表情で、真まっ直すぐに女王を見つめながら将人は言った。

　片腕に抱かれながら、アイリは呆ほうけた顔で将人の顔を見上げていた。

　その頰ほおは、ほんのりと赤みを帯びている。

　女王の頰がぴくりと痙けい攣れんする。

　鞭むちを持つ手に力がこもったのを感じて、将人は息を大きく吸い込んだ。

「──俺は覇王！　桐き生りゆう将人だ！」

　そして、勢いに任せて吠ほえるように名乗りを上げた。

　迫力に圧おされて、その場にいた全員が将人を見る。

　アイリ、リゼット、クレス……イリスまでもが、驚いて目を見開きながら将人を見ていた。

　覇王を名乗ったのはやけくそだ。

　こうでもして注目させないと話を聞いてもらえない。

　将人はもう一度肺にゆっくりと空気を送り込んだ。

「冥めい王おうに頼んであんた達をここに集めたのは俺だ。だから少しでいい、俺の話を聞いてくれ」

　声を抑えながら、頭は下げずに皆に頼む。

　その場にいた全員が、黙って将人に耳を傾けた。

「魔王が外郭アウトサイドの勢力バランスを脅かしている。今の状況は、ずっと外郭アウトサイドを支配してきたあんた達にとって面白くないはずだ。内郭インサイドにいた俺も、奴に家族を人質に取られた。だからなんとしても魔王から取り返さなくちゃならない」

　まずは自分の状況も踏まえて、手を取り合えるという可能性を示すべく、将人は淡々と話す。

「つまり俺達には共通の敵がいるってことだ」

　と、将人が言うと、女王が突然吹き出した。

　そして将人を嘲あざけるように、くすくすと笑う。

「何を言い出すかと思えば……つまりわらわに、お前達と手を組めと言うのね？」

「……ああ。王で連合を組みたい」

　将まさ人とが本題に入ると、女王は洋扇を勢いよく畳んで声高らかに笑った。

「アッハハハハハハハ！　これは愉快だわぁ！　王の連合？　内郭インサイドのお坊ちゃんらしい突拍子もない発想だわねぇ」

「じゃあなんでここに来た。あんた達だって、呼び出された時に連合の話が出ると予想していたはずだ。力を合わせることを期待してここに来た、違うか？」

　笑われても動じずに、将人は女王に問うた。

　女王は将人のそばまでくると、腰を曲げて将人の顔を覗のぞき込こむ。

　そして、煙管きせるの煙を深く吸い込み、彼の顔へ吹きかけた。

　黒く濁った瞳ひとみで将人を嘲あざける。

「童わつぱが吠ほえるな──雑伎団サーカスはわらわの所有物、余興の座にて戯れる可愛かわいい子らよ。お前如ごときに手綱を引かれる謂いわれは無いわぁ」

「っ、別にあんたから雑伎団サーカスを奪おうってんじゃ──」

「──もう奪ったでしょお？　わらわの可愛い可愛いアイリを」

　女王が煙管の火種を地面に落とす。

　瞬間、クズ溜ためのゴミ山の中から、数多あまたの道化ピエロの影が姿を現した。

「確かに連合の話が出るのは予想できていたけれどぉ、受け入れるつもりなんて初めからあるわけないじゃなぁい？」

「今ここで俺達が争い合ったところで何の意味がある？」

「意味ならあるわ……だってお前のような何の力の無い駄王と組むより、この方が面白いでしょ？」

　将人は絶句し、表情に怒りをにじませた。

「面白いってだけの理由で殺し合うっていうのか……!?　そんなくだらねぇもんのために──」

「──くだらないですって？　ひねりつぶすわよ駄王」

　女王のこめかみに、青白い血管が浮かび上がる。

　将人以上の怒りをもって、女王は彼を睨にらみつけていた。

「雑伎団サーカスが殺しの依頼を受ける時、シチュエーションを重視する理由がわかる？　それは依頼人を楽しませるため。道化ピエロは人を楽しませるために存在するからよ。でも、本当の理由は別なの」

「…………っ」

「雑伎団サーカスが殺しをエンターテイメントに仕上げるのは、女王であるわらわがこの世界を誰よりも楽しむため。女王っていうのはねぇ、誰よりも上に立って高笑いしてなくちゃいけないの。そう在あることを、わらわの『王の因子』が求めるの。そしてわらわはそう在るべくして生まれ、そう在ありたいと願い、成るべくして成ったのよ」

　自分の存在に酔うように、女王は胸に手を当てる。

「言うなれば雑伎団サーカスの在り方はわらわの女王としての存在意義であり誇りなの。わらわの矜きよう持じを、王としての自覚のない駄王にくだらないなんて評されたくはないわぁ」

　女王が黒い瞳ひとみで将まさ人とを睨にらむ。

　根本的に考え方が将人とズレている。

　だが女王は、その血塗られた誇りとやらに本気で心酔しているようだった。

　女王である自分を崇拝し、女王である自分を愛し、敬う。

　そして、世界を自分にとって面白くすることを生きがいとしていた。

　狂っている。自分にとっての快楽のために、自分が女王であるために、連合に加わることを拒否するなんてことを将人が理解できるはずがなかった。

　将人が奥歯を嚙かみしめた時、今まで黙っていた英雄がもう一度旗を地面に打ち付けた。

「覇王、君の提案は相わかった。自分はその提案を受け入れる」

　その一言に一瞬希望を抱いた将人だったが、英雄は胸の前で腕を組み、将人へ向かって仁王立ちした。

「ただし！　君が我ら革命軍の同志となればの話だ！　我々はいつでも同志を歓迎している！　それがたとえ『王の因子』を持つ者であろうとも、志を同じくするのであれば仲間だ！　共に因子軍ギアフアクターズと戦おうではないか！」

　言葉だけ受け止めれば好意的だが、微妙なズレを将人は感じた。

「今の敵は因子軍ギアフアクターズじゃなくて魔王軍だろ……！　それに俺は革命軍に入るつもりは──」

「魔王軍など因子軍ギアフアクターズ撃滅を阻むただの障害に過ぎない。我々の力をもってすれば、明日にでも殲せん滅めつできよう。それよりも我々が真に敵対すべきは因子軍ギアフアクターズだ！」

「魔王軍に対して革命軍は劣勢なんだろ!?　今は魔王軍に集中して、俺達で手を組んで対処に当たるべきだ！」

　将人の必死の説得に、英雄は怪け訝げんそうに首を傾かしげた。

「手を組む……魔王軍如ごときのために？　それは雑伎団サーカスや招かれざる者達、そして君個人と連合を組むということか？　ただ『王の因子』の力を手に入れただけの君とか？」

　どうやら話の筋をよく理解していなかったらしい。

　勘ぐるに、手を組む＝革命軍に入り同志となるという考えに直結したのだろう。

　将人が肯定を返すと、英雄はふんと鼻を鳴らした。

「で、あるならばお断りする。我々が他の組織と手を組むことはあり得ない。信念が濁るからだ」

「負けたら信念もくそもないんだぞ……！　勝算の無い戦いをして死んだらなんの意味もないだろうが！　手を組めばあんた達の目的を果たすための近道にだってなる！」

「勝算があろうがなかろうが、我らの意志は不滅だ。たとえ死すとも、自由のための戦いに命をささげられれば本望。近道をするつもりなど毛頭ない」

「……っ」

「我らは君達に借りがあるわけでもない。革命軍に入る気が無いのであれば、我らは我らでやらせていただくまで」

　何を言っても無駄だと思わせるほどに、英雄の態度は明確な拒絶を示していた。

　英雄。

　弱者の自由のために戦う戦士達を率い、犠牲を厭いとわず先頭に立って旗を振る王。

　だがその行動理念はあまりに一方通行だった。愚直なまでに前だけを見据えて走るその思考は、将まさ人とには到底理解できない。

　将人は下を向いて、拳こぶしを握る。自分が思っていた以上に、他の王の考え方は常軌を逸している。

　まともじゃダメだ。

　綺き麗れいごとを並べたってこいつらは納得しない。

「俺だって正直、あんたらのことなんかどうでもいい。雑伎団サーカスとか、革命軍とか心の底からどうでもいいと思ってる」

　踵きびすを返そうとしていた英雄が動きを止め、女王が肩をすくめる。

「でも俺にはあんた達の力が必要だ。どうあっても、今の俺じゃ魔王から大切なものを奪い返せない……だからっ」

「「…………」」

「連合でも、同盟でもなくていい……お互いに利用し合えればそれでいい……！　全すべてが終わった後、殺し合うなり闇やみ討ちするなり煮るなり焼くなりお互いに好きにすりゃいい！　でも今は──俺に力を貸せ！　あんた達も俺を好きに利用すればいい！」

　将人は本音でぶつかった。

　王同士が手を組む、連合を作るなんて綺麗な言い方をしたところで無駄だ。

　利用し合う。利害の一致で同じ敵を狙ねらう。

　本当はそれだけでいいのだ。

　将人には外郭アウトサイドがどうなろうと、心の底では知ったこっちゃない。

　今は家族を取り戻すことが最優先だ。

「なるほど、ねぇ。利用し合う……いい響きだわ。それはある意味面白そう。でも致命的に欠けているものがあるのに気づいてるのかしら？」

　女王が将人に絡みつかせていた鞭むちを消し、ひどく冷たい視線を向けてくる。

　英雄も同様に、あきれ返ったように首を横に振った。

「悪いが、君を利用する価値が見当たらない」

「覇王と言っても、戦力になる奴隷がどこにいるの？　お前にわらわ達と張り合える要素がどこにあるのかしらん？」

　二人の指摘に、将まさ人とは愕がく然ぜんとした。

　将人にとって一番突かれたくないところを二人は突いてきた。

　ここにいる王の中で、一番力が弱いのは覇王、将人なのだ。因子フアクターの性能の良よし悪あしではなく、単純な戦力不足。

　王の力は単体ではなく、組織を作ってこそ真価を発揮する。

　力の無い王を利用したところで、彼らにとっては何の意味もない。

　本当は将人にだって唯一といっていい戦力が残っている。

　だが、その戦力を行使するために、覇王としての力を使いたくなかった。

　将人が反論できずにいると、英雄が踵きびすを返した。

「無駄足だったな──同志諸君！　撤収だ！　これより我らは魔王討伐へ出向く！」

　革命軍の同志達が雄叫おたけびを上げる。

　英雄は同志を引き連れてその場から去ろうとした。

　その時、女王が鞭むちで地面を叩たたきつけた。

「待ちなさいな。５代目英雄のお嬢ちゃん」

　５代目。女王は確かにそう言った。

　英雄が足を止める。

「いつの間にかまた入れ替わったのねぇ？　英雄は忙せわしないわぁ、先代はもうくたばったのぉ？」

「……何が言いたい」

「難儀よねぇ、英雄因子ヒーローズ・フアクター。自らの寿命を代償にして他者へ力を与える……そして命尽きる時、別の未覚醒者へ因子フアクターが受け継がれるＥＸＰスキル……《王位継承インヘリタンス》だったかしらぁ？」

　英雄が振り返り、目を細めて笑う女王を睨にらみつける。

「英雄が王を語るのは烏お滸こがましいとは思わなくて？　因子フアクターに選ばれたわけではなく、人が選んだ偽りの王……それが英雄よ」

「因子フアクターが決める王など真の王ではない。王は古来より人が選ぶもの……！　英雄はその真理を体現しているのだ！　因子フアクターにより価値の決まるこの世界を変えることこそが我ら革命軍の為なすべき使命だ！」

「少女を英雄に祭り上げて担ぐようなロリコンどもの使命になんて興味ないわぁ。わらわに言えることは、お前もそこの駄王と同じように未熟ということ……革命軍を潰つぶすならば、今が好機だと思うのは当然ではなくて？」

「貴様……！　自分を侮辱するならまだしも、同志達を愚弄するか！　この程度の戦力で我らをどうこうできると思うな……！」

「アッハハハ！　せいぜいじっくりと味わいなさいな……わらわのもたらす恐怖を」

　女王が英雄を挑発し、もう一度鞭むちで地面を叩たたくと赤い粒子が迸ほとばしる。

　すると道化ピエロ達が不気味な笑みを浮かべてゴミ山から下りてくる。

　同時に、英雄も地面に突き刺した旗をはためかせて白い粒子をまき散らし、同志達の身体からだを包み込ませた。

　一触即発となった状況で、女王がイリスに流し目を送る。

「冥めい王おうも馬鹿ねぇ。こんなところに護衛も無しで単身で乗り込むなんて。女王が直々に、お前を英雄ともども滅ぼしてあげる」

「…………」

「たっぷりと……時間をかけてねぇ？」

　鞭を構え舌なめずりをする女王に、イリスは冷ややかな目を向ける。

　イリスは頭を覆っていたフードをゆっくりと剝はぐと、将まさ人とのところへ歩き出した。

　そして、将人の胸を手で押しのけて、下がらせる。

「やっぱり無理だったね」

「……っ」

「やはり君は、他の王と取引をするには圧倒的に力が足りない」

「…………」

「諦あきらめて……これ以上は無駄な争いを呼ぶだけ」

　イリスは将人から離れると、女王と英雄の下へ向かって歩き出した。

　そして片手で顔面を覆い隠しながら、巨大な蛇、《ヤマタノオロチ》を出現させる。

「あらあら、可愛かわいらしい蛇ちゃんだこと……わらわのペットに丁度よさそうだわねぇ」

　女王は大蛇を前にしても一切怯ひるまずに洋扇を煽あおぐ。

「冥王……人の血肉を食料に偽装し、何も知らぬ弱者へ与える貴様もまた外道！　女王諸もろ共ともこの場で粛清する！」

　英雄もまた、臆おくすることなくイリスへ旗を向けた。

　イリスは二人の王と対たい峙じすると、指の隙すき間まからうっすらと瞼まぶたを開ける。

「僕は君達と争うつもりはない……でも、彼はいまのところまだ僕の身内だからね……掟おきてに従い、守らなくちゃダメなんだ」

　大蛇が紫色の息吹をクズ溜ため全体に吐き出す。

　地を這はうように息吹が広がった直後、クズ溜めの地面のいたるところがカチャカチャと音を立てて盛り上がった。

「この場所を指定したのは、人目につかないという理由だけじゃない……思い出してごらん……君達もよく利用していただろう？」

　イリスの不気味な光を帯びた瞳ひとみが開眼する。

「ここは──僕の領域だ」

　瞬間、盛り上がった地面の中から腐った人型の肉が這はい出でてきた。

　ゾロゾロと溢あふれ出でてくる腐乱したそれは──死体だった。

　女王と英雄が、警戒を露あらわにする。

「確かにここはよく死体が捨てられるものねぇ。考えたじゃなぁい？」

「下げ種すが……！」

「こちらに手を出せば応戦する……できれば引いてほしい。僕は戦いが嫌いなんだ」

　大蛇と死体を従えて、イリスは二人の王の前に立ちはだかる。

　だが、二人の王は引くつもりなど毛頭無いのか、ますます殺気を迸ほとばしらせている。

　イリスは後ろの将まさ人とに気を配りながら、死体達を壁にして将人達を守った。

「君は仲間を連れてフリークス・パラダイスに戻るんだ……僕が時間を稼ぐ」

「俺はまだ諦あきらめるわけには……！」

「僕は諦めてって言ったよ」

　将人に背中を向けたまま、強い語気でイリスは告げる。

　諦めろ。

　諦めてフリークス・パラダイスへ戻り、そこの住人として暮らせと、イリスの背中は言っていた。

　将人は拳こぶしを握って、奥歯を血が出るほどに嚙かみしめた。

　誰が悪いわけじゃない。全部、力の無い自分が悪い。

　英雄はともかくとしても、女王はこのまま将人を逃がそうとはしないだろう。

　戦いに巻き込まれれば、アイリやリゼット、クレスが危ない。

　道化ピエロ達に命令を下し女王が鞭むちをしならせ、英雄は同志を従えて突撃を開始する。

　これ以上、交渉を続けるのは不可能。

　将人は目を瞑つぶり、苦渋の思いで仲間と共に引こうとした。

　その時だった。




「おうおう、見事なまでの不毛な争いだぜ──漁夫の利ってのはこういうことだな！」




　どこからともなく声がして、その場にいた全員が目を見開いた。

　突然の介入者に戦せん慄りつした女王と英雄が足を止めようとしたが、すでに遅かった。

　敵は上から降ってきた。

　酷ひどく錆さびついた、鎖と首輪とともに。




　──カチリ。




　将まさ人とはその光景に目を疑った。

　恐らくクズ溜ために立つ廃鉄塔の上に潜んでいたであろうそいつは、三みつ巴どもえの戦いの中心に降ってきた。

　そして降ってくると同時に女王と英雄、そしてイリスの首に一瞬の隙すきを突いて鎖つきの首輪を装着させてしまった。

　鎖と、首輪。

　錆さびついている点を除けばそのデバイスはまるで、

　──将人の《侵略者の鎖ヴアンキツシユ》そのものだった。

「なっ……なによ……か、身体からだが……うごか……な」

「くっ……これは……どういうことだ……!?」

「……!?」

　戦いを始めようとしていた三人の王が身体の自由を奪われて動揺している。

　華麗に着地を決めた介入者は、コートをひらめかせてニヤリと笑い、どういうわけか最初に将人を見た。

「──よう、桐き生りゆう将人」

「……御み堂どう……光みつ秀ひで……？」

　望もち月づき学園生徒会長。

　魔王の部下である可能性のあった男が、そこにいた。

　頭が混乱する。

　彼が敵である可能性は考慮していた。魔王と同じ能力を持っているのではないかという可能性も危き惧ぐしていた。

　しかし、今奴が行使しているデバイスは──どう見ても覇王因子ヴアンキツシユ・フアクターの《侵略者の鎖ヴアンキツシユ》。

　将人が硬直したのと同じように、王達の部下も突然自分の主が敵の手中に落ちてしまったことに啞あ然ぜんとしていた。

　光秀は直立すると、両手を大きく広げた。

「ほいほい、全員動くなよ。動けばこの三人には即座に自害してもらう。俺の覇王因子ヴアンキツシユ・フアクターは敵の自由を奪って奴隷ちゃんにしちまう力を持ってっからよ。自分のご主人様を失いたくねぇならじっとしとけ～？」

　雑伎団サーカスも革命軍も、自分達の王を人質にとられて動くに動けないでいた。

「…………」

　将人は覇王因子ヴアンキツシユ・フアクターと光秀の口から直接聞いても、信じられるわけがなかった。

　だって覇王因子ヴアンキツシユ・フアクターは、桐生将人の因子フアクターなのだから。

『王の因子』は二つ同時に存在することはあり得るはずがないのに。

　青ざめた顔の将まさ人とに、光みつ秀ひではニヤリと不敵に笑った。

「自分と同じ因子フアクターを持つ奴がいてびっくりしてんのか？」

「……どうして……あんたが……」

「はははッ、安心しろよ、さっきのは冗談だ。同じじゃねぇから」

　光秀が肩をすくめておどけてみせる。

　それはまさしくいつも学園の朝礼でおちゃらけてばかりいた、将人の知る生徒会長そのものだった。

　思わず毒気を抜かれそうになる。

　だが、

「将人さん！　そいつです……！　私達から因子フアクターを奪ったのはそいつです！」

　将人の横でリゼットが光秀を指さしながら叫ぶ。

　指さされた光秀は、にっこり笑いながらリゼットとアイリに手を振った。

　手を振りながら、光秀が将人の方へ歩いてくる。

「その通り。桐き生りゆうがアカネと戦ってる間、隙すきを突いて二人から因子フアクターを奪ったのはこの俺だ。俺のこと魔王だと思った？　思ったよな!?　だってセリフそれっぽく真ま似ねたも～ん！」

　リゼットとアイリを光秀がおちょくる。

　将人はアイリとリゼットが苛いら立だっているのを背後に感じた。

　光秀はすぐに笑みを消し、将人の顔を覗のぞき込こんだ。

「しかし力の使い方が下手くそだな。戦闘能力が無くても俺みたいにやればこうやって王ですら奴隷にできたのに、なんで交渉なんかしてんだ？　奪いたくねぇってか？　それでも覇王か、お前」

「……っ！」

「あんまやる気ねぇならその力──俺によこせよ」

　挑発と同時に光秀は懐から何かを取り出すと、指の間に挟んで将人へ投げつけた。

　アイリが将人を守るように前に出て、投げつけられたものを摑つかみ取る。

　それは、トランプのようなカードだった。

「時間と場所を書いておいた。こいつらを返して欲しけりゃ、時間通りにそこに来い……桐生将人、お前一人でだ」

「……何が目的だ……」

「時間通りにお前がここに来なきゃ、俺は三人の『王の因子』を魔王に引き渡す。あ、奴隷は連れてきてもいいぜ。ただし、お前が首輪で手中に収めた奴隷だけだ」

　その場にいた全員に戦せん慄りつが走った。

　ざわめき立つ状況の中、光みつ秀ひでは踵きびすを返した。

「積もる話もあるんだが、指定した場所でしようや……ここじゃ外野が多すぎる」

「あんたはいったい──」

「んじゃ、待ってるぜ」

　片手を上げて、光秀が三人の王を中央に集める。

　そして光秀は強制的にイリスの身体からだを操って、《ヤマタノオロチ》を自分と他の王に巻きつけさせた。

「……覇……王……っ」

「イリス……！　待てっ、御み堂どう！」

　──ドン！

　大蛇が地面を打つと、光秀を含めた四人が空高く跳躍する。

　将まさ人とは茫ぼう然ぜんとしながら、空へ消えていく光秀達の姿を見ていることしかできなかった。







「──貴様のせいだ！　覇王！　貴様が我らが英雄をこの場所へ呼び出さなければこんなことにはならなかったのだぞ！」

「おのれ外道め……！　魔王と結託して我らを罠わなに嵌はめたな……！」

　光秀が去った直後、将人達は革命軍、及び雑伎団サーカスに即座に包囲された。

　革命軍は将人を責め、雑伎団サーカスの道化ピエロ達は無言の殺意を彼に向けている。

　アイリ、リゼット、クレスの三人は一列に並び、それぞれの得物を構えた。

　だがアイリとリゼットの武器はデバイスではないし、奪われたままの因子フアクターの力も使えない。クレスは戦闘向きのスキルはほとんどなく、剣もただの鉄の刃でしかなかった。

　誰も、どうすべきか将人に尋ねようとはしなかった。

　もはや手が無いことは皆が理解していたからだ。

　将人は下を向いたままぴくりとも動かない。

　クレスが剣を持つ手を震わせながら前へ出る。

「こ、こここ、ここはクレスが時間を稼ぐ……少しくらいなら、クレスでも戦える……その隙すきに、み、みんなで逃げるのだ」

　勇気だけが取り柄のクレスが前に出たのを見て、アイリとリゼットは苦笑して、同じように将人を守るように前へ出た。

「そんな引け腰で言われたって安心なんかできないわよ。舐なめないでよね、あたしだって一応外郭アウトサイド育ち……因子フアクターが無くたって、雑伎団サーカスの動きには慣れてるわ」

「因子フアクターを失った時の格闘術は一通り会得していますので、時間稼ぎをするならば私も助力できます。一人より二人、二人より三人です」

　三人は囲い込んでくる敵を睨にらむ。

「桐き生りゆう、大ピンチなんだから気張りなさいよ。あたしらが敵の目を引くから、あんたは一人ずつ首輪を──」

「──いや、その必要は無い」

　将まさ人との言葉に、三人はぎょっとして振り向いた。

　将人は拳こぶしを握り、うつむきながら、三人よりもさらに前へ出た。

「これはピンチなんかじゃない──好機チヤンスだ」

「……チャンス？　正気ですか将人さん……？」

「感じるんだ。もうすぐだって」

　リゼットは将人を止めようとしたが、躊ちゆう躇ちよして彼の肩に伸ばした手を引っ込めた。

　もうすぐ。

　将人は確かにそう言った。

「おいあんたら……御み堂どう光みつ秀ひでの言葉を聞いてなかったのか。あいつは俺一人で指定された場所に来いって言ったんだ。ここで俺を殺せば、あんた達の王は助からない」

「貴様程度に何ができる……！　我らで攻め入った方がマシだ！　居場所が書かれたそのカードをよこせ！」

「力の無い王などもはや王ではない！　渡さぬというのであれば今ここで葬ってやる！」

　革命軍の同志達が血気盛んに煽あおってくる。

　だが将人の心は冷静だった。

　光秀が去った直後から、因子フアクターが疼うずいていた。

　胸の鼓動が高鳴り、だけど冷静に状況を把握できている。

　綺き麗れい事ごとを排斥し、状況だけを単純に捉とらえるならば──これはチャンスだ。

　他の王と手を組むことはできないという結果が覆るチャンスだった。

　三人の王が敵の手に落ちたのであれば、

　──その三人を将人が救えばいいのだ。

　そうすれば革命軍、雑伎団サーカス、招かれざる者達と協力するための交渉材料が手に入る。

　貸しを作るのだ。

　故にこれはチャンス。願ってもない好機。




　──あと必要なのは、圧倒的な暴力のみだった。




「もしも俺が一人で三人の王を救出することができたら……その時は、あんたらには俺達と共闘してもらう。この条件が吞のめないなら、俺は三人の王を助けない」

　こんなものは交渉ではなかった。

　一方的な要求。

　即すなわち、

「これは脅迫だ……どうする？　約束できるなら、俺は三人の王を必ず救う」

　取り囲む有象無象達が、気でも狂ったのかと嘲あざけってくる。

「答えてくれ。俺が力を示せば、あんた達は俺に力を貸せるか？　借りを返す気はあるか？」

　デバイスを展開し、王の配下達が将まさ人とを殺そうとにじり寄ってくる。

　将人は顔を上げ、目を見開いた。

　そして、

「答えろ！　お前達は俺と組めるのか！」

　将人が攻勢に出た瞬間、全員が飛びかかってきた。

　デバイスを展開し、容赦なく将人めがけて攻撃を仕掛けてくる。

　将人は深く息を吸い込み、備える。

　間に合う。

　いや、間に合った。

　もう真上にいる──！

　将人は叫ぶ。

　天空へ向けて、あらんかぎりの声で。

「来い！　ノアアアアアアアアアアアアア！」

　叫びと同時に、全員が足を止めて上を見た。

　どす黒い闇やみ夜よの空に、赤い影。

　曇天の隙すき間まに浮かぶ満月と重なるその影は、一直線に将人のところへ下りてくる。

　恐ろしいエンジンの嘶いななきを響かせて、奴が降ってくる。

　破壊の申し子が。

「ギィ……ィ──ヤアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア！」




　──ドゴッッ!!




　着地と同時に振り下ろされたチェーンソーは、クズ溜ための地面を両断した。

　地球そのものを割るような一撃は、辺り一面を一瞬にして崩壊させた。

　裂けた地面に、積み上げられたゴミが吸い込まれていく。

　土煙が巻き上がる中、革命軍も雑伎団サーカスも茫ぼう然ぜんと立ち竦すくんでいた。

　誰もが同じ状況だった。恐怖で足が動かない。

　煙の向こうに、何かいるからだ。

　得体の知れない、恐ろしい何かが。

　煙が晴れ始め、シルエットが見えてくる。

　二つの影。一人は男。一人は少女。

　二人を繫つないでいるのは、煌きらめきを帯びた鎖だ。




　ブオオオオオオオオオオオオオオオオオンッ！




　エンジンの咆ほう哮こうが轟とどろいた瞬間、土煙が渦を巻いて一気に晴れた。

　そこには赤い瞳ひとみを輝かせる一匹の鬼と、それを従える少年。

　チェーンソーを担いだ鬼が少年を守るように、立っていた。

「シィィィィ……！」

　牙きばを剝むき出だしにして、鬼は有象無象を睨にらみつける。

　それだけでその場にいた全すべての人間が、戦う意志を喪失した。

　殺人鬼、ノアが睨みを利かせる中、将まさ人とが前へ出る。

　そして、

「さあ……このまま俺達と敵対するか、覇お王れと手を組むか……今すぐ答えてもらうぞ」

　もう一度、最後の問いを投げかけるのだった。






FinalEncounter　王の資格






「──それじゃあ、行ってくる」

　まるで散歩にでも出かけるような調子で、将まさ人とは片手を上げながらアイリとリゼット、クレスにそう言った。

　王の会合が行われたクズ溜ためにはすでに将人達しかいない。

　他の王の配下達は「将人が三人の王を救出できれば手を貸す」という条件を吞のみ、この場は引いていった。

　ノアの力を見せつけることができたというのが要因だろう。

　あの時彼女が現れなければ、王の配下達は間違いなく将人達を殺していただろう。

　他力本願すぎて情けないという気持ちはあったが、配下あってこその王だというのは他の王も同じだ。

　だけど、ノアにはいくら感謝しても足りない。

　ノアは将人達から離れた場所で、地面にチェーンソーを突き刺したまま不機嫌そうに立っている。

　アイリ達はこれから王の救出へ向かおうとする将人の前に並んで立っていた。

「本当にノアさんだけを連れていくのですか……？」

「ああ。御み堂どうの条件だと、俺の因子フアクターで奴隷にした人間しか連れていけない……わざわざ念を押されたしな」

　リゼットは続けて何か言おうとしたが、言葉を吞みこんでうつむいてしまった。

　きっと自分がついて行っても何もできないと思ったに違いない。

　将人はリゼットの肩に手を置いて、真剣な表情で彼女を見つめた。

「本当なら俺もお前達と一緒に行きたい……でも、ノアの力は知ってるよな？　連れていけばお前達を巻き込みかねない」

「ク、クレスはっ！　クレスは役に立てるはずだ！　《キー・オブ・ザ・ビクトリー》があれば１秒間だけ先読みができるしっ、覇王化オーバーロードにだって貢献できるぞっ」

「……いや、もし俺がノアの力を使って覇王化オーバーロードすれば、自分自身を保てなくなるはずだ。その上、勇者因子ブレイブ・フアクターの精神強化ＭＮＤが加われば……」

　確実に、将人の脳が壊れる。

　覇王化特性としての精神強化ＭＮＤに加え、将人が成長した分をプラスすると数値は精神強化ＭＮＤは35。それにノアの精神強化ＭＮＤ80と、クレスの20をプラスすれば、数値は１３５まで膨れ上がる。

　精神強化ＭＮＤ80のノアですら狂気と殺人衝動を抑えられなかったのだ。

　１３５ともなれば、自我は崩壊し、破壊衝動に支配されたモンスターと化してしまうだろう。

　クレスの分を引いても、将まさ人とには自分を保っていられる自信は無かった。

　だが、クレスは引き下がらずに自分もついていくと言って聞かなかった。

「それでも一緒に戦うことはできるはずだっ」

　よく見れば、クレスは涙ぐんでいた。

　彼女がこれだけ一緒に戦うことを望む理由は将人にはわからない。

「……もう一人は嫌なのだ。兄が死んでからずっと一人でがんばってきたけど……覇王が死んだら、クレスはまた一人になってしまう……」

「……クレス」

「アイリやリゼットだって同じだ……で、できればクレスは、みんなと一緒にいたい」

　口をへの字にして、クレスは下を向く。

　将人が眠っている間、クレス達は一か月間一緒に生活してきた。いつも言い争いをしてはいるが、クレスはアイリとリゼットに馴な染じんでいた。

　ずっと一人で生きてきたクレスにとって、その生活は得難いものだったのだろう。

　将人にとっては数日しか一緒に過ごしていないが、クレスに一緒にいたいと言われたことが、素直に嬉うれしかった。

　将人はクレスの頭に手を置いて、軽く撫なでた。

「サンキュな。でも、お前は俺とノアがいない間、アイリとリゼットを守ってくれ」

「……うぅ」

「勇者因子ブレイブ・フアクターの力は危機回避にもってこいだろう？　因子フアクターが使えるのはクレスだけだ……頼んだぞ」

　頭を撫でられながらそんな風に言われてしまえば、クレスだって引き下がらないわけにはいかなかった。

　クレスが小さく頷うなずいたのを確認して、将人も頷き返す。

「桐き生りゆう」

　と、そこでアイリが将人を呼んだ。

　クレスから手を離し、アイリを見ると、彼女は将人の近くまでやってきて、突然ガッと頭を両手で摑つかんできた。

　将人が驚いていると、アイリが真顔で顔を近づけてくる。

「……奪ったものは守るのがあんたの流儀なのよね？　あたしはもう、あんたに奪われてんのよね？」

　真まっ直すぐに見つめてくるアイリを見つめ返しながら、二度頷うなずく。

　するとアイリは目を細めて、頭を摑つかんでいた手を将まさ人との頰ほおへもっていく。

　そして、少しだけ顔を赤らめながら、アイリは言う。

「悪いけど、あたしって一度信じたら一生ついていくタイプだから。自分の言葉を後悔しても、もう遅いから覚悟しなさいよね」

「…………」

「あたしを奪ったなら……責任とってちゃんと生きて帰ってきなさいよ」

「…………」

「一人で死んだら……承知しないからね」

　声が微かすかに震えていた。

　リゼットもそばに寄ってきて、将人の顔を真剣に見上げてくる。

「私も、将人さんの帰りを信じて待っています。そして帰ってきたら、また……私をあなたの奴隷にしてください」

　恥ずかしがらずに、リゼットは将人を真っ直ぐに見つめながら言った。

　アイリやリゼットもクレスと同じ気持ちなのだろう。

　彼女達の居場所は、もう将人のそばしかないのだ。

　何な故ぜならば、将人が彼女達から居場所を奪ったから。

　王は国を守る者。将人には、この小さな国を守る責任がある。

　将人は顔を引き締める。

　アイリは将人の守るという言葉を信じた。守るためには、生きて帰らなければならない。

　今まで守られてばかりだったけれど、今度は将人が守る番だった。

「──ああ、必ず戻ってくる」

　そう約束して、将人はノアを連れて光みつ秀ひでに指定された場所へ向かうのだった。







「ノア」

「…………」

「……ありがとな」

　クズ溜ためを離れて指定の場所へ向かう途中、将人はノアへもう何度目かわからない礼の言葉を贈った。

　むっすりした顔で横を歩くノアは、将人を横目でじろりと睨にらんだ。

「オニーサンのありがとうって、すっごく安っぽいよね」

「……う」

「つーか別にオニーサンのために来たわけじゃないし。ボクは自分のために、自分で選んでここに来たんだ。オニーサンに礼を言われる筋合ないんだけど」

「ま、まあそう言うなって。今の俺はお前がいないと何もできないし、他の王と交渉するのだって、結局はノア頼みだったわけで……礼くらい言わせてくんないと、俺の立つ瀬が無い」

　ノアが来てくれたからよかったものの、あの場で啖たん呵かを切っておいて雑伎団サーカスや革命軍にやられてしまっていたら恥ずかしいどころの話ではなかった。

「……自分で決めたのか」

　殺人鬼ではなく、人間でいることを選んだのだと、将まさ人とは察する。

「なんだよ。言わないよ」

「なんだよ。聞いてはないだろ？」

「なんなんだよ。見透かしてんじゃねーぞ」

　……しゃべるようになったはいいけど、何な故ぜかノアは喧けん嘩か腰ごしだった。

　無表情だが、このツンツンした態度は照れ隠しのつもりなのだろうか。

「俺はお前に頼らざるを得ないんだ。だからお前も、俺を利用してくれ」

「そのつもりだよ。ボクが今の状態を維持するにはオニーサンの制御が必要不可欠だし、せいぜい利用させてもらうから」

「おう。よろしく頼むぜ、あいぼ──」

「相棒って言ったら殺すからな」

　釘くぎを刺されて、将人は口をもごもごさせながら黙った。

「…………可愛かわいくねぇな」

「元殺人鬼が可愛いもんか。言っとくけど、人間でいることが面白くなくなったら、容赦なくオニーサン殺すから」

「…………」

「だからまあ……せいぜい気をつけるがいいさ」

　ぷいっとノアがそっぽを向く。

「……オニーサンはボクから殺人鬼でいる理由を奪ったんだ……その責任は、やっぱり取ってもらうから」

　そっぽを向いているので、ノアがどういう表情をしているのかはわからない。

　でもノアは確かに、自分のことを『元殺人鬼』と呼んだ。

　それはやっぱり、人間になることを選んだということだ。

　将人は嬉うれしそうに、口元に笑みを作った。

「じゃあ意地でもお袋とりんごを救わねぇとな。お前を人間でいさせるためにも」

「…………何言ってんのかボクにはわかんないね」

「お前が人間でいられる場所を、一緒に取り戻しに行こうって言ってんだよ」

　将まさ人とは右手を伸ばして、ノアの頭を軽く撫なでた。

　ノアは将人の手が頭に触れると、びくんと肩を震わせて髪を逆立てたが、拳こぶしを握って耐えていた。

　思わず苦笑が漏れてしまう。ノアにとって、桐き生りゆう家の環境がどういうものなのかはまだわからない。

　詩し織おりのことも、りんごのことも、家族と呼ぶにはまだあまりに関係が浅いだろう。

　それでも、いつか桐生家がノアにとっての安らぎになればいいと心から思う。

　彼女を殺人鬼にしていたのは因子フアクターの力だ。たとえ元殺人鬼だとしても、ノアが罪深い存在だとしても、このぐらいの安らぎは手に入れてもいいはずだ。

　何より、将人だけがそれをノアに与えてやれるのだから。

　覇王因子ヴアンキツシユ・フアクターを手に入れてよかったと思えることが、また一つ増えた。

「……っ」

　頭を撫でられながらどうしたらいいかわからずに身体からだを硬直させているノアを見下ろしながら、なんだか猫みたいな奴だな……と、将人は思った。

　ノアの頭から手を放し、将人は前を向く。

　そして、

「行くぞ、ノア──奪われたものを、奪い返すぞ！」












　覇王は戦いへ身を投じるのだった。
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　──御み堂どう光みつ秀ひでが魔王、岳たけ汐しおサナギと出会ったのは10年前のことだった。

　外郭アウトサイドの子供であった光秀は、異様な光景に遭遇する。

　血に塗まみれたギャングのアジト。盛り場の一角にあるバーの中央で、漆黒の右腕を持つ少年に出会った。

　少年の周りには、光秀を奴隷のように扱ってきたギャングの死体が転がっていた。

　自分が拠より所どころにしていた場所が破壊しつくされてしまったことに対して、光秀は何も感じなかった。

　それよりも、目の前の光景があまりにも美しくて、目を奪われたまま硬直した。

　少年が光秀に気づく。

『お前、未覚醒者か』

『……うん。そうだよ』

『力が欲しいか？　欲しければやるよ』

　右手をこちらへ向けて、少年が近づいてくる。

　そして、漆黒の右手が光秀の頭を摑つかむ。

　光秀は答える。

　頭から血を流すその少年の目を真まっ直すぐに見つめ返しながら。

『……いらない』

『どうしてだ』

『俺は自分の力が欲しい。あんたみたいな、自分だけの力が欲しい』

　光秀の瞳ひとみに宿るのは憧あこがれだった。

　光秀の純粋な羨せん望ぼうを前にして、しばし彼を見つめた後、光の無い目に少しだけ人間らしい輝きを宿して、少年は、

『…………そうか』

　小さく、ほんの少しだけ笑うと、光秀の頭を黒い右手で撫なでた。

　少年はそのまま力なく倒れ伏してしまった。

　少年は美しかった。青白く透き通った肌も、荒れてしまってもなお細くしなやかな髪も。

　そして細い手足とは不釣り合いな、黒曜石のような漆黒の右腕が、何よりも美しかった。

　それが一ひと目め惚ぼれだということに気づいたのは、すぐ後のことだ。

　光秀は頭に重傷を負っていた少年を介抱していて、彼が少年ではなく少女だということを知る。

　それから光みつ秀ひでは、ずっと彼女のそばにいた。

　少女も少年がそばにいることを拒みはしなかった。

　名前はサナギと言うらしいが、姓は教えてくれなかった。

　サナギは外郭アウトサイド中をただ歩き回ることに半年を費やした。

　外郭アウトサイドの勢力と貧困の具合を確認すると、サナギはゆっくりと行動を開始した。

　まず目をつけたのはローグ、白はく龍りゆう会、雑伎団サーカスを元締めとする、正式な構成員ではない下請けの集団だった。

　薬物や横流しされた食料、備品、違法の品を取引している極めて小規模なチームだ。

　サナギは彼らの因子フアクターを奪い、脅迫して裏から情報と資金の横流しをさせた。

　サナギは決して焦ることなく派手に動くこともせずに、淡々と、じっくりと手を広げていった。

　だが、その過程の一部始終を見ていた光秀は、サナギの変化に気づいていた。

　彼女の右腕が、力を使う度に身体からだの内側へ浸食していること。

　そして彼女の中の人間性が、少しずつ失われていくことに。

　日ごと人間味を失い、機械のように淡々としていくサナギは、夜な夜な一枚の写真を虚うつろな瞳ひとみで眺めていた。

　何かに縋すがるかのように。

　光秀は不安になって、サナギに写真のことを聞いた。

『……それ、何？』

　光秀が問うと、サナギは写真を見たまま答える。

『僕の過去だ』

『過去？　家族とか？』

『過去は過去だ。僕にとって過去は、排斥しなければならないものの一つだ』

『……どうして過去を嫌うの？　大切なものなのに』

『嫌っているわけではない。ただ、僕の目的を果たすために邪魔なだけだ』

『ならどうして、その写真をいつも眺めているの？』

　サナギは押し黙り、静かに目を閉じる。

『……そうだな。丁度いい機会だ……』

　覚悟を決めたように言って、サナギは両手で写真を真ん中から引き裂いた。

　ビリビリに破られた写真が地面に落ちる中、サナギは立ち上がって光秀の横を通り過ぎようとした。

『俺も……』

『…………』

『俺も、いつか魔王の過去になっちゃうの？』

　すれ違う瞬間、サナギは足を止めて、右手で光みつ秀ひでの頭を撫なでた。

『お前は過去ではない。僕の今だ』

　笑いもせずにそう言って、サナギは光秀のそばを離れた。

　頭を撫でる手の平がひどく冷たかったことを、光秀は今でも覚えている。

　その後、サナギは少しずつ自らの力を増幅させていき、元締めである主要勢力が『魔王』の存在に気づき始めた頃、白はく龍りゆう会を単独で壊滅させ、魔王の脅威を外郭アウトサイドに広めると同時に内郭インサイドへ移動する。

　同じように内郭インサイドを少しずつ、少しずつ自らの手中に収めていくために。

　光秀は彼女の背中を、どこまでも追いかけ続けた。

　彼女に置いて行かれないように。

　いつか、彼女に追いつけるように。

　自分が彼女の過去にならずに済むように。
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　外郭アウトサイド北西部の港沿いに建つ、建設途中で遺棄されたスタジアムで、御み堂どう光秀は仰あお向むけに寝転びながら空を見上げていた。

　正確には空を見ているのではなく、網膜に映し出された説明書を見ているのだ。

「へぇー、英雄って結構シビアなんだ……冥めい王おうもかなりヤバいけど……意外と女王ってチートだな……リミットブレイクがやべぇ」

　説明書に表示されているのは、奴隷化した三人の王のパラメーターだった。

　将まさ人とがそうできるように、光秀もまた奴隷のパラメーターを閲覧できるのだ。

　光秀の使用した鎖と首輪は、確かに将人の覇王因子ヴアンキツシユ・フアクターのデバイス、《侵略者の鎖ヴアンキツシユ》と似た姿をしている。

　だが、光秀の因子フアクターは将人の因子フアクターとは似て非なるものだ。

　彼の因子フアクターは、『偽王因子フエイク・フアクター』という。

　王と名はついているが、偽王因子フエイク・フアクターは『王の因子』には含まれない。

　パラメーターは全すべてのステータスが10という、比較的高い数値を保っている。

　さらに性能は通常の因子フアクターとは一線を画する。

　偽王因子フエイク・フアクターは、全ての『王の因子』を使用することが可能なのだ。

　三人の王を捕縛するために使用した錆さびついた《侵略者の鎖ヴアンキツシユ》も、アイリとリゼットから因子フアクターを奪った《統べる者の右腕デイアブロ》も、覇王因子ヴアンキツシユ・フアクターと魔王因子サタニツク・フアクターの力である。

　ただし、その外見や性能は劣化したものた。

　錆びついた《侵略者の鎖ヴアンキツシユ》は奴隷化まではできるものの、奴隷化できる人数は三人までであり、視覚や聴覚を盗むことや、命を共有することもできない。また、奴隷化できる時間は24時間まで。それ以上経たつと、自動的に首輪が解除されてしまう。

《統べる者の右腕デイアブロ》も漆黒なのは手首までであり、因子フアクターを奪って使用することはできるが与えることはできず、使用する際もオリジナルに比べて劣化してしまう。また、『王の因子』のような特殊な因子フアクターは奪うことができない。

　リミットブレイクスキルも使用することができないため、あくまで偽物だった。

　偽王の名の通り、彼は王の一人には含まれない。

　──ただし、この因子フアクターには本物の王になる手段が一つだけあった。

「どーれーにーしーよーうーかーなっ……と」

　女王、英雄、冥めい王おうの説明書を見つめながら、品定めするようにパラメーターをシャッフルする。

　しかし彼は結局どれも選ばずに、説明書を閉じた。

「……やっぱちげぇな。俺はお前のが欲しい」

　光みつ秀ひでは笑いながらそう言って、身体からだを起こした。

「なあ、おい！　聞こえてんだろ──覇王！」

　光秀は片かた膝ひざをついて、スタジアムの入り口へ叫んだ。

　月明かりの下、影になった入り口に、二つの気配があった。

　じゃらりと、鎖が揺れる音が響く。

　影の中から姿を現したのは、首輪をつけられた赤い髪の少女と、腕に鎖を巻き付けた少年。

『殺人鬼』ノアと、『覇王』桐き生りゆう将まさ人とだった。
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　光秀は月光を浴びる二人の姿を見て、楽しげに笑った。

「殺人鬼……やっぱそうくるわな。そうこなくっちゃ張り合いがないってもんだ」

「三人の王を返してもらいにきた。三人はどこだ」

「まあ落ち着けよ。少し話でもしようや」

　スタジアムの中央で、光秀は両手を広げながら言った。

　将人は目を細めて彼に敵意と疑問を向ける。

「……あんたの目的は何だ。魔王の命令でこんなことをしてるのか？」

「いんや。お前の相手をすんのは俺の希望だ。命令ってわけじゃねぇよ」

「…………」

「桐生将人。お前にいくつか聞きたいことがある」

　将まさ人とが眉まゆ根ねを寄せると、光みつ秀ひでは笑みを消してこう問うた。

「お前、魔王とはどういう関係だったんだ？」

「……？　どういう意味だ？」

「そのまんまの意味さ。友人か？　それとも姉弟きようだいか？」

　不可解な質問の連発に、将人はますます訝いぶかって光秀を見た。

「何言ってる？　俺は魔王……岳たけ汐しおサナギと面識なんて無かったぞ。保健室で何度か話をしただけだ。俺の兄妹はりんごだけだし、あんな年上の友人──」

　──その時、不意に将人の頭に痛みが走った。

　一瞬、視界にノイズが走った。

　額に手を当てて、顔をしかめる。

「……オニーサン？」

　苦しげにする将人を気遣ってか、ノアが服の裾すそを乱暴に引っ張った。

「……だ、大丈夫だ」

　将人は頭を振った。

　痛みは一瞬で引いたが、前後の会話がうまく思い出せなくなってしまった。

（なんだこれ……今、何の話をしていたんだっけ？）

　何な故ぜか、全身から汗が噴き出している。

　将人が混乱している姿を、光秀は探るような視線でじっと見つめていた。

「お前まさか……」

　光秀も訝しげに将人の顔を見ていたが、突然頭をもしゃもしゃと搔かきむしって、苦笑を浮かべた。

「もしかして……記憶が封じられてんのか」

　乾いた声を漏らしながら、光秀は目を細める。

「過去は排斥すべきもの、か……あの人ほんとに容赦ねぇな。道理でお前を見て、奪うんじゃなくて殺そうとしたわけだ」

「おい……さっきから何の話をしてるんだ」

「いや、なんでもねぇよ。悪い、やっぱ質問は無しだ。三人の王を返して欲しいんだったな？」

「ああ」

「──だったら俺を殺して奪い取れ、それが覇王ってもんだろ」

　光秀がそう口にした瞬間、彼の真上から三人の奴隷が降ってきた。

　首輪をつけられた三人。

　女王と英雄、そして冥めい王おう。

　将人は首輪により身体からだを操られているイリスに向かって叫んだ。

「イリス！」

「……ぅ……」

　意識はほとんど無いようで、名前を呼ばれても虚うつろな瞳ひとみを向けるだけだった。

　身体からだを操られているどころか、精神的にも疲弊しているようだ。

「女王の鞭むちでしこたましばいて精神強化ＭＮＤを下げまくった。すげぇよな、女王因子クイーンズ・フアクター。パラメーターをマイナスまで下げられるんだからよ」

「てめぇ……！」

「怒るなよ。変に自由意思があると命令し辛づらいからこうしたまでだ。本来お前はこうやって奴隷を使うべきなんだぜ？　それが覇王として正しいやり方なんだ」

　怒りに拳こぶしを握りしめながら、将人は光みつ秀ひでを睨にらむ。

　光秀はいつものように飄ひよう々ひようとした態度で将人と対たい峙じする。

「俺の因子フアクターは偽王因子フエイク・フアクターって言ってな……今アーガスシティにいる全王のリアライズデバイスを劣化した状態で使用することができる。残念ながらリミットブレイクデバイスは使えないんだが……それでも破格な性能だろ？　これで『王の因子』に含まれないってんだからバルタザールもパワーバランスの調節がなってねぇよな～」

　偽王。王と名はつくが、『王の因子』に含まれない偽物。

　合点がいった。光秀は魔王の劣化デバイスを使ってアイリとリゼットから因子フアクターを奪い、覇王の劣化デバイスを使用して三人の王を奴隷にしたということだろう。

　今まで光秀の因子フアクターだと思っていた可能性因子プロバビリテイ・フアクターも、劣化した《統べる者の右腕デイアブロ》を使って他者から奪ったものだと考えられる。

　劣化の度合いがどの程度かは将人にはわからないが、女王や冥めい王おうのデバイスも使用できるはずだ。

「この《侵略者の鎖ヴアンキツシユ》も劣化品だから、俺を殺しても、ここの三人が死ぬことはない。ついでに俺を殺せば、《統べる者の右腕デイアブロ》で奪った奴隷二人の因子フアクターも元に戻る」

「……御み堂どうォ！」

「さあ、これでお前にも俺を殺す理由ができたわけだ！　大丈夫！　俺には最初っからお前を殺す理由があるんでな！　お互い様ってやつだ！」

　光秀の奴隷、三人の王が操られて前へ出る。

　代わりに光秀は背を向けて走り出した。

　光秀が去っていく。

　逃げた？　追わなければ……だが。

　将人は戦いに備えるために拳を握りしめたが、ノアが前へ出ようとした彼を手で遮った。

「三匹の王はボクが相手をする。オニーサンはあいつを殺……倒して」

「いくらお前でも王が三人だぞ……やれるのか？　俺でも援護はできるし、二人の方が──」

　胸を押されたかと思えば、ノアが前へ出た。

「オニーサンがボクの動きを目で追えるわけないし、余計なことされても邪魔なだけなんだよね」

　こちらを見もせずに、ノアは言った。

　反論できなかった。

　ノアと戦ったことのある将まさ人とだからこそわかる。感覚強化ＡＧＩ無しでノアの動きについていくのは、たとえ視覚を同調させても不可能だ。おまけにノアはＥＸＰスキルの《不死身キルマム》が常時発動状態にあるため、ダメージを肩代わりしてやる必要もない。

　ノアの手にチェーンソーが出現し、エンジンが重低音を響かせる。

「元殺人鬼のボクを信じなよ。勝てなくても絶対に負けないから」

「…………わかった。だけど絶対に」

「殺すな、でしょ。いいよ、なるべく我慢してあげる。そんかし──」

　リコイルスターターの紐ひもを引っ張りあげ、エンジンが吠ほえると同時に、ノアは走り出した。

「──オニーサン、勝手に死んだらぶっ殺すからな！」

　三人の王もノアへ向かって突撃する。

　女王の鞭むちが撓しなり、英雄の旗がひらめき、冥めい王おうの蛇が襲いかかる。

　そして、

「ウゥウウウリャアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッッ！」

　ノアは口元に弧を描いて、咆ほう哮こうするチェーンソーを振り下ろした。
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　ノアはまず最初に女王の鞭を回避し、地面を蹴けって冥王へ飛びかかった。

　チェーンソーによる一撃目を、冥王の《ヤマタノオロチ》に防がれる。

　八つ首の蛇は、将人の鎖同様に度し難い硬さだった。

　ノアの《13日の金曜日ハートレス》でも破壊することはできない。

　だが、たとえ王の力であろうと、身体強化ＳＴＲ50のノアに力では及ばない。

　ノアの一撃を封じるには、八首の蛇全すべての力を合わせなければ不可能だった。

　回転する刃を蛇に押しつけながら、ノアは冷静に情報を整理する。

　将人から聞いた『王の因子』の性能を鑑かんがみるならば、一番注意すべきは女王、次に英雄だ。冥王はリミットブレイクデバイスの《ヤマタノオロチ》により接近戦が行えるが、死体がなければ王としての力を発揮できない。

（英雄の旗の援護でパラメーターが上昇してるから……ふぅん、冥王の今の身体強化ＳＴＲはジャスト30ってとこか）

　高い、が、ノアならひねり潰つぶせるレベルだ。

（やっぱ問題は女王。こっちのパラメーターを下げられるのは厄介。たぶんこの隙すきを突いて、鞭むちを振るってくるはず）

　──ピシャン！

　奴隷化させられて殺気が無い分、第六感強化ＣＨＲによる攻撃予測はできないが、理詰めで攻撃を読んでいたノアは空へ跳躍。

　自分のいた場所に女王の鞭が炸さく裂れつするのを空中で確認しながら、次なるターゲット、英雄を目視する。

　後方で光り輝く旗を地面に突き刺したまま動かない英雄。

　あのリアライズデバイスの旗で、女王と冥めい王おうのパラメーターを底上げしているはずだ。

　真下から、冥王の蛇と女王の鞭が襲いかかってくる。

「──フン」

　ノアは手に持った巨大なチェーンソーを足場にして、空中で蹴けった。

　ノアの身体からだは空中での方向転換に成功し、真まっ直すぐに英雄へ向けて落下する。

　蹴った直後にチェーンソーを霧散させて、英雄に迫った瞬間に再び物質化。

　リコイルスターターを引いて、刃を回す。

（当てない。地面を砕いて破片をぶつける）

　殺さないで倒す方法はそれしかない。

　万が一死んでも……まあそれは仕方ない。

　落下速度を加えた一撃を、英雄の真横の地面に叩たたき込こむ。

　だが──その時。

「《ギロチン》」

　周囲の空気が変わった。

　違和感には気づいたが、もはやノアは止められない。

　一撃を叩きつけようとした瞬間、突然ノアの真上に巨大な刃が出現した。

　これは──断頭台だ。

　刃の落ちるスピードは光速に近い。

　ノアであっても回避は不可能だった。恐らく設置型のリミットブレイクデバイス。女王があらかじめノアが英雄を攻撃すると予測し、近くに罠わなとして設置していたのだろう。

　断頭台の刃が落ち、ノアの胴体を真っ二つに──切り裂かなかった。

　刃はノアの身体を通り抜けただけだった。

「──？」

　自分に何が起こったのかよくわからなかったが、ノアは予定通り英雄へ攻撃をしかけた。

　が、手に持っていたチェーンソーが地面に触れる直前に──

　──突然、砕け散った。

「!?」

　ノアの手が空を切ると同時に、後ろから冥めい王おうの蛇が襲いかかってくる。

　ノアは慌てて横へ飛とび退のいて回避。

　地面を滑りながら、片かた膝ひざをついて自分に何が起こったのかを確認する。

　答えはすぐにわかった。

（リアライズデバイスが使えない）

　網膜に説明書を展開させて確信する。

　リアライズデバイスである《13日の金曜日ハートレス》の箇所に髑どく髏ろマークがついている。

　この髑髏マークは、おそらく使用不可を意味している。

　あの断頭台は物理ダメージを与えるものではなく、こちらのリアライズデバイスを封じるためのものだったのだ。女王因子クイーンズ・フアクターはパラメーターを減少させるだけでなく、デバイスすらも封じて無力化させる性能を持っているのだろう。

　こもった笑い声を吐きながら、ノアは両手の平を見つめる。

「あっはは……武器を奪って無力化かぁ」

　ぐいんと勢いよく首を上げて、ノアは長く伸びた前髪の隙すき間まから、ギラつく赤い瞳ひとみを三人の王へ向けた。

「──だからなんだっつーのッ！」

　狂喜の笑顔で、ノアは突貫した。

　蛇の八連打が襲いかかるも、ノアは研ぎ澄まされた感覚強化ＡＧＩで回避しつつ、さらに接近する。

　そしてそのまま冥王の懐へ身体からだを滑り込ませ、右腕を後方へ振りかぶる。

　ビキビキビキと拳こぶしが音を立て、次の瞬間、渾こん身しんのアッパーが冥王の腹部へ炸さく裂れつした。

「かっ──はッ……！」

　ただの打撃であるにもかかわらず、冥王の身体がくの字に折れて跳ね上がる。

　肋ろつ骨こつが砕け、内臓へ突き刺さったのか冥王が吐血した。

「身体強化ＳＴＲ30相当なら、このぐらいじゃ死なないよねえ」

　冥王の血を浴びながら、ノアが冷たく告げる。

　ノアにとってデバイスなどただの武器。リーチと破壊力が増すだけのツールでしかない。

　そんなものがなくたって、人を殺すのなんて簡単だった。

　虚うつろな瞳で、苦しげに顔を歪ゆがめた冥王が、反撃とばかりに攻撃をしかけてくる。

　巨大な八匹の蛇が大きな口をあけてノアを襲う。

　ノアはギリギリで回避することを楽しみながら、戦いの中で踊っていた。

「キミさぁ、確か地下でボクに生意気な口利いてくれたよね。これはその──お返しだ」

　蛇の身体からだを蹴けって空高く舞い上がり、手刀を冥めい王おうの肩へ炸さく裂れつさせる。

　冥王の肩が沈み、そのまま地面に倒れる。

　冥王が気を失ったのを確認して、ノアはなおも楽しそうに笑った。

　王というだけのことはある。

　確かに強い。三人集まればノアでも倒すのに時間がかかる。

　だが、王は配下あってこその王なのだ。

　女王はパラメーターの減少を支配し、道化ピエロを操る。

　英雄はパラメーターの増加を促し、同志を増やす。

　冥王は死者を引き連れ軍と成す。

　覇王は自由を奪い、奴隷として他者を使役する。

　軍を作り出すことに特化した『王の因子』は、単独で戦闘を行うことがあまり想定されていない。

　ノアは違う。

　殺人鬼因子ブギーマンズ・フアクターは、個で集団を圧倒し、殺すための因子フアクターだ。

　圧倒的に強く、圧倒的に狂気に満ちている。

　個で戦うことだけに特化した化け物の前では、軍を持たぬ王が三人いたところで相手にはならないのだ。

（──次は女王）

　そう思った瞬間、横薙なぎに鞭むちが迫った。

　ノアは体勢を低く落とし、地を這はうように構える。

　鞭のスピードは音速を超えている。風を切る音が遅れて聞こえてくるのがその証拠だ。

　普通の人間には避よけるのは不可能だが、ノアの感覚強化ＡＧＩは20。

　弾丸だって発射されるのを見てから余裕で避けられる。

　こんなもの、当たらなければ何の意味もない。

　ノアは鞭の連打を回避しながら、地を這って女王へ接近。

　まずは地面スレスレの回し蹴りで女王の左足を潰つぶす。

「ッ！」

　足が折れ、女王が体勢を崩したところへ、首元へ撫なでるように手刀を入れる。

　──ドッ。

　首の骨が折れるか折れないかは賭かけだった。女王の身体強化ＳＴＲの数値なんか知らない。適当に撫でた結果、どうやら折らずに済んだようだ。

「運がよかったね」

　白目を剝むいて倒れた女王に笑いかける。

　女王が意識を失ったことで断頭台の効果が切れた。

　再びデバイスの使用が解禁される。

（残るは英雄……か）

　ノアは冷めてきてしまっていた。

　殺さないという目標は難易度は高いが、ようは手を抜けばいいというだけの話。

　そう思っていた。

　けたたましい音が響いたのはその時だった。

　背後、英雄がいた場所から、すさまじい音が鳴り響いている。

　見れば、英雄は口に巨大なホラ貝を咥くわえ、息を吐きだしていた。

　ノアはそのホラ貝がリミットブレイクデバイスであることを瞬時に悟る。

　わずかに、ノアの背筋に怖おぞ気けが走った。

　予感。虫の知らせ。この音は何かヤバい。

　そう思った時──それは起こった。

　倒したはずの女王と冥めい王おうが、むくりと起き上がったのである。

　白い粒子状の因子フアクターが、女王と冥王の身体からだを包んでいた。

　粒子が骨折させた足や肩、腹部を瞬時に回復させてしまう。

（回復作用……だけじゃないか）

　警戒を強めてチェーンソーを出現させた、その瞬間だった。

　ノアですら認識できない速さで──顔面を鞭むちが叩たたいた。

　直撃したのは二回。それだけで、ノアの身体強化ＳＴＲが50から30へ減少した。

（感覚強化ＡＧＩと身体強化ＳＴＲがさっきまでとは段違い──女王と冥王のパラメーターを倍加させたのか！）

　前とは比べものにならないほどの大きさの蛇が一匹、ものすごい速さでノアへ向かって突っ込んでくる。

　チェーンソーでガードを試みたが、巨大すぎる蛇の顎あごになすすべもなく嚙かみ砕くだかれてしまう。

　冥王のさっきまでの身体強化ＳＴＲの数値から、単純に二倍とすると60。

　ノアは大蛇の一撃により身体を粉砕され、そのままスタジアムの壁に激突した。

　壁の瓦が礫れきの下敷きになったノアの身体は、文字通りぐちゃぐちゃだった。

「……あーもう、痛いじゃんか」

　しかし、ダメージなどというものはノアには意味が無い。

　数秒で再生して、元の姿に戻っていた。

　…………が、

「あれ？」

　ノアは瓦が礫れきから身体からだを起こして、首を傾かしげた。

　身体を再生している間に、スタジアムにいたはずの三人の王の姿が消えていたからだ。

　どこにもいない。この数秒の間に、忽こつ然ぜんと姿を消していた。

「………………あ」

　パチパチと瞬まばたきをしながら、自分のミスに気づく。

　王達がどこへ行ってしまったのか。

　答えは簡単だ。

「オニーサンがヤバい」

　──将まさ人とと光みつ秀ひでのところへ行ったのだ。
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　ノアが敵の術中にはまったことに気づく数分前。

　将人はスタジアムの外まで光秀を追いかけてきていた。

　いつの間にか空は曇り、外郭アウトサイドには雨が降り注いでいた。

　光秀は明かりのついていない街灯の下で空を見上げながら立っている。

　精一杯警戒しながら、将人は光秀に近づく。

　向こうだってこちらの存在に気づいているはず。どう打って出てくるかわからない。

　偽王因子フエイク・フアクターのパラメーターがどういうものかわからない以上、警戒は怠れなかった。

「──お前さ、好きな人いる？」

「…………は？」

　相手方の予想外の切り出し方に、将人は思わず耳を疑った。

「好きな人だよ、好きな人。いないのか？」

「……いや、なんで……そんな話」

　そんな修学旅行の夜に男同士でするような話を、どうして今しなければならないのか。

　けれど光秀にふざけているような空気は無く、真面目まじめそのものだった。

「俺はいるんだ。この命を捧ささげてもいいってぐらいに好きな人が」

　雨空を見上げる彼の目には、そこにはいない誰かが映っているように思えた。

　なんとなく、察しがつく。

　彼の思い人は魔王だろう。

「……あんた、魔王に惚ほれてんのか」

「いいや、俺が惚れてんのは岳たけ汐しおサナギだ。魔王じゃない」

　きっぱりとそう言って、光秀は苦笑した。

「実際、俺はアカネみたいに魔王の目的を崇拝しているわけじゃねぇからな。むしろ独裁的すぎてドン引きだぜ」

「魔王の目的は何だ？」

「『因子フアクターを持つべき者、持たざるべき者は俺が決める』……って感じかな。今はそんな人だけど、最初はあんなじゃなかったんだぜ」

「…………」

「最初は……『どんな人間でも、なりたいものになれる世界を作る』ってのが目的だったんだ。それがいつしか、今の形に変わっちまった」

　光みつ秀ひでは悲しそうに目を伏せていた。

　疑問は尽きない。彼の言い分を疑うつもりはないが、合点がいかない。

「だったらなんで、あんたは魔王のそばにいるんだ。今の魔王は、あんたが心酔していた頃とは変わってしまったんだろう？」

「ばぁか、惚ほれてっからに決まってんだろ～？　あの人の力にじゃねぇ。人間に惚れてんだ。まあつっても、俺はあの人のことはほとんど知らねぇんだけどな」

　はは、と笑ってみせて、光秀は将まさ人とを見た。

「お前に聞けば……少しはわかると思ってたんだけどな……アテが外れたぜ」

「さっきからいったいなんなんだ。俺と魔王は何の関係も無いぞ」

「…………お前がそう思ってるんなら、それでいいさ」

　意味深な物言いに、将人は不快感を覚えて顔をしかめた。

「あんたは何がしたいんだ」

「あの人を止めたいのさ。あの人が変わっちまったのは魔王因子サタニツク・フアクターのせいだ。魔王因子サタニツク・フアクターは保持者の精神を蝕むしばむ。使えば使う程に、保持者の精神が強制的に魔王としての在あり方に近づいていく。岳たけ汐しおサナギって人間を喰くって、魔王因子サタニツク・フアクターは魔王を作る」

「…………」

「俺はそれを止めたい。だから──お前を殺す必要があるんだよ」

　言いながら、光秀は胸元に手を当てて、服をはだけさせた。

　意味不明な行動に不快感が募る。

　光秀は自分の左胸、心臓がある場所に指先を触れさせた。

「偽王因子フエイク・フアクターは『王の因子』じゃねぇ……でも一つだけ、本物の王になる方法がある」

　光秀の指先に力が籠こもるのがわかった。

　何をするつもりだ？　そう思った直後、将人は啞あ然ぜんとした。

　光秀は指を皮膚に突き込ませたかと思えば──そのまま自分の手を心臓へ突き入れたのだ。

　血は出なかった。まるで泥に手が沈んでいくかのように、指先が吸い込まれていった。

　そして、光秀が手を胸から引き抜くと、そこには彼の心臓が握られていた。

　心臓は今も蠢うごめき、鼓動を打っている。

　光みつ秀ひでは額に汗をかきながら、苦しげに笑ってみせた。

「……偽王因子フエイク・フアクターのＥＸＰスキル、《王位簒奪キングスレイヤー》ってんだ。このスキルを使用して自分の心臓を捧ささげれば、俺は一時的に自分が選んだ王と全く同じ力を手に入れられる。劣化の無い、純粋な『王の因子』の力だ」

「……っ！」

「効果は５分間しかもたねぇ。５分を越えれば、心臓を捧げた俺は死ぬ。ただし──」

　光秀は鋭く目を細めると、自らの心臓をそのまま握りつぶした。

　心臓から血が溢あふれ、頰ほおを鮮血に染めた。失われた左胸の心臓部には、偽王因子フエイク・フアクターの灰色の粒子が凝縮されて、心臓の代わりを務めていた。

「──その間に選んだ王を殺せば、俺が王に成り代わることができる」

「王に……成り代わる……？」

「そうだ。つまりお前を殺して、お前の心臓を奪えば──俺が覇王だ」

　歯をむき出しにして、光秀が邪悪な笑みを浮かべた。

「覇王の力であの人を奴隷にすれば、因子フアクターの侵食を止めることができる。お前が殺人鬼の因子フアクターを制御したようにな。そうすりゃ俺はまた……あの人に……！」

　躊ちゆう躇ちよ無く自分の心臓を握りつぶした光秀に、将まさ人とは怯ひるむ。

　怖おぞ気けが走った。畏怖を抱くほどに、光秀の表情には鬼気迫る覚悟が宿っていたからだ。

　光秀が《侵略者の鎖ヴアンキツシユ》を出現させて、腕に巻き付かせる。

　その鎖は前のように錆さび付いてなどおらず、将人と同じ銀色の輝きを放っていた。

　一歩足を前に出して、光秀が接近する。

「桐き生りゆう将人……お前の間違いは殺人鬼を残して、一人で俺を追ってきたことだ」

「!?」

「俺は偽王だぜ？　正々堂々戦うとでも思ったのか？　正直お前が殺人鬼を連れてきた時は内心焦ってたんだわ。何せ《王位簒奪キングスレイヤー》発動中の俺のパラメーターはお前と一緒だからな……殺人鬼がいたら一瞬でやられっちまう。だからお前と殺人鬼を、数秒でも引き離す必要があった」

　その瞬間、空から冥めい王おう、イリスが降ってきた。

　スタジアムから離脱してきたのだ。

　将人が慌ててノアの感覚を盗み、状態を確認する。ノアは瓦が礫れきに埋もれていて、身体からだがボロボロだった。身体は再生を始めているが、数秒は時間がかかる。

　光秀がイリスを片腕に抱き、一瞬、鎖骨のあたりに触れた。

　触れた箇所が輝きを帯びて、紫色の因子フアクターが光秀の指先に吸い込まれていく。

「……まさかあんた……！」

「別に性感帯探すために身体からだまさぐったわけじゃねぇぞ？　魔王因子サタニツク・フアクターで灰はい原ばらの観測者因子オブザーバーズ・フアクターを奪っておいたんだ。劣化はしちゃいたが、因子フアクターの流れを見ればどこが性感帯かすぐにわかったぜ。やぁ、変態にならずに済んでよかった」

　触ってる時点で手遅れかもしれんけど、と付け加えて、光みつ秀ひでがさらに一歩踏み出す。

　すると英雄と女王も、イリスと同じように光秀のそばにやってくる。

　両腕に二人を抱いて、光秀は女王の太ももと、英雄の脇腹へ指を這はわせる。

　粒子が指先に吸い込まれていくと同時に手を放すと、王の二人は力なく頽くずおれた。

　そして、光秀の纏まとっている鎖が灼しやく熱ねつを宿し、瞳ひとみが琥こ珀はく色いろの輝きを放つ。

　リミットブレイクスキル──《覇王化オーバーロード》だった。

《王位簒奪キングスレイヤー》が発動している間はリミットブレイクデバイスも使用できてしまうのだ。

「はっ、すげぇなこれ……覇王なのに三人のスキルが全部使えるのか。条件はくそったれなくせにたいしたもんだ。パラメーターも……これなら殺人鬼の相手もできる」

　光秀が拳こぶしを握り、将まさ人とに接近する。

「悪いな……俺のために死んでくれ、覇王」

　光秀が目にもとまらぬ速さで、一瞬で将人の目の前に瞬間移動する。












　逃げることはできない。将人は何一つ対処できないまま、光秀が右手を引いて手刀による突きを放つのを見ていることしかできなかった。

（俺は死ぬのか。ここで……？）

　頭の中で警笛が鳴り響く。

　まだ奪われたものを何一つ取り返していない。

　死ねない。死ねるはずがない。

　ここで死んだら──何の意味もない！

　将まさ人とは目を見開き、身体からだ中の細胞に念じた。

　身体強化ＳＴＲ、感覚強化ＡＧＩ、知能指数強化ＩＮＴ、精神強化ＭＮＤ、第六感強化ＣＨＲ──なんでもいい。

　自分の中に可能性があるのなら今すぐに全力で開花させろ。

　全力をもって、この攻撃を回避しろ。

　走そう馬ま燈とうなんて見ている暇があるなら──生きる道を作り出せ！

　ドスッ。

　光みつ秀ひでの手刀が突き刺さる。

　因子フアクターの恩恵を無視してダメージを与えるオーバーロードブロウ。覇王にとっての唯一といってもいい独自の攻撃手段が、自分以外の人間から放たれた。

　だが、その一撃は将人の心臓からはそれ、右胸に突き刺さった。

　鮮血が飛び散り、将人が血を吐く。

　覇王化オーバーロードによりパラメーターの上昇した光秀の一撃は、かすっただけで将人の右胸をえぐった。

「──外した？　まさか避よけたのか？」

　光秀が驚きを見せる。

　しかし将人の胸を潰つぶしたのは事実だ。

　将人の右脇から胸にかけてを、光秀の手刀は引き裂いていた。

　将人が血を吐き、後ろへ後退する。

　即死は免れたが、これは死ぬ。

　確実に死ぬ。

「楽に逝いかせてやりたかったんだがな」

　同情じみた視線を向けられて、将人は奥歯を嚙かみ締しめながら千鳥足で後退を続けた。

　少しでも時間を稼ぐ。距離を稼いで、時間を──！

　残り少ない命でも、一秒でも長く生きてやる。

　光秀が目を細め、早足で近づいてこようとする。

　だが、将人の背後に何かを見て、舌打ちをしながら足を止めた。

　将人が後ろを振り向こうとした時、とすんと背中に何かがぶつかった。

　振り向こうとしていた姿勢のまま、将人の身体が崩れ落ちる。

　その倒れそうになった身体を、誰かが支えてくれた。

「……ノ……ア……？」

「勝手に死ぬなって言ったじゃん。何殺されそーになってんのさ。ほんと弱いねオニーサン」

　将まさ人との腰に抱きつくようにして支えているノアに、「うるせぇよ」と笑おうとして、失敗する。

　口から出てくるのは血ばかりで、言葉を紡げなかった。

　将人はノアの救援を待っていた。そのために光みつ秀ひでの攻撃を意地だけで回避し、少しでも時間を稼ごうとしていたのだ。

　彼女がいれば、この瀕ひん死しの状態でも、助かる方法が一つだけある。

「あーあ、これは死ぬね。まったく、しょうがないねオニーサンは」

「……せ……かん……た」

「んーなにーなにー、なにいってんのかよくわかんなーい」

　コノヤロウ。

　台詞せりふが完全なる棒読みだった。わからない振りをしている。

　この超非常時に意地悪である。

　──そこへ、鎖を纏まとった光秀が飛びかかってきた。

「邪魔すんな殺人鬼！　それだけはやらせねぇぞ！」

　オーバーロードブロウを繰り出すべく拳こぶしを振り上げる光秀。

　だが──ノアは将人から手を放すと、一瞬で光秀の眼前へ跳躍し、顔面を蹴けり飛ばした。

　頭から遙はるか彼方かなたへ吹き飛び、光秀が地面を転がる。

「……邪魔してんのはそっちでしょ」

　ノアは転がっていく光秀から視線を外し、再び将人の元へ。

　うつぶせに倒れる将人の胸ぐらを摑つかみ上げ、眼前へ寄せる。

　青白く変色した将人の顔にもはや生気はない。

　どう見ても虫の息だった。

　そんな将人に、ノアは問う。

「オニーサン、ボクとしたいの？」

「…………」

「別にいいけど、はっきり言って辛つらいよ？　ボクの精神強化ＭＮＤに加えて、お兄さんも精神強化ＭＮＤ持ってるんでしょ？　合わせたらたぶん１００超えるよ」

「…………」

「いいの？　それでもボクとしたい？」

　首を傾かしげながら、ノアが無表情に問うてくる。

　将人は震える唇を動かして、必死に言葉を紡いだ。

　やれ、と。

　ノアは「ふぅん」と言って、流し目を将まさ人とへ向けた。

「そっか。じゃああげるよ──ボクの初めて」

　直後。

　ノアが自らの唇を、将人の唇へ押し当てた。

　──キスだ。

　だけどロマンチックさの欠片かけらもない。

　暴力的で一方的なキスだった。

　冷たくなった将人の口内に、ノアの熱い舌が入ってくる。

（まさかこいつ……舌か……っ）

　ノアは貪むさぼるように将人の舌に自分の舌を絡みつける。瀕ひん死しの将人が思わず目を見開き、ノアの肩を摑つかんでタップしてしまうくらいに、熱く、激しく、強烈に舌を絡めてくる。

　膝ひざが折れて、仰あお向むけに倒れそうになる将人を、ノアがそのまま押し倒す。

「んふ……っ、んぅ……ふふふ……んぁ、んっ」

　ノアはニタァと目を笑わせて、将人に馬乗りになりながらキスを続けた。












　明らかに楽しそうだ。

　まるで犯されているみたいだった。

　舌を吸い上げられ、逆に押し込まれ、歯茎を舐なめられ、唾だ液えきという唾液を交わらせる。

　死にそうなのに、止まりかけの鼓動が再開していく。

　不覚にも興奮してしまったせいか、穴の開いた胸から血が溢あふれてしまう。

（ああ、ダメだ……ダメだダメだ！　死ぬ、このままじゃ死んじゃう！　ストップストップ！）

　将まさ人とがもがき始めた時──それは起こった。

　ノアが口を離すと、赤褐色の粒子が唾液とともに糸を引いて将人の舌に流れ込んでいるのがわかった。いつの間にか舌を通じて因子フアクターを吸収していたらしい。

　跳ね上がる鼓動に目を見開きながら、将人はノアを見る。

　ノアは無邪気さと妖よう艶えんさを内包した、幼くも艶なまめかしい笑みを浮かべている。

　紅潮した頰ほおと荒い息は、まるで情事の後のようだ。

　ノアが、とろんとした瞳ひとみを将人に向ける。

　そして、

「ようこそ、殺人鬼の世界へ」

　口元をめいっぱい歪ゆがめて、ノアは将人に告げた。




　──瞬間、将人の精神が瓦が解かいした。





　　　　◆◆◆






「……く……そ……！」

　頭を振って、光みつ秀ひでは身体からだを起き上がらせる。

　寸前でガードが間に合ったが、衝撃で左腕がお釈しや迦かになった。

「なんつー……馬鹿力だ……っ！」

　悪態を吐つきながら、光秀はノアのパラメーターを思い出す。

　因子軍ギアフアクターズに潜り込んでいたサナギが入手した資料に、ノアのパラメーターが記されていたから知っているのだ。




【覚醒者名　ノア　俗称『殺人鬼因子ブギーマンズ・フアクター』】

【身体強化ＳＴＲ　50】

【知能指数強化ＩＮＴ　×】

【感覚強化ＡＧＩ　20】

【第六感強化ＣＨＲ　20】

【精神強化ＭＮＤ　80】

【リアライズデバイス　《13日の金曜日ハートレス》】

【ＥＸＰスキル　《不死身キルマム》】




　化け物め、と心の中で呟つぶやきつつ、続いて自分の現在のパラメーターを確認する。




【覚醒者名　御み堂どう光みつ秀ひで　《王位簒奪キングスレイヤー》による『覇王化オーバーロード』限定パラメーター】

【身体強化ＳＴＲ　40】

【知能指数強化ＩＮＴ　30】

【感覚強化ＡＧＩ　30】

【第六感強化ＣＨＲ　18】

【覇王化限定精神強化ＭＮＤ　40】

【リミットブレイクデバイス　《征服者の熱鎖アグレツシヨン》】

【リミットブレイクスキル　《チェインバーニング》《ウォークライ》《オーバーロードブロウ》《冥府の蛇リビングデツド》《冥府の霧アナザーヘヴン》《茨いばらの愛》《女王様とお呼び》《進撃チヤージ》《衛生メデイツク》《王位継承インヘリタンス》】




「ハッ、なるほど……覇王化オーバーロードしても、奴隷にした他の王のリミットブレイクスキルは使えねぇのか……こいつは盲点だ」

　パラメーターだけならば殺人鬼にも通用する数値だが、王達から吸収して使用できるスキルは全すべてＥＸＰスキルだけだった。

　どうやら『王の因子』は覇王化オーバーロードで吸収せずに奴隷として使役していた方が、リミットブレイクスキルを使用できるため有効活用できるようだった。

　本来は覇王化オーバーロードというスキルも、自分の手て駒ごまが無くなった場合に緊急で使用する手段でしかないのだろう。

「ま、そう上う手まいこといかねぇよな……最初の一撃をお前に避よけられた時から、こうなることは決まってたんだろうさ」

　歯を食いしばって光秀は立ち上がる。

　左腕の痛みなんて感じている場合じゃない。

　もう、敵はすぐそこまできている。

「最悪の状況だな……なあおい、お前にとってもそうだろう、桐き生りゆう」

　雨が降る中、ぴしゃりと水たまりを踏む音が響く。

　光秀が顔を上げると、距離にして10メートルのところに。

　──鬼がいた。

「……聞いちゃいねぇか」

　視線の先にいる鬼を前に、光秀は苦笑しつつ右腕のみで構えた。

　赤熱の鎖を身に纏まとい、琥こ珀はく色いろの瞳ひとみを真紅に染めて、髪を逆立てる異様な少年がいた。

　殺人鬼因子ブギーマンズ・フアクターを取り込み、覇王化オーバーロードした将まさ人とが光みつ秀ひでへ向かって歩いてくる。

　自我が失われている事が一目でわかる。殺人鬼因子ブギーマンズ・フアクターの精神強化ＭＮＤに加え、覇王化限定の精神強化ＭＮＤが合わされば数値は優に１００を超えるだろう。

　そんな状態の人間は、もはや人間じゃない。

　言葉を交わすことも不可能なほどの、殺さつ戮りくマシーンと化しているはずだ。

　だが故に、光秀は口元に笑みを作った。

「俺は諦あきらめがわりぃんだ。足あ搔がこうが足搔かなかろうがどの道死ぬなら──俺は足搔くぜ！」

　光秀が攻勢に出る。

　鎖に女王のスキル、対象の因子フアクターパラメーターを下げる《茨いばらの愛》を付与させて、身体強化ＳＴＲを下げることを試みる。

　両手に鎖を持った状態で、鞭むちのようにクロスさせながら振り下ろす。

　デバイスの攻撃速度は身体強化ＳＴＲと感覚強化ＡＧＩに依存している。

　今の光秀なら、互角以上に戦えるはずだった。

　瞬速の攻撃が将人に迫る。

　将人は──その攻撃を鎖を腕で受け止めた。

　かかった。

《茨の愛》が付与された攻撃は、触れただけでも効果を発揮する。

「身体強化ＳＴＲもらっ──!?」

　──違う。

　将人は生身で受けたわけじゃない。鎖を腕に巻いて防御したのだ。

　つまりデバイスで受け止めた。《茨の愛》は発動していない。

　おまけに、こちらが放った鎖が将人の腕に巻き付いてしまっている。

　将人は腕を引いて、鎖ごと光秀を引きよせようとしていた。

（ヤバいっ、いったん鎖を消して距離を！）

　自分の鎖を消失させて、後ろへ飛とび退のこうとした、その瞬間。

　──ビシュン！

　振りかぶられた将人の腕から、熱鎖が放たれた。

（はや──！）

　超速かつ的確な位置に伸ばされた鎖が光秀の首に巻き付く。

　ジュゥと将人の鎖の熱が皮膚を焼き、雨粒が触れる度に蒸気を上げていた。

「う……ぐ……！」

　必死に鎖を解こうとするが、びくともしない。

（ここはあえて接近して……っ）

　解くのを諦あきらめ、光みつ秀ひでが破れかぶれの攻撃に出ようとした瞬間。

　接近するまでもなく、目の前に将まさ人とがいた。

　時が止まったかのように、二人の視線が交差する。

　感覚が研ぎ澄まされた光秀は、将人の動きの全すべてが見えていた。

　異常なほど上体を反らし、腕を地面スレスレまで振りかぶっている。

　将人からフックとアッパーを混合させたような軌道の拳こぶしが放たれた。

　見えているのに──避よけられない。

　拳が左ひだり頰ほおに突き刺さる。

　衝撃により光秀の身体からだは跳ね上がり、流星の如ごとく遠くの建物まで吹き飛ばされた。

　このままでは廃ビルに激突してしまう。せめて受け身を取らなければ。

　そう思った瞬間──ぐいんと首に巻き付けられた鎖が引っ張られた。

「ぐがっ！」

　首に反動による衝撃が走ったかと思えば、勢いよく光秀の身体が元いた場所に引き戻される。

　再び隕いん石せきの如くスタジアム入り口に引き戻された先には、助走をつけて右腕を振りかぶる将人の姿が見えた。

　途方もない恐怖が、光秀の背筋を凍らせた。

　光秀は覚悟を決めて両腕をクロスさせて防御を行い、衝撃に備える。

　そして次の瞬間、

「グルルラァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア！」

　殺意に満ちたウォークライと共に、将人の拳が光秀のクロスさせた腕に炸さく裂れつした。

「──がぁっ！」

　鎖を巻いていてもすさまじい衝撃とダメージが腕を襲う。

　再び吹き飛ばされるかと思いきや、将人は即座に鎖を引っ張って光秀を引き戻し、再び殴った。

　何度も何度も、殴っては引き戻し、殴っては引き戻しを繰り返す。

　何度も何度も何度も何度も、サンドバックのように殴り散らす。

　30発を超えた頃、光秀のガードが落ちて、顔面や胴体に直接打撃をもらい始めた。

（まだだ……まだ、死ねねぇ………っ）

　ボコボコにされながら、朦もう朧ろうとする意識の中で、光秀はサナギへ想おもいを馳はせた。

　一ひと目め惚ぼれだった。

　幼い頃から、彼女の姿が目に焼き付いて離れなかった。

　初めて頭を撫なでられた時の笑顔が、忘れられない。

　あの時光みつ秀ひでは、この人を守るために自分の命を使おうと心に決めた。まともな教育を受けず、まともな感性を持っていなかった光秀に一瞬で人間性を与えるほどに、岳たけ汐しおサナギの笑顔は美しかったのだ。

　あの笑顔が失われたのは、いつからだっただろう。

　サナギの目的が魔王の目的になってしまったのは、いつからだっただろう。

　自分の存在が、サナギにとって過去になってしまったのはいつからだっただろう。

（そうだ……俺は……あの時の笑顔が、もう一度見たくて……）

　サナギを止めたい。守りたい。取り戻したい。

　魔王因子サタニツク・フアクターの侵食から救いたい。

　その想おもいの根源にあったのは、彼女の笑顔だった。

（俺はもう一度……あの人の今になりたい……！）

　最後に見せたサナギの笑顔を思い出す。

　あの時の、サナギの言葉を思い出す。

『──お前はどことなくあいつに似ているんだ。あいつも、いつも俺の後ろを追いかけていた……懐かしいな』

　サナギの言っていたアイツというのが誰なのか、光秀はようやく理解した。

「俺はあの人を取り戻すッ！　だからッ！　その力をよこせえええええええええええええええええええええッッッ！」

　光秀は鎖で引き戻されると同時に腕を振りかぶった。

　対する将まさ人ともアッパーを繰り出す。

　二人のオーバーロードブロウが交錯し、互いの頰ほおに直撃する。

　首の鎖が解け、光秀は吹っ飛んだ。

　将人も光秀の渾こん身しんの一撃をもらい、後方へ後ずさる。

　二人は衝撃により距離を取った直後、互いへ向けて即座に走り出した。

　全身全力をもって覇王を倒すために、光秀は突貫する。

　勝機はあると信じて。

「これで最後だァァアアアアアアアアアアア！」

「ウウウウラアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアあああああああああああああああああああああ！」

　お互いが、全く同じ構えと踏み込みで迫る。

　ウォークライと、全力のブロウが再び相まみえる。

　負けない。

　負けたくない。

　光秀の願いを込めた一撃は、確かに将人の心臓を捉とらえていた。

　感覚強化ＡＧＩは光みつ秀ひでの方が上だ。

　今の光秀は、将まさ人とに速度で勝っている。

　因子フアクターの強化を無視するオーバーロードブロウならば、力ではなく攻撃速度が上な方が勝つ。

　狙ねらいは心臓。たとえ不死身でも、心臓さえ握りつぶせば《王位簒奪キングスレイヤー》は成し遂げられるのだ。

「いけええええええええええええええええッ！」

　渾こん身しんの一撃が将人の心臓へ迫る。

　──勝った！

　光秀は確信する。

　覇王の力を手に入れれば、岳たけ汐しおサナギの笑顔に手が届く。

　目の前の男を殺せば、自分は本物になれる！

　この男を、殺せば──！




　だが、彼の本当の敵は将人ではなく、時間だった。




　──バリィン！

　目の前で、腕に巻き付けられていた鎖が砕け散る光景に、光秀は目を見開いた。

　光秀のブロウが将人に直撃する寸前に、《王位簒奪キングスレイヤー》の効果が解けてしまったのだ。

　自分の中から覇王の力が失われたことを自覚しながら、光秀は鬼の形相で迫り来る将人の顔を見る。

　そして、死を覚悟した。

（ハッ……結局俺は、偽物だったか）

　本物の王にはなれなかった。

　我ながら淡い夢を見たものだと、光秀は自分を笑った。

　柄にもなく気を張って、柄にもなく女のために命を懸けてしまった。

　その結果がこの有様。

　おあつらえ向きの最期だと、偽王は笑う。

　将人の咆ほう哮こうが轟とどろき、本物のオーバーロードブロウが光秀の頭部を砕かんと襲いかかる。

（ああ……もう一度だけ、見たかったなぁ）

　最後に目を閉じて、サナギの笑顔を思い出す。

　笑顔はいつだって瞼まぶたの裏にあった。

　その笑顔が記憶の中にしかない虚構だったとしても、死にゆく自分への手向けとしては上等だと、光秀は苦笑した。

　やがて拳こぶしが風を切る音が、死を運んできた。






エピローグ　epilogue






　光みつ秀ひでが、閉じていた目を開く。

　いつまで経たっても死がやってこなかったからだ。

　ぼやけた視界の焦点が合った時、目の前で拳が止まっているのが見えた。

「……桐き生りゆう……お前」

　あり得ない光景に、光秀は啞あ然ぜんとしていた。

　身体からだを震わせながら、将まさ人とが動きを止めていた。

　赤く染まる瞳ひとみ、殺意と破壊衝動のみに支配された意識の中で、将人は歯を食いしばって衝動に抗あらがっていた。

「う……ぐぐぐ……ぉぉおっ」

　ブロウを止められたのは、必然でもなければ偶然でもない。

　ただの根性だった。

　頭の血管が破裂しそうなほどに脈打っていたが、根性で押しとどめて、将人は覇王化オーバーロードを解除。

　通常の状態へ戻った。

「──ぶっはあああああああっ！」

　思い切り息を吸い込んで、将まさ人とはよろめいた。

　そしてこめかみ部分を両手で叩たたく。

「だぁーくそっ……あ、頭いてぇ……っ、ノアの奴こんなのに耐えてたのか……っ」

　涙目になりながら、脳内がアドレナリンで満たされていた反動に苦しむ。

　光みつ秀ひでからしてみれば信じられないことだった。

　精神強化ＭＮＤが１００を超えた状態で自主的に攻撃を止めるなど不可能だ。

　頭が痛いと涙ぐむ将人の姿に、光秀は思わず噴き出して笑った。

　頭が痛い程度で済んでいるこの男の精神力こそが、きっと化け物染みているのだ。それはきっと、因子フアクターによる精神強化ＭＮＤによるものでなく人間の持つ本来の精神力なのだ。

　勝てるわけがなかった。

「っはは……さすが本物……こりゃ、敵かなわねぇな……」

　光秀は敗北を認めると、そのまま仰あお向むけに倒れた。

　将人が慌てて駆け寄ってくる。

「お、おい！　しっかりしろ！　せっかく殺さなかったんだから死ぬんじゃない！」

「は……なんだそりゃ……お前どこまでお人ひと好よしだよ……」

「うっせぇな！　あんたが死んだら悲しむ奴の一人や二人いるだろうが！　そいつらに恨まれるのはご免なだけだ！」

「どんな理屈だそりゃぁ……お前が殺さなくても、どの道俺は死ぬ運命だ。助け損……だったな」

　光秀の左胸に宿っていた灰色の光がゆっくりと消えていく。

　代わりに、どす黒い赤い血が彼の胸から滲にじんできていた。

　将人は苛いら立だつように頭を搔かき毟むしる。

「なんとかなるだろっ、あんたの力なら、イリスの蛇を使って治せないのか!?」

「あれは自分のことは治せねぇんだよ……諦あきらめろ」

「だったらイリスを起こして──」

「やめろ……無駄なことすんな……それより、お前に……渡したいもんがある」

　光秀が上着のポケットから、震えた手で一枚の紙切れを取りだした。

　それはテープで補強された、色あせた一枚の写真だった。

　光秀はその写真を将人の胸に押しつけて、一度血を吐いた。

　そして、薄く笑う。

「……お前にさ……頼みがあんだけど……聞いてくんねぇかな」

「敵に頼み事なんてしてるんじゃねぇよっ。自分でなんとかしやがれっ」

「まあ……そーゆうなよ……」

　弱々しく笑う光みつ秀ひでは、話を続けた。

「岳たけ汐しおサナギを……お前の力で奴隷にして……救ってやってくれ……」

「…………」

「もうお前にしかできねぇ……」

　光秀が二度目の血を吐く。

　将まさ人とがどうしたらいいかわからずにいると、光秀が弱々しく拳こぶしを握って、将人の胸を小突いた。

「……あの人が……魔王に……なる……前………に……」

「……おい！　待て！　まだ逝いくな！」

「頼むよ…………お願い……だ……救ってあげて……くれ……」

　瞼まぶたがゆっくりと下ろされて、瞳ひとみから光が消えていく。

　一筋の涙が頰ほおを流れ、光秀の身体からだから力が抜ける。

　たった一人の女のために戦った偽王は、本物になることなく終わりを迎えようとしていた。

「……馬鹿野郎……！」

　静寂の中で将人は歯を食いしばる。

　そして、足を踏ん張って立ち上がると、光秀に小さく頷うなずいて見せた。

「……努力はするけど、達成できなくても祟たたったりするなよな……生徒会長」

　瞼を閉じきる寸前に、光秀は安心したような笑みを残した。

　完全に心臓部の光が消えると、光秀は事切れた。

　感慨も何も無い。

　悲しみも喜びもありはしなかった。

　当然だ。相手が極悪人ならばスッとしていたかもしれないが、将人からしてみれば同じ学園にいた一個上の先輩でしかない。

　彼の戦っていた理由だって、一人の女のため。

　そんな人間を倒したところで……何を思えというのか。

「今は、自分のやるべきことをやるだけだ」

　将人は光秀から手渡された一枚の写真をひとまず懐へ仕し舞まおうとした。

「──？　あれ、この写真」

　ふと、将人は写真の被写体に目をやった。

　色あせている上に一度ビリビリに破られていたせいか、被写体がはっきりとは見えなかった。

「……でも、この場所って……」

　背景の家に見覚えがある。

　この門、この玄関、この生け垣。

　間違いない。

「…………俺ん家ち？」

　微かすかに胸がざわついた。

　何な故ぜ光みつ秀ひでが桐き生りゆう家の写真を持っているのか。

「…………」

　妙に胸が高鳴る。

　嫌な予感がする。見てはいけない何かがそこにあるようで、身体からだが自然と震えていた。

　将まさ人とは恐れを振り切って、家の玄関に立つ三人の被写体に目をこらした。

　一番背が高く、左側にいるのは……恐らく詩し織おりだろう。

　そして右側にいるのは……間違いない、幼いりんごだ。

　二人とも幸せそうな笑顔だった。

　そして、その二人の中央にいる人物。

　最初、将人はそれが自分だと思った。

　だが、違う。

　将人はこんなに美形ではないし、何よりりんごと年が離れすぎている。

　見覚えのない、中学生くらいの少年だった。

　──誰だ。これは誰だ。

　どうして俺がいるべき場所に、知らない奴が居座っている？

「…………ぁ」

　不意に、その写真に意識が吸い込まれそうになる。

　このままでは自分が誰だかわからなくなりそうで、将人は頭を振った。

「……っ」

　何かを思い出しそうになったが、すんでのところで将人は気持ちを切り替えた。

　やるべきことを、やらなければならない。

　今はただ、前に進むことだけを考えなければ。

　真実は、おのずと向こうからやってくるはずだ。

　将人は踵きびすを返し、歩き出す。

　三人の王のもとへ。







　雨のしずくが頰ほおを濡ぬらし、イリスはうめき声を上げながら瞼まぶたを開ける。

　酷ひどい頭痛と肉体の痛みを感じながら、身体からだを起こした。

　近くに自分と同じように女王と英雄が転がっていた。

　二人とも意識を取り戻したのか、痛む身体を起き上がらせようとしている。

　ほとんど何があったか覚えている。

　だが、光みつ秀ひでが覇王化オーバーロードした後のことはわからなかった。

「……どう……なったの……？」

　揺れる視界で、周りを見る。

　すると、こちらに歩いてくる二つの影が見えた。

　イリスは、その姿を目に焼き付ける。

　鎖で鬼を従えて、こちらにやってくる一人の王の姿を。

　覇王の、姿を。

「……三人とも無事なようだな……死んでなくて本当によかった」

「優しいね～オニーサンは～。ボクとしては殺しちゃった方が楽だったんだけどな～」

「優しさなんかじゃねぇよ……俺は自分の大切なもんを奪い返すために、こいつらの力が必要なだけだ」

　鎖を腕に巻き付けて、覇王が三人の王の前に立つ。

　三人の王は、啞あ然ぜんとしながらその姿を見上げた。












　将まさ人とは告げる。

「よし、生きているなら続きをやろうぜ……王の会合の続きをな！」

　使役するためでもなく、自由を奪うためでもなく、ただ力を合わせるためだけに、手を差し伸べながら告げる。




「──俺と組め！　奪われたものを、奪い返すために！」




　一人の王として。

　一人の人間として。

　最後の戦いを、始めるために。





　　　　◆◆◆






　裏カジノは高級ホテルと一体になっており、ローグカンパニーは建設途中だったホテルを自力で完成させて本拠地として利用していた。

「…………」

　ずっとホテルに監禁されていた桐き生りゆうりんごは、突然アカネについてこいと言われて部屋を出た。

　言われた通りに、赤い絨じゆう毯たんの廊下を歩きながら、アカネについていく。

　この一か月で、りんごは歩けるようになっていた。

「……あの、どこへ連れて行くの？」

「…………」

　アカネは答えない。黙ってスタスタと歩いて行ってしまう。

「もう、なんなのよ……」

　りんごは頰ほおに膨らませながら、アカネの後を追った。

　やがて、ホテルの最上階の角部屋にたどり着いた。

　ロイヤルスイートなのだろう。入り口すら豪ごう奢しやな造りだった。

「入ってください。魔王様がお待ちです」

　メイド服のアカネが、片手で入るように促してくる。

　りんごは結局質問に答えなかったアカネにベーと舌を出しながら、部屋のドアノブに手をかけた。

　ドアを開けると、中は薄暗かった。

　灯あかりは一つもなく、天窓から降り注ぐ月の光だけが部屋を照らしていた。

　その光の下に、軍服のようなものを着た一人の女性が天窓を見上げながら立っていた。

　長い髪をポニーテールに結った、長身の女性だ。

　面識は無い。アカネが言うには、彼女が魔王らしい。

　魔王、と聞いてもいまいちピンとこなかった。ここが外郭アウトサイドだということはアカネが教えてくれたが、四大組織だとか『王の因子』だとか、りんごはそんなものに馴な染じみはない。

　だいたい、兄である桐き生りゆう将まさ人とが覇王？

　あのお人よしで無能な兄が、覇王だと？

　信じる信じない以前に、りんごにはギャグを言っているとしか思えなかった。

（覇王とか魔王とか……こんないい大人が子供みたいなこと言ってるなんて笑える）

　あきれたような顔で、りんごは女性に近づいた。

　女性がゆっくりとりんごの方を向くと、りんごは腰に手を当てながら不機嫌そうな顔で彼女の前に立った。

「なんか用？　ていうかお母さんはどこ？　りんご達を一か月以上監禁するなんてどういうつもり？」

「…………」

「もしかして他の事務所の回し者？　りんごがアイドルとして売れ始めて邪魔なんでしょ？」

「…………」

「だったらお母さんは関係ないでしょ？　りんごはここにいてあげるから、お母さんを解放して」

　はっきりと、怯ひるむことなくりんごは言った。

　だが女性は無表情にりんごを見つめるばかりで、口を開こうとはしなかった。

　だんだんイライラしてきたりんごは、表情を険しくして怒鳴ろうとした。

　が、その時──突然女性の左手が伸びて、りんごの首を絞め上げた。

「はっ……ぅぐ……！」

「…………」

　女性はりんごの首を絞め上げたまま、ゆっくりと持ち上げる。

　足が床を離れて、ますますりんごの首が絞まる。

　わけがわからないまま殺されるのなんてりんごはご免だった。必死にもがき、女性の脇腹を何度も蹴けった。

　けれどびくともしない。

　次第に目が霞かすんで、意識が遠のいていく。

　りんごは女性の無表情な顔を見つめ続けながら、目を閉じようとした。

　だが、その時。

「…………ッ」

　不意に、女性の頰ほおがかすかに痙けい攣れんしたかと思うと、首を絞める力が緩んだ。

　解放されたりんごは、床に膝ひざをついて激しくせき込んだ。

「……やはり、まだダメなのか」

　女性は漆黒の右みぎ掌てのひらを見つめながら、ぽつりとつぶやいた。

　苦しみながら顔を上げて、りんごは女性を見る。

「……あなた……誰なの……？」

「…………」

「……どうして……りんごを……」

　りんごが問うと、女性は黒く濁った瞳ひとみを、りんごへ向けた。

「俺は魔王だ。そしてお前は、俺の過去だ」

「…………過去？」

「そうだ。俺は過去を切り捨て、真の意味で魔王となるために、お前をここへ連れてきた」

　冷たい月明かりの下で、魔王は言う。

　りんごはもう一度、視線と共に問う。

「あなたは……誰なの……？」

　魔王はしばし黙り込んだが、やがて答える。

　忌々しそうに。血を吐くように。

　恨みを込めて、答える。

「……かつての俺の名は」

　魔王が目を細め告げる。




「桐き生りゆう砂さ凪なぎ、お前の姉だ」




　その名を聞いた瞬間、りんごの頭の中が閃せん光こうで溢あふれた。

　まるで頭の中にかかっていた鍵かぎが開くように、情報が蘇よみがえっていく。

　そしてりんごは──長い間封じられていた記憶を、全すべて思い出した。






あとがき









　お久しぶりです。柳やなぎ実み冬とう貴きです。

　３巻です。またもや２巻のラストシーンからの続きになります。

　魔王の登場に引き続き、冥めい王おう女王英雄と、ずらずらっと出てきました。

　今回初めて将まさ人とが外郭アウトサイドへ行って、その過酷な環境を目の当たりにしました。

　そして、他の王と連合を組んで魔王に立ち向かうべく行動に出ます。

　でも、連合を作るためには力が必要で、将人の持つ力は今となってはノアとクレスのみ。戦闘面で最強を誇るノアと和解するためのお話でもありました。

　これは和解なのだろうか……ま、まあいいや。

　そういえば今回、僕っ子とボクっ子が出てきましたね。

　いいですよね〝ぼくっ子〟。女の子がぼくって言うからいいんですよね。「僕」の方は利発そうで大人しい感じ。「ボク」の方はおこちゃまで、わんぱくなイメージがありますね。

　利発（エコロジー）

　わんぱく（チェーンソー）

　うん、合ってる合ってる。

　将人は魔王に立ち向かえるのか、そして家族を取り戻すことができるのか!?

　次巻をお楽しみに！







　それでは謝辞を。

　またまた多大なご迷惑をおかけしてしまった担当Ｎ様。

　ここにきて増えたキャラクター達を完璧に描いてくださったイラストレーターの白しろ味みそ様。

　ＭＦ文庫Ｊ編集部の皆様。

　そしてこの本を手にとってくださった全すべての方々へ、感謝を。

　それでは、４巻でお会いできることを祈りつつ。
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